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ⅠⅠ．．庶庶務務報報告告

（１）三重県医師会会員数について

令和７年３月１日現在の本会会員数は下記のとおり 名（Ａ会員 名、Ｂ①会員

名、Ｂ②会員１１８名、Ｃ会員２７４名）であり、これを前年度と比較すると２３名

減（Ａ会員１７名減、Ｂ①会員１９名増、Ｂ②会員４６名減、Ｃ会員２１名増）となってい

る。

郡市医師会名 Ａ会員 Ｂ①会員 Ｂ②会員 Ｃ会員 計

桑 名
名

８７
名

１８５
名
―

名
２８

名
３００

い な べ ３１ ４４ ― ７ ８２

四 日 市 ２２８ ２３３ ― ６２ ５２３

鈴 鹿 市 １２０ ２０１ ― ３４ ３５５

亀 山 ２８ １７ ― ０ ４５

津 地 区 １５３ ２１６ ― ０ ３６９

久居一志地区 ５４ ５３ ― ８ １１５

松 阪 地 区 １３０ ２３７ ― ５７ ４２４

伊 勢 地 区 １２６ ２７１ ― ４４ ４４１

志 摩 ３７ ３５ ― ６ ７８

紀 北 ２５ １３ ― ０ ３８

紀 南 ２１ ２６ ― ０ ４７

伊 賀 ４６ ５６ ― ７ １０９

名 賀 ４７ ５９ ― ０ １０６

三 重 大 学 ― ― １１８ ２１ １３９

合 計
名 名 名

１１８
名

２７４
名
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（２）物故会員について

令和６年４月１日以降本年３月３１日までに下記のとおり２２名の本会会員が逝去されま

したので、本会では香資を贈り、謹んで哀悼の意を表しました。

氏 名 所属医師会名 逝去年月日

井 上 義 夫 松 阪 地 区 医 師 会 令和 ６年 ４月２３日

金 児 千 秋 志 摩 医 師 会 令和 ６年 ４月２６日

佐 野 實 津 地 区 医 師 会 令和 ６年 ４月２７日

豊 田 長 世 亀 山 医 師 会 令和 ６年 ６月 ８日

北 村 尚 臣 津 地 区 医 師 会 令和 ６年 ６月２９日

𠮷𠮷 田 俊 郎 志 摩 医 師 会 令和 ６年 ７月 ７日

今 谷 啓 之 四 日 市 医 師 会 令和 ６年 ７月１７日

竹 田 寬 桑 名 医 師 会 令和 ６年 ７月２５日

谷 口 晴 記 鈴 鹿 市 医 師 会 令和 ６年 ８月２３日

櫛󠄁󠄁 谷 文 彦 松 阪 地 区 医 師 会 令和 ６年 ８月２４日

西 井 ● 雄 伊 勢 地 区 医 師 会 令和 ６年１０月１１日

佐 藤 俊 昭 い な べ 医 師 会 令和 ６年１０月２９日

小 林 治 夫 亀 山 医 師 会 令和 ６年１１月 ６日

下 村 武 也 伊 勢 地 区 医 師 会 令和 ６年１１月２１日

生 田 邦 夫 伊 賀 医 師 会 令和 ６年１１月２５日

江 﨑 正 和 紀 南 医 師 会 令和 ７年 １月 ２日

金 児 清 之 鈴 鹿 市 医 師 会 令和 ７年 １月１１日

藤 森 健 次 伊 賀 医 師 会 令和 ７年 １月１６日

𠮷𠮷 野 弘 泰 桑 名 医 師 会 令和 ７年 ２月 ７日

村 嶋 洋 司 鈴 鹿 市 医 師 会 令和 ７年 ２月２２日

青 木 良 明 紀 北 医 師 会 令和 ７年 ３月２０日

北 島 俊 夫 松 阪 地 区 医 師 会 令和 ７年 ３月２１日

ⅠⅠ．．庶庶務務報報告告

（１）三重県医師会会員数について

令和７年３月１日現在の本会会員数は下記のとおり 名（Ａ会員 名、Ｂ①会員
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る。
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（３）理事会の開催について

令和６年度における本会理事会は下記のとおり２４回開催し、会務その他重要事項につい

て協議を行った。

【令和６年４月１１日】

・全国医師会産業医部会連絡協議会の開催について

・本会会費納付規程に基づく本年度各期会費の納付額について

・本会医学研究奨励賞の公募について

・本会会員名簿（令和６年版）の発行について

・三重県肝炎ウイルス検査医療機関委託事業について

・三重県風しん抗体検査委託事業について

・Ｂ型肝炎予防検診・予防接種単価について（県立学校の教職員関係）

・全国医師会共同利用施設 施設長検査健診管理者連絡協議会への助成について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・表彰関係について（日本医師会最高優功賞）

・日本医師会シンポジウム「次世代の災害医療」及び都道府県医師会災害医療担当理事連絡協議

会の開催について

・第６７回三重県学校保健安全研究大会の共催について

・第７８回国民スポーツ大会及び第７９回国民スポーツ大会冬季大会三重県代表選手の健康検査

の後援について

・地球温暖化防止対策（クールビズ）の実施について

・公費による軽度中等度難聴者への補聴器購入費助成について

・三重テレビ放送開局５５周年記念映画企画について

・外部審議会等委員の推薦について

・母子・乳幼児保健委員会第３回乳幼児保健部会について

・第１回身体の問題検討部会について

・第１５５回日本医師会臨時代議員会について

・鈴鹿医療科学大学大学院・学部入学式について

・中部医師会連合第１０回常任委員会について

・労災・自動車保険対策委員会について

・ＭＭＣ三重県新採用研修医オリエンテーションについて

・日本医師会学校保健講習会について

・第３回選挙管理委員会について

【４月２５日】

・都道府県医師会医療廃棄物担当理事連絡協議会の開催について

・第１９７回定例代議員会の開催について

・労災医療・自賠責保険研修会の開催について

・本年度会費の減免申請について

・本会母体保護法指定医師審査委員会委員の推薦方依頼について
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・三重産業保健総合支援センターメンタルヘルス対策支援アドバイザーの就任依頼に係る意見照

会について

・地域難病相談会の医師派遣依頼について

・第１５回三重県小児セラピー研究会への共催について

・本会学校医研修会の認定について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・郡市医師会災害医療担当理事連絡協議会の開催について

・「警察医」の推薦（追加）について

・表彰関係について（教育功労者表彰）

・台湾東部地震への医療支援について

・第１５７回日本医師会臨時代議員会における代表質問について

・母体保護法による指定医師の件について

・第１回郡市医師会長会議への提出議題について

・外部審議会等委員の推薦について

・社会保険診療報酬支払基金三重審査委員会事務局令和６年４月審査運営協議会について

・日本医師会第７回男女共同参画委員会について

・中部医師会連合第１１回常任委員会について

・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会について

・三重県ＰＴＡ安全互助会理事会について

・第３０回生命の駅伝について

【５月９日】

・都道府県医師会医療関係者担当理事連絡協議会の開催について

・医療機関における犯罪被害の防止に関する三重県警察との連携協定について

・予防接種後健康状況調査事業の実施機関の選定等について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・表彰関係について（日本対がん協会賞及び朝日がん大賞・救急医療功労者厚生労働大臣表彰・

令和７年春の叙勲及び褒章）

・早出遅出勤務に関する規程の制定について

・令和５年度本会会務報告について

・第１回郡市医師会長会議への提出議題について

・外部審議会等委員の推薦について

・第１８回男女共同参画フォーラムについて

・母体保護法指定医師研修会について

・第１回三重県こども政策検討会議について

・中部医師会連合第１２回常任委員会について

・第６回全国医師ゴルフ選手権大会チャンピオン戦について

（３）理事会の開催について

令和６年度における本会理事会は下記のとおり２４回開催し、会務その他重要事項につい

て協議を行った。

【令和６年４月１１日】

・全国医師会産業医部会連絡協議会の開催について

・本会会費納付規程に基づく本年度各期会費の納付額について

・本会医学研究奨励賞の公募について

・本会会員名簿（令和６年版）の発行について

・三重県肝炎ウイルス検査医療機関委託事業について

・三重県風しん抗体検査委託事業について

・Ｂ型肝炎予防検診・予防接種単価について（県立学校の教職員関係）

・全国医師会共同利用施設 施設長検査健診管理者連絡協議会への助成について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・表彰関係について（日本医師会最高優功賞）

・日本医師会シンポジウム「次世代の災害医療」及び都道府県医師会災害医療担当理事連絡協議

会の開催について

・第６７回三重県学校保健安全研究大会の共催について

・第７８回国民スポーツ大会及び第７９回国民スポーツ大会冬季大会三重県代表選手の健康検査

の後援について

・地球温暖化防止対策（クールビズ）の実施について

・公費による軽度中等度難聴者への補聴器購入費助成について

・三重テレビ放送開局５５周年記念映画企画について

・外部審議会等委員の推薦について

・母子・乳幼児保健委員会第３回乳幼児保健部会について

・第１回身体の問題検討部会について

・第１５５回日本医師会臨時代議員会について

・鈴鹿医療科学大学大学院・学部入学式について

・中部医師会連合第１０回常任委員会について

・労災・自動車保険対策委員会について

・ＭＭＣ三重県新採用研修医オリエンテーションについて

・日本医師会学校保健講習会について

・第３回選挙管理委員会について

【４月２５日】

・都道府県医師会医療廃棄物担当理事連絡協議会の開催について

・第１９７回定例代議員会の開催について

・労災医療・自賠責保険研修会の開催について

・本年度会費の減免申請について

・本会母体保護法指定医師審査委員会委員の推薦方依頼について
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【５月２３日】

・ニューレジリエンスフォーラム「国民の命と生活を守る武道館１万人大会」の開催について

・第６８回社会保険指導者講習会の開催について

・第４回選挙管理委員会の開催について

・日本医師会生涯教育講座の開催について

・「警察医」の推薦（追加）について

・中学生のメッセージ （第４６回少年の主張三重県大会）に係る協賛について

・三重テレビ「夏の健康管理」スポット放映について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・表彰関係について（第４６回母子保健奨励賞、教育功労者表彰、救急医療功労者厚生労働大臣

表彰、産科医療功労者厚生労働大臣表彰、令和７年春の叙勲及び褒章、第１３回日本医師会赤

ひげ大賞、秩父宮妃記念結核予防事業功労賞）

・事務局職員の夏季休暇について

・都道府県医師会社会保険担当理事連絡協議会の開催について

・三重アルコールと健康を考えるネットワーク研修会への共催について

・令和５年度本会会務報告について

・令和５年度本会決算について

・令和６年度本会補正予算について

・母体保護法による指定医師の件について

・母体保護法指定医師の指定基準モデルの一部改定に伴う本会母体保護法指定医師指定基準の改

定について

・第１５７回日本医師会臨時代議員会における代表質問について

・入会申込について

・外部審議会等委員の推薦について

・三重県予防のための子どもの死亡検証体制整備モデル事業推進会議について

・診療報酬改定に関する郡市医師会保険担当理事連絡協議会について

・第１回三重県感染対策支援ネットワーク運営会議について

・シンポジウム「未来ビジョン“若手医師の挑戦”」について

・第４８回本会親善ゴルフ大会について

・三重県救急医療情報センター第２５回定例理事会について

・第１回三重大学みえの未来医療会議について

・第６回小児在宅医療連絡協議会について

・都道府県医師会勤務医担当理事連絡協議会について

・第１３５回中部ブロック医師国民健康保険組合連絡協議会について

・「医療機関における犯罪被害の防止に関する連携協定」締結式について

・郡市医師会災害医療担当理事連絡協議会について

【６月１３日】

・新生児聴覚スクリーニングに関する講習会の開催について

―5―



・次期母体保護法指定医師審査委員会委員について

・令和６年度特定行為研修制度普及促進事業（案）について

・三重産業保健総合支援センター主催「令和６年度産業保健研修会下期（令和６年１０月～令和

７年３月）」への共催について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・表彰関係について（母子保健功労者表彰〔恩賜財団母子愛育会会長表彰〕・第５３回医療功労賞・

公衆衛生事業功労者日本公衆衛生協会会長表彰・日本医師会最高優功賞）

・定款第３３条第６項に基づく常任理事（業務執行理事）の選定について

・定款第３０条第５項に基づく会長職務を代行する副会長の順位について

・定款第３０条第６項に基づく会長・副会長職務を代行する常任理事の順位について

・日本医師会次期予備代議員の順位について

・定例理事会の開催について

・理事の会務分担について

・顧問の委嘱について

・令和６年度社会保険集団指導について

・三重刑務所視察委員会について

・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会について

・第１回三重県脳卒中・心臓病等総合支援センター協議会について

・第１回郡市医師会長会議について

・ニューレジリエンスフォーラム三重県大会について

・第２回三重県こども政策検討会議について

・中部医師会連合第１３回常任委員会について

・中部医師会連合第２回日医代議員協議会について

・都道府県医師会医療廃棄物担当理事連絡協議会について

・第４回選挙管理委員会について

・三重県救急医療情報センター第１３回定時評議員会について

・国民の命と生命を守る１万人大会ニューレジリエンスフォーラムについて

・松本吉郎日本医師会会長候補選挙対策本部事務所開きについて

・第１回三重県角膜・腎臓バンク協会理事会について

・第１回三重大学医学部附属病院研修管理委員会について

・ＭＭＣ卒後臨床研修センター理事会・総会について

・全国医師会産業医部会連絡協議会について

・都道府県医師会社会保険担当理事連絡協議会について

・第１回健康教育講演会について

・三重県健康管理事業センター理事会について

・第１９７回定例代議員会について

・日本医師会シンポジウム「次世代の災害医療」・都道府県医師会災害医療担当理事連絡協議会に

ついて

・都道府県医師会医療関係者担当理事連絡協議会について

【５月２３日】

・ニューレジリエンスフォーラム「国民の命と生活を守る武道館１万人大会」の開催について

・第６８回社会保険指導者講習会の開催について

・第４回選挙管理委員会の開催について

・日本医師会生涯教育講座の開催について

・「警察医」の推薦（追加）について

・中学生のメッセージ （第４６回少年の主張三重県大会）に係る協賛について

・三重テレビ「夏の健康管理」スポット放映について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・表彰関係について（第４６回母子保健奨励賞、教育功労者表彰、救急医療功労者厚生労働大臣

表彰、産科医療功労者厚生労働大臣表彰、令和７年春の叙勲及び褒章、第１３回日本医師会赤

ひげ大賞、秩父宮妃記念結核予防事業功労賞）

・事務局職員の夏季休暇について

・都道府県医師会社会保険担当理事連絡協議会の開催について

・三重アルコールと健康を考えるネットワーク研修会への共催について

・令和５年度本会会務報告について

・令和５年度本会決算について

・令和６年度本会補正予算について

・母体保護法による指定医師の件について

・母体保護法指定医師の指定基準モデルの一部改定に伴う本会母体保護法指定医師指定基準の改

定について

・第１５７回日本医師会臨時代議員会における代表質問について

・入会申込について

・外部審議会等委員の推薦について

・三重県予防のための子どもの死亡検証体制整備モデル事業推進会議について

・診療報酬改定に関する郡市医師会保険担当理事連絡協議会について

・第１回三重県感染対策支援ネットワーク運営会議について

・シンポジウム「未来ビジョン“若手医師の挑戦”」について

・第４８回本会親善ゴルフ大会について

・三重県救急医療情報センター第２５回定例理事会について

・第１回三重大学みえの未来医療会議について

・第６回小児在宅医療連絡協議会について

・都道府県医師会勤務医担当理事連絡協議会について

・第１３５回中部ブロック医師国民健康保険組合連絡協議会について

・「医療機関における犯罪被害の防止に関する連携協定」締結式について

・郡市医師会災害医療担当理事連絡協議会について

【６月１３日】

・新生児聴覚スクリーニングに関する講習会の開催について
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・三重県ナースセンター事業運営委員会について

・三重県予防のための子どもの死亡検証体制整備モデル事業第１回多機関検証ワーキンググルー

プについて

・社会保険医療担当者の新規個別指導について

【６月２７日】

・令和７年度三重県計画にかかる地域医療介護総合確保基金事業（医療分）の提案募集に向けた

対応について

・令和６年能登半島地震 活動報告会（都道府県医師会 担当理事連絡協議会）の開催に

ついて

・第４１回糖尿病 ･ 賢島セミナーの開催について

・第９回三重県小児在宅医療実技講習会・講演会の開催について

・第３７回囲碁大会の開催について

・令和６年度社会保険集団指導の実施について

・三重県警察との連携協定に基づく取組について

・三重県医師連盟委員長候補者の推薦について

・母体保護法不服審査委員会委員について

・「がん征圧月間」運動への協力について

・お盆期間中における診療状況調査について

・令和６年度ＭＭＣ年会費納入について

・本会学校医研修会の認定について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・表彰関係について（令和７年春の叙勲〔学校医〕・西予市おイネ賞「全国女性医師部門」・第１３

回日本医師会赤ひげ大賞・秩父宮妃記念結核予防事業功労賞）

・日医かかりつけ医機能研修制度応用研修会の開催について

・看護職等養成に関する協議会の開催について

・理事の会務分担について

・会内委員会の設置について

・中部医師会連合特別委員会委員の選任について

・母体保護法による指定医師の件について

・第２回郡市医師会長会議への提出議題について

・外部審議会等委員の推薦について

・三重県医師会館改修工事契約について

・三重県医師国民健康保険組合理事会について

・三医会総会について

・学校保健総合支援事業第１回協議会について

・第１回三重県保険者協議会企画調査部会について

・日本医師会第１５６回定例代議員会並びに第１５７回臨時代議員会について

・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会について
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・三重県訪問看護ステーション協議会定時社員総会及び選定理事会について

【７月１１日】

・全国医師会勤務医部会連絡協議会の開催について

・第５５回全国学校保健・学校医大会の開催について

・第１回三重県学校メンタルヘルス分科会の開催について

・ＨＰＶワクチン接種啓発ポスター作成について

・世界医師会準会員の更新について

・認知症サポート医養成研修受講者の推薦者について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・表彰関係について（令和７年春の叙勲〔学校医〕・公衆衛生事業功労者知事表彰・三重県学校保

健功労者表彰）

・第１回三重県医療勤務環境改善支援センター運営協議会の開催について

・中部医師会連合委員の選任について

・三重県医学会理事の変更について

・第２回郡市医師会長会議への提出議題について

・公費による軽度中等度難聴者への補聴器購入費助成について

・三重県健康管理事業センター評議員会・理事会について

・中部医師会連合第１回常任委員会について

・第７４回日本病院学会開会式について

・第１回三重県環境審議会について

・第１回三重県認知症疾患医療センター連絡協議会について

・三重県警察との連携協定に基づく取組について

・第１回三重県医療審議会救急医療部会について

・一見知事と医療関係団体等との意見交換会について

・保険医療機関の指導等実施計画について関係機関の打合せ会について

・三重アルコールと健康を考えるネットワーク第４回研修会シンポジウム「地域のアルコール対

策－現状と課題」について

【７月２５日】

・三重県糖尿病対策推進会議の開催について

・第２回健康教育講演会について

・第１９回みんなの健康講座の開催について

・本年度会費の減免申請（追加）について

・本会学校医研修会の認定について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・表彰関係について（第５３回医療功労賞・公衆衛生事業功労者日本公衆衛生協会会長表彰・西

予市おイネ賞「全国女性医師部門」・公衆衛生事業功労者知事表彰）

・三重県ナースセンター事業運営委員会について

・三重県予防のための子どもの死亡検証体制整備モデル事業第１回多機関検証ワーキンググルー

プについて

・社会保険医療担当者の新規個別指導について

【６月２７日】

・令和７年度三重県計画にかかる地域医療介護総合確保基金事業（医療分）の提案募集に向けた

対応について

・令和６年能登半島地震 活動報告会（都道府県医師会 担当理事連絡協議会）の開催に

ついて

・第４１回糖尿病 ･ 賢島セミナーの開催について

・第９回三重県小児在宅医療実技講習会・講演会の開催について

・第３７回囲碁大会の開催について

・令和６年度社会保険集団指導の実施について

・三重県警察との連携協定に基づく取組について

・三重県医師連盟委員長候補者の推薦について

・母体保護法不服審査委員会委員について

・「がん征圧月間」運動への協力について

・お盆期間中における診療状況調査について

・令和６年度ＭＭＣ年会費納入について

・本会学校医研修会の認定について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・表彰関係について（令和７年春の叙勲〔学校医〕・西予市おイネ賞「全国女性医師部門」・第１３

回日本医師会赤ひげ大賞・秩父宮妃記念結核予防事業功労賞）

・日医かかりつけ医機能研修制度応用研修会の開催について

・看護職等養成に関する協議会の開催について

・理事の会務分担について

・会内委員会の設置について

・中部医師会連合特別委員会委員の選任について

・母体保護法による指定医師の件について

・第２回郡市医師会長会議への提出議題について

・外部審議会等委員の推薦について

・三重県医師会館改修工事契約について

・三重県医師国民健康保険組合理事会について

・三医会総会について

・学校保健総合支援事業第１回協議会について

・第１回三重県保険者協議会企画調査部会について

・日本医師会第１５６回定例代議員会並びに第１５７回臨時代議員会について

・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会について
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・三重県医療勤務環境改善支援センター実務者セミナーの開催について

・役員改選に伴う三重県地域医療構想調整会議 県医師会推薦委員の変更について

・母体保護法による指定医師の件について

・三重県ＰＴＡ安全互助会理事会について

・第１回三重県介護現場革新会議について

・第１回地方独立行政法人三重県立総合医療センター評価委員会について

・社会保険診療報酬支払基金三重審査委員会事務局令和６年７月審査運営協議会について

・第１回がん教育に関する協議会について

・三重県医師国民健康保険組合第１５８回臨時組合会について

・第１回医事法制担当理事打合せ会議について

・第１回三重県保険者協議会について

・第２回郡市医師会長会議について

・第１回三重県がん検診精度管理検討委員会について

・日本医師会役員就任披露パーティーについて

・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会について

・三重県学校保健会第１回理事会及び第１回評議員会について

【８月８日】

・本会会内委員会委員の委嘱について

・母子・乳幼児保健委員会の開催について

・スポーツ医学並びに健康教育委員会の開催について

・第１回産前産後の親子安心サポート検討会の開催について

・母子・乳幼児保健委員会第１回みえ出産前後保健指導事業検討部会の開催について

・第２回郡市医師会災害医療担当理事連絡協議会の開催について

・三重報道クラブとの懇談会の開催について

・医療事故・医事紛争防止対策講演会の開催について

・三重県かかりつけ医認知症対応力向上研修の開催について

・中部医師会連合共同利用施設連絡協議会の開催並びにシンポジウムについて

・第１９回みんなの健康講座「特別講演」講師について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・表彰関係について（三重県学校保健功労者表彰・救急医療功労者知事表彰・看護関係功労者知

事表彰・公衆衛生事業功労者厚生労働大臣表彰・健やか親子２１内閣府特命担当大臣表彰）

・第４５回産業保健活動推進全国会議の開催について

・第１４回感染症対策委員会の開催について

・日本医師会新会員情報システム（ ）郡市医師会事務局説明会の開催について

・第２回特定行為に係る看護師の研修制度説明会＆相談会の開催について

・糖尿病に係る医科歯科連携の啓発リーフレット等の改訂について

・囲碁大会について

・三重医学研究振興会への寄附について
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・第２回のろ志総会について

・令和７年度「三重医報」冊子の配布方法および配布先の変更について（案）

・三重刑務所視察委員会について

・三重県産業保健研修会－第１回スキルアップ専門研修－について

・第１回三重県臨床検査精度管理協議会について

・三重県警察医研修会について

・第１回三重県都市保健衛生連絡協議会について

・東海ブロック学校保健会連絡協議会について

・第３回三重県こども政策検討会議について

・第１回三重県地域医療対策協議会医師専門研修部会について

・第９回郡市医師会新型コロナウイルス感染症担当理事連絡協議会について

・伊賀・名賀医師会地区社会保険集団指導について

・三重県予防のための子どもの死亡検証体制整備モデル事業第２回多機関検証ワーキンググルー

プについて

・中部医師会連合第１回社会保険特別委員会について

・中部医師会連合第２回常任委員会について

・関西医師会連合常任委員会について

・第９回三重県小児在宅医療実技講習会・講演会について

・中部医師会連合第１回災害医療特別委員会について

・第１回三重県公衆衛生審議会歯科保健推進部会について

・ワンヘルス推進調査特別委員会について

・第１回「女性が働きやすい医療機関」認証制度専門部会について

・認知症サポート医養成研修受講者の推薦者について

・看護職等養成に関する協議会について

【８月２２日】

・都道府県医師会組織強化担当役職員連絡協議会の開催について

・中部医師会連合勤務医特別委員会の開催について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・本会医学研究奨励賞交付者選考委員会の開催について

・令和７年度予防接種個別委託料積算基準料金（案）について

・カスハラ実態・対策状況についてのアンケート調査について

・映画「はたらく細胞」「雪の花－ともに在りて－」への後援名義使用について

・三重テレビ「健康一口メモ」スポット放映について

・表彰関係について（救急医療功労者知事表彰・看護関係功労者知事表彰・公衆衛生事業功労者

厚生労働大臣表彰）

・母体保護法による指定医師の件について

・第３回郡市医師会長会議への提出議題について

・外部審議会等委員の推薦について

・三重県医療勤務環境改善支援センター実務者セミナーの開催について

・役員改選に伴う三重県地域医療構想調整会議 県医師会推薦委員の変更について

・母体保護法による指定医師の件について

・三重県ＰＴＡ安全互助会理事会について

・第１回三重県介護現場革新会議について

・第１回地方独立行政法人三重県立総合医療センター評価委員会について

・社会保険診療報酬支払基金三重審査委員会事務局令和６年７月審査運営協議会について

・第１回がん教育に関する協議会について

・三重県医師国民健康保険組合第１５８回臨時組合会について

・第１回医事法制担当理事打合せ会議について

・第１回三重県保険者協議会について

・第２回郡市医師会長会議について

・第１回三重県がん検診精度管理検討委員会について

・日本医師会役員就任披露パーティーについて

・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会について

・三重県学校保健会第１回理事会及び第１回評議員会について

【８月８日】

・本会会内委員会委員の委嘱について

・母子・乳幼児保健委員会の開催について

・スポーツ医学並びに健康教育委員会の開催について

・第１回産前産後の親子安心サポート検討会の開催について

・母子・乳幼児保健委員会第１回みえ出産前後保健指導事業検討部会の開催について

・第２回郡市医師会災害医療担当理事連絡協議会の開催について

・三重報道クラブとの懇談会の開催について

・医療事故・医事紛争防止対策講演会の開催について

・三重県かかりつけ医認知症対応力向上研修の開催について

・中部医師会連合共同利用施設連絡協議会の開催並びにシンポジウムについて

・第１９回みんなの健康講座「特別講演」講師について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・表彰関係について（三重県学校保健功労者表彰・救急医療功労者知事表彰・看護関係功労者知

事表彰・公衆衛生事業功労者厚生労働大臣表彰・健やか親子２１内閣府特命担当大臣表彰）

・第４５回産業保健活動推進全国会議の開催について

・第１４回感染症対策委員会の開催について

・日本医師会新会員情報システム（ ）郡市医師会事務局説明会の開催について

・第２回特定行為に係る看護師の研修制度説明会＆相談会の開催について

・糖尿病に係る医科歯科連携の啓発リーフレット等の改訂について

・囲碁大会について

・三重医学研究振興会への寄附について
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・第１回三重県立学校職員中央安全衛生委員会について

・第１４回感染症対策委員会について

・令和６年能登半島地震 活動報告会（都道府県医師会 担当理事連絡協議会）について

・新型コロナウイルス感染症にかかる病院関係者会議について

・第２回地方独立行政法人三重県立総合医療センター評価委員会について

・第１回三重県医療勤務環境改善支援センター運営協議会について

・第１回三重とこわか県民健康会議幹事会について

【９月１２日】

・中部医師会連合委員総会の開催について

・女性医師支援・ドクターバンク連携中部ブロック会議の開催について

・都道府県医師会医事紛争担当理事連絡協議会の開催について

・広報・情報化推進委員会の開催について

・医学生・研修医等をサポートするための会の開催について

・研修医との交流会の開催について

・労災医療・自賠責保険研修会の開催日変更について

・新興感染症に対する医療提供体制調整業務への補助について

・「警察医」の推薦（追加）について

・第２４回三重県小児在宅研究会の共催について

・三重産業医会主催「第１１回職域におけるメンタルヘルス対策フォーラム」への共催について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・表彰関係について（第６１回〔令和７年〕県民功労者表彰）

・都道府県医師会自賠責保険担当理事連絡協議会の開催について

・医師会立助産師・看護師・准看護師学校養成所への助成金の支給について

・ＨＰＶワクチン接種スケジュールについて

・三重医報「冊子」に関する事前調査について（案）

・会員一泊懇親会の開催について

・第１９回みんなの健康講座における物販について

・日本保育保健協議会中部ブロック研修会 三重への協賛について

・第３回郡市医師会長会議への提出議題について

・外部審議会等委員の推薦について

・台風第１０号関連による被害を受けられた医療機関に対する見舞金について

・社会保険診療報酬請求書審査委員会委員の交代について

・「三重アルコールと健康を考えるネットワーク」への参画について

・医賠責保険の加入状況について

・県内病院における新型コロナウイルス感染症に係る退院基準および回復患者の受入基準につい

て

・難病診療カウンセラーの配置について

・第１回三重県糖尿病対策推進会議について
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・中部医師会連合第１回事務局長連絡協議会について

・中部医師会連合第１回地域包括ケア特別委員会について

・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会について

・第１回三重県いじめ対策審議会について

・三重県こども政策会議第１回グループ会議について

・三重県医療勤務環境改善支援センター実務者セミナーについて

・第２２回三重県子ども・子育て会議について

・社会保険医療担当者の個別指導について

・第１回三重県看護職員確保対策検討会について

・中部医師会連合第３回常任委員会について

・第２回三重県医療審議会救急医療部会について

・第２回三重県環境審議会について

・第１回三重県学校メンタルヘルス分科会について

・第１回三重県後期高齢者医療広域連合運営協議会について

・桑名・いなべ・四日市医師会地区社会保険集団指導について

・三重県慢性腎臓病（ＣＫＤ）対策検討会について

・三重県介護保険審査会について

・第１回三重県国民健康保険団体連合会保健事業支援・評価委員会について

・第１回三重県医療審議会健やか親子推進部会について

・中部医師会連合第２回社会保険特別委員会について

【９月２６日】

・母子・乳幼児保健委員会第１回乳幼児保健部会の開催について

・会員懇親会の開催について

・三重県教育委員会との懇談会の開催について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・令和６年能登半島地震 ロジスティクス協議会の開催について

・第１回自浄作用活性化並びに定款等諸規程検討委員会の開催について

・母体保護法による指定医師の件について

・第３回郡市医師会長会議への提出議題について

・第１期分監査について

・第２回医事法制担当理事打合せ会議について

・医療機関に委託して行う妊婦一般健康診査、乳児一般健康診査及び産婦健康診査の実施にかか

る検討会について

・第１回都道府県医師会長会議について

・第１回三重県感染症対策連携協議会について

・伊勢地区・志摩医師会地区社会保険集団指導について

・第３回三重大学経営協議会について

・労災医療・自賠責保険研修会について

・第１回三重県立学校職員中央安全衛生委員会について

・第１４回感染症対策委員会について

・令和６年能登半島地震 活動報告会（都道府県医師会 担当理事連絡協議会）について

・新型コロナウイルス感染症にかかる病院関係者会議について

・第２回地方独立行政法人三重県立総合医療センター評価委員会について

・第１回三重県医療勤務環境改善支援センター運営協議会について

・第１回三重とこわか県民健康会議幹事会について

【９月１２日】

・中部医師会連合委員総会の開催について

・女性医師支援・ドクターバンク連携中部ブロック会議の開催について

・都道府県医師会医事紛争担当理事連絡協議会の開催について

・広報・情報化推進委員会の開催について

・医学生・研修医等をサポートするための会の開催について

・研修医との交流会の開催について

・労災医療・自賠責保険研修会の開催日変更について

・新興感染症に対する医療提供体制調整業務への補助について

・「警察医」の推薦（追加）について

・第２４回三重県小児在宅研究会の共催について

・三重産業医会主催「第１１回職域におけるメンタルヘルス対策フォーラム」への共催について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・表彰関係について（第６１回〔令和７年〕県民功労者表彰）

・都道府県医師会自賠責保険担当理事連絡協議会の開催について

・医師会立助産師・看護師・准看護師学校養成所への助成金の支給について

・ＨＰＶワクチン接種スケジュールについて

・三重医報「冊子」に関する事前調査について（案）

・会員一泊懇親会の開催について

・第１９回みんなの健康講座における物販について

・日本保育保健協議会中部ブロック研修会 三重への協賛について

・第３回郡市医師会長会議への提出議題について

・外部審議会等委員の推薦について

・台風第１０号関連による被害を受けられた医療機関に対する見舞金について

・社会保険診療報酬請求書審査委員会委員の交代について

・「三重アルコールと健康を考えるネットワーク」への参画について

・医賠責保険の加入状況について

・県内病院における新型コロナウイルス感染症に係る退院基準および回復患者の受入基準につい

て

・難病診療カウンセラーの配置について

・第１回三重県糖尿病対策推進会議について
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・中部医師会連合第２回地域包括ケア特別委員会について

・中部医師会連合第２回災害医療特別委員会について

・馬瀬大助 前富山県医師会会長旭日小綬章受章祝賀会について

・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会について

【１０月１０日】

・都道府県医師会公益法人制度改革担当理事連絡協議会の開催について

・スポーツ医学研修会の開催について

・三重県医療事故調査等支援団体連絡協議会の開催について

・令和６年度医薬品価格調査について

・令和６年度三重県総合防災訓練に伴う訓練参加協力依頼について

・Ｂ型肝炎予防検診・予防接種単価について（県立学校の教職員関係）

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・家族計画・母体保護法指導者講習会の開催について

・ＲＳウイルス感染症のサーベイランス研究について

・新任応急救護処置指導員養成講習への講師派遣について

・令和６年９月能登半島豪雨への医療支援について

・松阪中央総合病院救命救急センター指定におけるドクターカーの運用について

・アイリス株式会社の感染症検査キット について

・母子・乳幼児保健委員会について

・三重刑務所視察委員会について

・スポーツ医学並びに健康教育委員会について

・第１回三重県保険者協議会健康づくり部会について

・第３回郡市医師会長会議について

・日本医師会生涯教育講座について

・中部医師会連合第４回常任委員会について

・第１回産前産後の親子安心サポート検討会について

・母子・乳幼児保健委員会第１回みえ出産前後保健指導事業検討部会について

・三重県医師会・三重県歯科医師会 打合せ会について

・三重県予防のための子どもの死亡検証体制整備モデル事業第３回多機関検証ワーキンググルー

プについて

・第１回三重大学みえの未来共創会議について

・予防接種にかかる三者会議について

・第２回東海北陸地方社会保険医療協議会総会について

【１０月２４日】

・母子・乳幼児保健講習会の開催について

・医療ＤＸとサイバーセキュリティに関する研修会の開催について

・第１６回三重県小児セラピー研究会への共催について
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・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・学校医研修会の開催について

・本会医学研究奨励賞の交付について

・母体保護法による指定医師の件について

・第４回郡市医師会長会議への提出議題について

・第１回自浄作用活性化並びに定款等諸規程検討委員会について

・第２回郡市医師会災害医療担当理事連絡協議会について

・都道府県医師会自賠責保険担当理事連絡協議会について

・老人保健福祉施設整備事業事前審査会について

・日本医師会第１回産業保健委員会について

・全国医師国民健康保険組合連合会第６２回全体協議会について

・三重県警察との連携協定に基づく取組について

・松阪地区医師会地区社会保険集団指導について

・第２回健康教育講演会について

・三重県三師会幹事会について

・社会保険医療担当者の個別指導について

・本会主催日医かかりつけ医機能研修制度第１回応用研修会（ＤＶＤ研修）について

・第１回三重県地域医療介護総合確保懇話会について

・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会について

【１１月１４日】

・国民医療を守るための総決起大会の開催について

・オンライン診療に係る情報共有会（令和６年度地域医療・情報通信担当理事連絡協議会）の開

催について

・第１０回ワークショップ「会員の倫理・資質向上をめざして－ケーススタディから学ぶ医の倫

理－」の開催について

・日本医師会医療情報システム協議会の開催について

・第７回全国医師ゴルフ選手権大会の開催について

・母子・乳幼児保健委員会第２回乳幼児保健部会の開催について

・医師会組織強化委員会の開催について

・第５回医科・歯科合同研修会の開催について

・小児（発達障害等）の受け入れに関する周知について

・年末年始期間中における診療状況調査について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・表彰関係について（令和７年秋の叙勲及び褒章）

・産業医委員会の開催について

・生活保護法の指定医療機関個別懇談指導について

・本会学校医研修会の認定について

・中部医師会連合第２回地域包括ケア特別委員会について

・中部医師会連合第２回災害医療特別委員会について

・馬瀬大助 前富山県医師会会長旭日小綬章受章祝賀会について

・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会について

【１０月１０日】

・都道府県医師会公益法人制度改革担当理事連絡協議会の開催について

・スポーツ医学研修会の開催について

・三重県医療事故調査等支援団体連絡協議会の開催について

・令和６年度医薬品価格調査について

・令和６年度三重県総合防災訓練に伴う訓練参加協力依頼について

・Ｂ型肝炎予防検診・予防接種単価について（県立学校の教職員関係）

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・家族計画・母体保護法指導者講習会の開催について

・ＲＳウイルス感染症のサーベイランス研究について

・新任応急救護処置指導員養成講習への講師派遣について

・令和６年９月能登半島豪雨への医療支援について

・松阪中央総合病院救命救急センター指定におけるドクターカーの運用について

・アイリス株式会社の感染症検査キット について

・母子・乳幼児保健委員会について

・三重刑務所視察委員会について

・スポーツ医学並びに健康教育委員会について

・第１回三重県保険者協議会健康づくり部会について

・第３回郡市医師会長会議について

・日本医師会生涯教育講座について

・中部医師会連合第４回常任委員会について

・第１回産前産後の親子安心サポート検討会について

・母子・乳幼児保健委員会第１回みえ出産前後保健指導事業検討部会について

・三重県医師会・三重県歯科医師会 打合せ会について

・三重県予防のための子どもの死亡検証体制整備モデル事業第３回多機関検証ワーキンググルー

プについて

・第１回三重大学みえの未来共創会議について

・予防接種にかかる三者会議について

・第２回東海北陸地方社会保険医療協議会総会について

【１０月２４日】

・母子・乳幼児保健講習会の開催について

・医療ＤＸとサイバーセキュリティに関する研修会の開催について

・第１６回三重県小児セラピー研究会への共催について
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・会員懇親会の開催地について

・三重報道クラブとの懇談会への提出議題について

・第４回郡市医師会長会議への提出議題について

・三重医報「冊子」に関する事前調査結果について

・三重県学校保健会第２回理事会について

・第４５回産業保健活動推進全国会議について

・社保・国保審査委員会合同協議会について

・全国医師会勤務医部会連絡協議会について

・新生児聴覚スクリーニングに関する講習会について

・令和６年能登半島地震 ロジスティクス協議会について

・三重県こども政策検討会議第２回グループ会議について

・鈴鹿市・亀山・津地区・久居一志地区・三重大学医師会地区社会保険集団指導について

・都道府県医師会組織強化担当役職員連絡協議会について

・日本スポーツ振興センター災害共済給付事業運営協議会について

・母子・乳幼児保健委員会第１回乳幼児保健部会について

・三重県健康管理事業センター理事会について

・三重大学内科開講８０周年記念式典について

・中部医師会連合共同利用施設連絡協議会について

・第１回三重県地域医療対策協議会医師派遣検討部会について

・日本医師会第１回母子保健検討委員会について

・中部医師会連合第５回常任委員会について

・集団的個別指導について

・三重県産業保健研修会－第２回スキルアップ専門研修－について

・肝疾患専門医療機関連絡協議会について

・第１回三重県在宅医療推進懇話会について

・第５５回全国学校保健・学校医大会について

・第２９回三重県歯科保健大会について

・第２回三重大学医学部附属病院研修管理委員会について

・第２回「女性が働きやすい医療機関」認証制度専門部会について

・第２回三重県医療審議会健やか親子推進部会について

・広報・情報化推進委員会について

・三重刑務所視察委員会について

・年末年始の事務局休務について

・三重県医師会事務局事務分掌等について

【１１月２８日】

・第５６回若年者心疾患・生活習慣病対策協議会総会の開催について

・第１回三重県産業医研修連絡協議会の開催について

・第２回産前産後の親子安心サポート検討会の開催について

・第２回みえ出産前後保健指導事業検討部会の開催について
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・飲酒運転０（ゼロ）をめざす条例に係る指定医療機関研修の開催について

・医療事故対策委員会の開催について

・かかりつけ医等うつ病対応力向上研修の開催について

・本年度会費の減免申請（追加）について

・糖尿病等に係る医歯薬連携の啓発について

・第１９回みんなの健康講座チラシ案について

・働きやすい職場づくり応援セミナー～不妊治療と仕事の両立支援に向けて～の共催について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・表彰関係について（令和７年秋の叙勲及び褒章）

・在宅医療体制整備事業研修会「 ！カスタマーハラスメント～絶対にスタッフを守る～」の

開催について

・三重県慢性腎臓病対策県民公開講座の開催について

・第１回自浄作用活性化並びに定款等諸規程検討委員会について

・三重県教育委員会との懇談会への提出議題について

・母体保護法による指定医師の件について

・日本医師会会内委員会委員について

・第６７回三重県学校保健安全研究大会について

・第２回三重県臨床検査精度管理協議会について

・第２回三重県感染症対策連携協議会について

・中部医師会連合勤務医担当理事連絡協議会について

・中部医師会連合委員総会について

・女性医師支援・ドクターバンク連携中部ブロック会議について

・三重大学医学部８０周年記念式典について

・地域医療構想意見交換会（北勢医療圏合同）について

・第２回都道府県医師会長会議について

・三重県 母子感染対策検討会について

・三重産業保健総合支援センター運営協議会について

・社会保険医療担当者の個別指導について

・三重県介護保険審査会について

・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会について

・三重県医療安全推進協議会について

・医学生・研修医等をサポートするための会について

・学校心臓検診のデジタル化調整会議について

・三重県感染対策支援ネットワークＡＭＲ研修会について

・第２回三重県がん検診精度管理検討委員会について

・１２月年齢到達加入者へ送付した資格確認書の被保険者番号の印字誤りによる差替え対応につ

いて

・会員懇親会の開催地について

・三重報道クラブとの懇談会への提出議題について

・第４回郡市医師会長会議への提出議題について

・三重医報「冊子」に関する事前調査結果について

・三重県学校保健会第２回理事会について

・第４５回産業保健活動推進全国会議について

・社保・国保審査委員会合同協議会について

・全国医師会勤務医部会連絡協議会について

・新生児聴覚スクリーニングに関する講習会について

・令和６年能登半島地震 ロジスティクス協議会について

・三重県こども政策検討会議第２回グループ会議について

・鈴鹿市・亀山・津地区・久居一志地区・三重大学医師会地区社会保険集団指導について

・都道府県医師会組織強化担当役職員連絡協議会について

・日本スポーツ振興センター災害共済給付事業運営協議会について

・母子・乳幼児保健委員会第１回乳幼児保健部会について

・三重県健康管理事業センター理事会について

・三重大学内科開講８０周年記念式典について

・中部医師会連合共同利用施設連絡協議会について

・第１回三重県地域医療対策協議会医師派遣検討部会について

・日本医師会第１回母子保健検討委員会について

・中部医師会連合第５回常任委員会について

・集団的個別指導について

・三重県産業保健研修会－第２回スキルアップ専門研修－について

・肝疾患専門医療機関連絡協議会について

・第１回三重県在宅医療推進懇話会について

・第５５回全国学校保健・学校医大会について

・第２９回三重県歯科保健大会について

・第２回三重大学医学部附属病院研修管理委員会について

・第２回「女性が働きやすい医療機関」認証制度専門部会について

・第２回三重県医療審議会健やか親子推進部会について

・広報・情報化推進委員会について

・三重刑務所視察委員会について

・年末年始の事務局休務について

・三重県医師会事務局事務分掌等について

【１１月２８日】

・第５６回若年者心疾患・生活習慣病対策協議会総会の開催について

・第１回三重県産業医研修連絡協議会の開催について

・第２回産前産後の親子安心サポート検討会の開催について

・第２回みえ出産前後保健指導事業検討部会の開催について
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【１２月１２日】

・第３９回学校保健健診懇談会の開催について

・医療事故調査制度に係る「支援団体統括者セミナー」の開催について

・第２回自浄作用活性化並びに定款等諸規程検討委員会の開催について

・三重県病院協会との懇談会の開催について

・死体検案研修会の開催について

・第３回健康教育講演会の開催について

・三重県糖尿病対策推進会議市町事業報告・検討会の開催について

・令和７年度県立学校医及び眼科、耳鼻科学校医の推薦について

・会員の入会・異動について

・本会学校医研修会の認定について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・社会保険診療報酬請求書審査委員会委員の交代について

・外部審議会等委員の推薦について

・表彰関係について

・三重報道クラブとの懇談会について

・日本医師会第１回男女共同参画委員会について

・第４回郡市医師会長会議について

・三重県医師国民健康保険組合理事会について

・医療事故・医事紛争防止対策講演会について

・三重県介護保険審査会について

・中部医師会連合第６回常任委員会について

・特別支援学校メディカル・サポート事業会議について

・衛生検査所の立入検査について

・都道府県医師会医事紛争担当理事連絡協議会について

・紀北・紀南医師会地区社会保険集団指導について

・日本医師会第２回産業保健委員会について

・日本医師会第１回地域医療対策委員会について

・三重県予防のための子どもの死亡検証体制整備モデル事業第４回多機関検証ワーキンググルー

プについて

・第１回鈴亀地域医療構想調整会議について

・会員懇親会について

・三重県・志摩市・鳥羽市総合防災訓練について

・ＭＭＣ卒後臨床研修センター理事会について

【１２月２６日】

・第５回選挙管理委員会の開催について

・みえ・医療と健康を守る会役員会の開催について

・令和６年度三重県医師会永年在籍会員表彰について
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・令和７年度「妊婦及び乳児一般健康診査」、「三歳児精密健康診査」及び「産婦健康診査」委託

契約書（案）について

・令和７年度県立学校産業医の推薦について

・令和７年度三重医報執筆順について

・三重テレビ「花粉情報コーナー」への協賛について

・会員の入会・異動について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・都道府県医師会「警察活動協力医会」連絡協議会・学術大会の開催について

・日本医師会「大規模イベント 医療・救護研修会」の開催について

・医療機能情報定期報告について

・本会学校医研修会の認定について

・令和７年度市町国保特定健診・後期高齢者健診の委託単価について

・母体保護法による指定医師の件について

・第５回郡市医師会長会議への提出議題について

・百五銀行との連携協定にかかる面談について

・三重県難病相談支援センター運営協議会について

・母子・乳幼児保健委員会第２回乳幼児保健部会について

・産業医委員会について

・第２回一見知事と医療関係団体等との意見交換会について

・社会保険医療担当者の個別指導について

・都道府県医師会公益法人制度改革担当理事連絡協議会について

・日本医師会第１回医師会共同利用施設検討委員会について

・第８回研修医との交流会について

・第１回三重県かかりつけ医認知症対応力向上研修について

・本会主催日医かかりつけ医機能研修制度第２回応用研修会（ＤＶＤ研修）について

・第１回桑員地域医療構想調整会議について

・第２回三重県保険者協議会健康づくり部会について

・第３回三重県地域医療対策協議会について

・日本医師会第１回地域包括ケア推進委員会について

・第１回三泗地域医療構想調整会議について

・三重県産業医研修会－第１回スキルアップ実地研修－について

・日本医師会第１回警察活動等への協力業務検討委員会について

・オンライン診療に係る情報共有会について

・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会について

・日本医師会第１回救急災害医療対策委員会について

・医師会組織強化委員会について

・伊勢新聞「大観小観」１２月２０日掲載について

【１２月１２日】

・第３９回学校保健健診懇談会の開催について

・医療事故調査制度に係る「支援団体統括者セミナー」の開催について

・第２回自浄作用活性化並びに定款等諸規程検討委員会の開催について

・三重県病院協会との懇談会の開催について

・死体検案研修会の開催について

・第３回健康教育講演会の開催について

・三重県糖尿病対策推進会議市町事業報告・検討会の開催について

・令和７年度県立学校医及び眼科、耳鼻科学校医の推薦について

・会員の入会・異動について

・本会学校医研修会の認定について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・社会保険診療報酬請求書審査委員会委員の交代について

・外部審議会等委員の推薦について

・表彰関係について

・三重報道クラブとの懇談会について

・日本医師会第１回男女共同参画委員会について

・第４回郡市医師会長会議について

・三重県医師国民健康保険組合理事会について

・医療事故・医事紛争防止対策講演会について

・三重県介護保険審査会について

・中部医師会連合第６回常任委員会について

・特別支援学校メディカル・サポート事業会議について

・衛生検査所の立入検査について

・都道府県医師会医事紛争担当理事連絡協議会について

・紀北・紀南医師会地区社会保険集団指導について

・日本医師会第２回産業保健委員会について

・日本医師会第１回地域医療対策委員会について

・三重県予防のための子どもの死亡検証体制整備モデル事業第４回多機関検証ワーキンググルー

プについて

・第１回鈴亀地域医療構想調整会議について

・会員懇親会について

・三重県・志摩市・鳥羽市総合防災訓練について

・ＭＭＣ卒後臨床研修センター理事会について

【１２月２６日】

・第５回選挙管理委員会の開催について

・みえ・医療と健康を守る会役員会の開催について

・令和６年度三重県医師会永年在籍会員表彰について
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【令和７年１月９日】

・都道府県医師会会員情報担当理事連絡協議会の開催について

・第２回三重県産業医研修連絡協議会の開催について

・顧問との懇談会の開催について

・医療ＤＸ相談窓口の設置について

・令和７年度「警察医」の推薦について

・会員の入会・異動について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・令和７年度シンポジウム「未来ビジョン“若手医師の挑戦”」の開催について

・次期審査委員会委員について

・三重県病院協会との懇談会への提出議題について

・第５回郡市医師会長会議への提出議題について

・外部審議会等委員の推薦について

・５歳児健康診査支援事業について

・第３回三重県環境審議会について

・第２期監査について

・中部医師会連合第７回常任委員会について

・第１回三重県産業医研修連絡協議会について

【１月２３日】

・都道府県医師会新たな地域医療構想・医師偏在対策担当理事連絡協議会の開催について

・都道府県医師会かかりつけ医機能担当理事連絡協議会の開催について

・母子・乳幼児保健委員会第３回乳幼児保健部会の開催について

・第１９８回臨時代議員会の開催について

・学校医委員会及び各部会の開催について

・令和７年度（第８５回）三重県医学会総会の開催について

・三重県子ども・福祉部地域福祉課嘱託医の推薦について

・会員の入会・異動について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・三重県要保護児童対策協議会の開催について

・三重県医療勤務環境改善支援セミナーの開催について

・第２回三重県医療勤務環境改善支援センター運営協議会の開催について

・一般社団法人三重県訪問看護ステーション協議会賛助会員の加入について

・インフルエンザ罹患者等に対する自動車運転へのお願い

・のろ志第３回学会総会への後援について

・令和７年度本会諸会議の開催日程案について

・令和７年度本会事業計画案について

・母体保護法による指定医師の件について
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・外部審議会等委員の推薦について

・第２回がんに関する協議会について

・第２回産前産後の親子安心サポート検討会について

・第２回みえ出産前後保健指導事業検討部会について

・ 研修基本編について

・第２回自浄作用活性化並びに定款等諸規程検討委員会について

・三重県病院協会との懇談会について

・第５回郡市医師会長会議について

・第３９回学校保健健診懇談会について

・学校医研修会について

・第３回都道府県医師会長会議について

・社会保険医療担当者の個別指導について

・第３回三重大学みえの未来医療会議について

・第５６回三重大学関係病院長会議および第２６回三重大学医学部教育関係施設会議について

・第５回選挙管理委員会について

【２月１３日】

・第２回在宅医療シンポジウムの開催について

・令和７年度母体保護法指定医師研修会の開催について

・令和７年度本会レクリエーション行事について

・令和７年度被用者保険被扶養者特定健診の集合契約について

・会員の入会・異動について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・令和７年度学校保健講習会の開催について

・日本医師会第１９回男女共同参画フォーラムの開催について

・三重産業保健総合支援センター主催「令和７年度産業保健研修会 上期（令和７年４月～９月）」

への共催について

・令和７年度本会事業計画案について

・令和７年度本会予算案について

・第６回郡市医師会長会議への提出議題について

・外部審議会等委員の推薦について

・三重刑務所視察委員会について

・三重県教育委員会との懇談会について

・日本医師会第４０回財務委員会について

・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会について

・日本医師会第２回医師会共同利用施設検討委員会について

・三重大学医学部附属病院経営戦略会議について

・第５回三重大学経営協議会について

・第２２・２３回死体検案研修会について

【令和７年１月９日】

・都道府県医師会会員情報担当理事連絡協議会の開催について

・第２回三重県産業医研修連絡協議会の開催について

・顧問との懇談会の開催について

・医療ＤＸ相談窓口の設置について

・令和７年度「警察医」の推薦について

・会員の入会・異動について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・令和７年度シンポジウム「未来ビジョン“若手医師の挑戦”」の開催について

・次期審査委員会委員について

・三重県病院協会との懇談会への提出議題について

・第５回郡市医師会長会議への提出議題について

・外部審議会等委員の推薦について

・５歳児健康診査支援事業について

・第３回三重県環境審議会について

・第２期監査について

・中部医師会連合第７回常任委員会について

・第１回三重県産業医研修連絡協議会について

【１月２３日】

・都道府県医師会新たな地域医療構想・医師偏在対策担当理事連絡協議会の開催について

・都道府県医師会かかりつけ医機能担当理事連絡協議会の開催について

・母子・乳幼児保健委員会第３回乳幼児保健部会の開催について

・第１９８回臨時代議員会の開催について

・学校医委員会及び各部会の開催について

・令和７年度（第８５回）三重県医学会総会の開催について

・三重県子ども・福祉部地域福祉課嘱託医の推薦について

・会員の入会・異動について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・三重県要保護児童対策協議会の開催について

・三重県医療勤務環境改善支援セミナーの開催について

・第２回三重県医療勤務環境改善支援センター運営協議会の開催について

・一般社団法人三重県訪問看護ステーション協議会賛助会員の加入について

・インフルエンザ罹患者等に対する自動車運転へのお願い

・のろ志第３回学会総会への後援について

・令和７年度本会諸会議の開催日程案について

・令和７年度本会事業計画案について

・母体保護法による指定医師の件について
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・第２回三重県かかりつけ医認知症対応力向上研修について

・第５６回若年者心疾患・生活習慣病対策協議会総会について

・三重県公害審査会について

・第１回三重県公衆衛生審議会自殺対策推進部会について

・日本医師会第２回地域医療対策委員会について

・三重県介護予防市町支援委員会について

・都道府県医師会会員情報担当理事連絡協議会について

・学校における結核対策検討委員会について

・三重県難病医療連絡協議会について

・三重県予防のための子どもの死亡検証体制整備モデル事業第５回多機関検証ワーキンググルー

プについて

・三重県公衆衛生審議会予防接種部会について

・スポーツ医学研修会について

・アレルギー疾患対応検討委員会について

・第１回三重県精神保健福祉審議会アルコール健康障害対策推進部会について

・第１回三重県医療審議会医師の働き方改革部会について

・学校心臓検診検討委員会について

・第１回三重県医療審議会周産期医療部会について

・中部医師会連合第８回常任委員会について

・第１回三重県精神保健福祉審議会ギャンブル等依存症対策推進部会について

・三重県アレルギー疾患医療連絡協議会について

・第３回三重県医療審議会健やか親子推進部会について

・社会保険医療担当者の個別指導について

・第３回健康教育講演会について

・第２回三重県立学校職員中央安全衛生委員会について

・衛生検査所の立入検査について

・日本医師会第３回産業保健委員会について

・第１回三重県循環器病対策推進協議会心疾患対策部会について

・三重県要保護児童対策協議会について

・第１０回ワークショップ「会員の倫理・資質向上をめざして－ケーススタディから学ぶ医の倫

理－」について

・三重県糖尿病対策懇話会について

・母子・乳幼児保健講習会について

・医療事故調査制度支援団体統括者セミナーについて

・第２回三重県地域医療対策協議会医師派遣検討部会について

・日本介護支援専門員協会東海ブロック研修会 三重について

・第１回三重県循環器病対策推進協議会脳血管疾患対策部会について

・第１回三重県医療審議会災害医療対策部会について

・三重県医療事故調査等支援団体連絡協議会について

・第２回三重県保険者協議会企画調査部会について
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・四日市医師会主催「新興感染症のまん延に備えた今後の対応についての報告会」の開催について

・学校検尿検討委員会について

・地方公務員災害補償基金三重県支部審査会について

・三重県社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会について

【２月２７日】

・シンポジウム「医師会の創“医”工夫～医療人材確保に向けて～」の開催について

・都道府県医師会勤務医担当理事連絡協議会の開催について

・令和７年度「警察医」の推薦について

・三重県風しん抗体検査および肝炎ウイルス検査医療機関委託事業について

・都道府県バージョンの日医君のイラスト修正の要否について

・映画「フロントライン」への後援名義使用について

・会員の入会・異動について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・賃金・物価上昇下における診療所経営調査（ ・ 年 月～ 月）の実施について

・第１９８回臨時代議員の運営について

・令和７年度本会事業計画案について

・令和７年度本会予算案について

・第６回郡市医師会長会議への提出議題について

・母体保護法による指定医師の件について

・外部審議会等委員の推薦について

・「第２４回 世界大会 長崎大会」へのご支援のお願いについて

・学校保健総合支援事業第２回協議会について

・三重県死因究明等推進協議会について

・日本医師会第１回労災・自賠責委員会について

・日本医師会第２回男女共同参画委員会について

・中部医師会連合第２回事務局長連絡協議会について

・第１回三重県循環器病対策推進協議会社会連携・リハビリ部会について

・在宅医療体制整備事業研修会「 ！カスタマーハラスメント～絶対にスタッフを守る～」について

・飲酒運転０（ゼロ）をめざす条例に係る指定医療機関研修について

・第３回三重県感染症対策連携協議会について

・第２回三重県在宅医療推進懇話会について

・衛生検査所の立入検査について

・三重県医師国民健康保険組合理事会について

・三重県糖尿病対策推進会議市町事業報告・検討会について

・第１回三重県がん対策推進協議会について

・第２回三重県看護職員確保対策検討会について

・都道府県医師会「警察活動協力医会」連絡協議会・学術大会について

・日本医師会「大規模イベント 医療・救護研修会」について

・第２回三重県かかりつけ医認知症対応力向上研修について

・第５６回若年者心疾患・生活習慣病対策協議会総会について

・三重県公害審査会について

・第１回三重県公衆衛生審議会自殺対策推進部会について

・日本医師会第２回地域医療対策委員会について

・三重県介護予防市町支援委員会について

・都道府県医師会会員情報担当理事連絡協議会について

・学校における結核対策検討委員会について

・三重県難病医療連絡協議会について

・三重県予防のための子どもの死亡検証体制整備モデル事業第５回多機関検証ワーキンググルー

プについて

・三重県公衆衛生審議会予防接種部会について

・スポーツ医学研修会について

・アレルギー疾患対応検討委員会について

・第１回三重県精神保健福祉審議会アルコール健康障害対策推進部会について

・第１回三重県医療審議会医師の働き方改革部会について

・学校心臓検診検討委員会について

・第１回三重県医療審議会周産期医療部会について

・中部医師会連合第８回常任委員会について

・第１回三重県精神保健福祉審議会ギャンブル等依存症対策推進部会について

・三重県アレルギー疾患医療連絡協議会について

・第３回三重県医療審議会健やか親子推進部会について

・社会保険医療担当者の個別指導について

・第３回健康教育講演会について

・第２回三重県立学校職員中央安全衛生委員会について

・衛生検査所の立入検査について

・日本医師会第３回産業保健委員会について

・第１回三重県循環器病対策推進協議会心疾患対策部会について

・三重県要保護児童対策協議会について

・第１０回ワークショップ「会員の倫理・資質向上をめざして－ケーススタディから学ぶ医の倫

理－」について

・三重県糖尿病対策懇話会について

・母子・乳幼児保健講習会について

・医療事故調査制度支援団体統括者セミナーについて

・第２回三重県地域医療対策協議会医師派遣検討部会について

・日本介護支援専門員協会東海ブロック研修会 三重について

・第１回三重県循環器病対策推進協議会脳血管疾患対策部会について

・第１回三重県医療審議会災害医療対策部会について

・三重県医療事故調査等支援団体連絡協議会について

・第２回三重県保険者協議会企画調査部会について
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・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会について

【３月１３日】

・令和７年度都道府県医師会広報担当理事連絡協議会の開催について

・第１回自浄作用活性化並びに定款等諸規程検討委員会の開催について

・母子・乳幼児保健委員会第１回乳幼児保健部会の開催について

・第７回小児在宅医療連絡協議会の開催について

・三重県医師会理事候補者について

・日医かかりつけ医機能研修制度令和６年度修了申請者について

・母子保健のしおりにおける“４か月児健診「健やか親子２１」追加問診項目”の改訂及び問診項目

の差替えにおける周知のお願いについて

・診療所における抗菌薬適正使用支援システム （

）における三重県グループへの参加について

・会員の入会・異動について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・予防接種にかかる三者会議（三重県医師会、三重県市長会、三重県町村会）の開催に向けて

・時間外労働・休日労働に関する協定届について

・外部審議会等委員の推薦について

・地方公務員災害補償基金三重県支部審査会について

・第２回三重県学校メンタルヘルス分科会について

・第２回三重県産業医研修連絡協議会について

・三重県後発医薬品適正使用協議会について

・第１回三重県国民健康保険運営協議会について

・社会保険医療担当者の共同指導について

・都道府県医師会事務局長連絡会について

・第１回三重県循環器病対策推進協議会について

・第２回三重県介護現場革新会議について

・第１９回みんなの健康講座について

・みえ・医療と健康を守る会役員会について

・三重県医療勤務環境改善支援セミナーについて

・第２回三重県国民健康保険団体連合会保健事業支援・評価委員会について

・第１回三重県医療審議会小児医療部会について

・第２回三重県後期高齢者医療広域連合運営協議会について

・日本医師会第３回地域医療対策委員会について

・第２回三重県地域医療介護総合確保懇話会について

・中部医師会連合第９回常任委員会について

・中部医師会連合第１回日医代議員協議会について

・日本医師会第２回母子保健検討委員会について

・第３４回三重県ＣＣＵネットワーク連絡協議会について
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・母子・乳幼児保健委員会第３回乳幼児保健部会について

・産業医研修事業－第３回スキルアップ実地研修〈事業場実習〉について

・三重県医師国民健康保険組合第１５９回通常組合会について

・医療事故対策委員会について

・第２回小児在宅歯科医療体制整備協議会について

・三重県救急医療情報センター第２６回定例理事会について

・日本医師会第３回医師会共同利用施設検討委員会について

・新生児聴覚スクリーニング検討会について

・日本医師会医療情報システム協議会について

・第６回郡市医師会長会議について

・顧問との懇談会について

・かかりつけ医等うつ病対応力向上研修について

・三重県産業保健研修会－リフレッシュ研修－について

・第３回三重県角膜・腎臓バンク協会理事会について

・三重県ドクターヘリ事業運航調整委員会について

・三重県認知症施策推進会議について

・社会保険診療報酬支払基金三重審査委員会事務局令和７年３月審査運営協議会について

・第３回「女性が働きやすい医療機関」認証制度専門部会について

・三重刑務所医療に関する協議会について

・三重県精神保健福祉審議会について

・第４回三重県地域医療対策協議会について

・三重刑務所視察委員会について

・公益財団法人日本学校保健会第５回理事会について

・第３回三重県医療審議会救急医療部会について

・第６回選挙管理委員会（持ち回り会議）の開催について

・特定健診等における会計検査院の指摘について

【３月２７日】

・労災・自動車保険対策委員会の開催について

・三重県医療保健部・子ども福祉部との意見交換会の開催について

・第１回健康教育講演会の開催について

・勤務医・研修医向け入会案内について

・職員就業規則、育児・介護休業等に関する規程及び職員再雇用規程の一部改正について

・三重県カスタマーハラスメント実態アンケート調査について

・本年度会費の減免申請（追加）について

・会員の入会・異動について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・令和７年度社会保険集団指導の実施について

・令和７年度第１回郡市医師会長会議への提出議題について

・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会について

【３月１３日】

・令和７年度都道府県医師会広報担当理事連絡協議会の開催について

・第１回自浄作用活性化並びに定款等諸規程検討委員会の開催について

・母子・乳幼児保健委員会第１回乳幼児保健部会の開催について

・第７回小児在宅医療連絡協議会の開催について

・三重県医師会理事候補者について

・日医かかりつけ医機能研修制度令和６年度修了申請者について

・母子保健のしおりにおける“４か月児健診「健やか親子２１」追加問診項目”の改訂及び問診項目

の差替えにおける周知のお願いについて

・診療所における抗菌薬適正使用支援システム （

）における三重県グループへの参加について

・会員の入会・異動について

・講演会等への後援名義使用について

・日本医師会生涯教育制度に基づく講座の認定について

・予防接種にかかる三者会議（三重県医師会、三重県市長会、三重県町村会）の開催に向けて

・時間外労働・休日労働に関する協定届について

・外部審議会等委員の推薦について

・地方公務員災害補償基金三重県支部審査会について

・第２回三重県学校メンタルヘルス分科会について

・第２回三重県産業医研修連絡協議会について

・三重県後発医薬品適正使用協議会について

・第１回三重県国民健康保険運営協議会について

・社会保険医療担当者の共同指導について

・都道府県医師会事務局長連絡会について

・第１回三重県循環器病対策推進協議会について

・第２回三重県介護現場革新会議について

・第１９回みんなの健康講座について

・みえ・医療と健康を守る会役員会について

・三重県医療勤務環境改善支援セミナーについて

・第２回三重県国民健康保険団体連合会保健事業支援・評価委員会について

・第１回三重県医療審議会小児医療部会について

・第２回三重県後期高齢者医療広域連合運営協議会について

・日本医師会第３回地域医療対策委員会について

・第２回三重県地域医療介護総合確保懇話会について

・中部医師会連合第９回常任委員会について

・中部医師会連合第１回日医代議員協議会について

・日本医師会第２回母子保健検討委員会について

・第３４回三重県ＣＣＵネットワーク連絡協議会について
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・母体保護法による指定医師の件について

・三重県災害医療コーディネーターの推薦について

・外部審議会等委員の推薦について

・三重県地域医療構想調整会議について

・三重県健康管理事業センター理事会について

・第１回身体の問題検討部会について

・第７回三重大学経営協議会について

・第１９８回臨時代議員会について

・産業医研修会－第１回基本研修－について

・第５回医科・歯科合同研修会について

・第１回三重県公衆衛生審議会について

・第２回三重県感染対策支援ネットワーク運営会議について

・第３回三重県がん検診精度管理検討委員会について

・「女性が働きやすい医療機関」認証制度認証式について

・都道府県医師会新たな地域医療構想・医師偏在対策担当理事連絡協議会について

・医療ＤＸとサイバーセキュリティに関する研修会について

・三重県薬事審議会について

・第２０回三重県老人保健施設協会総会について

・第２回在宅医療シンポジウムについて

・三重県がん診療連携協議会について

・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会について

・三重県医療審議会について

・都道府県医師会かかりつけ医機能担当理事連絡協議会について

・第２回三重県医療勤務環境改善支援センター運営協議会について

・三重県学校保健会第２回評議員会について

（４）代議員会の開催について

○第１９７回定例代議員会

・日 時 令和６年６月８日（土） 午後２時３０分～

・場 所 三重県医師会館 ２階 大ホール

・内 容

（報 告）

令和５年度三重県医師会会務について

（議 事）

第１号議案 令和５年度三重県医師会決算に関する件

承認

第２号議案 令和６年度三重県医師会補正予算に関する件

第３号議案 三重県医師会役員（会長、副会長、理事、監事）及び裁定委員選任

に関する件
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次の通り選任（記載は届け出順）

○理事（会長）〈１名〉

馬岡 晋（伊賀）

○理事（副会長）〈２名〉

野村豊樹（久居一志地区） 田中孝幸（桑名）

○理事〈１５名〉

釜本寛之（名賀） 青木孝太（桑名） 齋藤洋一（松阪地区）

石田亘宏（松阪地区） 曽我俊彦（亀山） 今野信太郎（津地区）

小西 博（津地区） 駒田幹彦（鈴鹿市） 梅田佳樹（伊勢地区）

寺田 晃（伊勢地区） 片岡紀和（四日市） 坂倉健二（四日市）

田中淳子（久居一志地区） 服部博司（鈴鹿市） 湏藤啓広（三重大学）

○監事〈３名〉

志田幸雄（松阪地区） 浦和健人（津地区） 淵田則次（四日市）

○裁定委員〈１１名〉

竹村 渥（桑名） 濵田正行（鈴鹿市） 小坂 篤（松阪地区）

旭 晋（津地区） 由井誠一郎（伊勢地区） 亀谷 章（伊勢地区）

加藤 孝（紀北） 子日光雄（伊賀） 羽場文彦（いなべ）

柳田 誠（四日市） 二宮俊之（四日市）

第４号議案 三重県医師会役員（会長、副会長）選定に関する件

次の通り選定（記載は届け出順）

○会 長 馬岡 晋（伊賀）

○副会長 野村豊樹（久居一志地区） 田中孝幸（桑名）

第５号議案 日本医師会次期代議員及び同予備代議員選出に関する件

次の通り選出（記載は届け出順）

○日本医師会次期代議員〈６名〉

二井 栄（鈴鹿市） 野村豊樹（久居一志地区） 田中孝幸（桑名）

馬岡 晋（伊賀） 今野信太郎（津地区） 曽我俊彦（亀山）

○日本医師会次期予備代議員〈６名〉

齋藤洋一（松阪地区） 小西 博（津地区） 駒田幹彦（鈴鹿市）

片岡紀和（四日市） 坂倉健二（四日市） 石田亘宏（松阪地区）

○第１９８回臨時代議員会

・日 時 令和７年３月１５日（土） 午後２時３０分～

・場 所 三重県医師会館 ２階 大ホール

・内 容

（議 事）

第１号議案 三重県医師会理事選任に関する件

土肥 薫氏（三重大学）を選任

第２号議案 令和７年度三重県医師会事業計画に関する件

原案どおり可決

・母体保護法による指定医師の件について

・三重県災害医療コーディネーターの推薦について

・外部審議会等委員の推薦について

・三重県地域医療構想調整会議について

・三重県健康管理事業センター理事会について

・第１回身体の問題検討部会について

・第７回三重大学経営協議会について

・第１９８回臨時代議員会について

・産業医研修会－第１回基本研修－について

・第５回医科・歯科合同研修会について

・第１回三重県公衆衛生審議会について

・第２回三重県感染対策支援ネットワーク運営会議について

・第３回三重県がん検診精度管理検討委員会について

・「女性が働きやすい医療機関」認証制度認証式について

・都道府県医師会新たな地域医療構想・医師偏在対策担当理事連絡協議会について

・医療ＤＸとサイバーセキュリティに関する研修会について

・三重県薬事審議会について

・第２０回三重県老人保健施設協会総会について

・第２回在宅医療シンポジウムについて

・三重県がん診療連携協議会について

・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会について

・三重県医療審議会について

・都道府県医師会かかりつけ医機能担当理事連絡協議会について

・第２回三重県医療勤務環境改善支援センター運営協議会について

・三重県学校保健会第２回評議員会について

（４）代議員会の開催について

○第１９７回定例代議員会

・日 時 令和６年６月８日（土） 午後２時３０分～

・場 所 三重県医師会館 ２階 大ホール

・内 容

（報 告）

令和５年度三重県医師会会務について

（議 事）

第１号議案 令和５年度三重県医師会決算に関する件

承認

第２号議案 令和６年度三重県医師会補正予算に関する件

第３号議案 三重県医師会役員（会長、副会長、理事、監事）及び裁定委員選任

に関する件
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第３号議案 令和７年度三重県医師会予算に関する件

原案どおり可決

第４号議案 三重県医師会会費賦課徴収に関する件

原案どおり可決

（５）郡市医師会長会議の開催について

令和６年度における郡市医師会長会議は下記のとおり６回開催し、報告ならびに意見交換

を行った。

【第１回（令和６年５月２５日）】

・県医師会から地区医師会への（事務）補助金について〈久居一志地区医師会〉

・第１９７回定例代議員会の開催について

・令和５年度三重県医師会会務報告並びに決算について

・令和６年度三重県医師会補正予算について

・医療機関における犯罪被害の防止に関する三重県警察との連携協定について

・社会保険関係について

・予防接種関係について

・本会会員名簿（令和６年版）の発行について

・三重県肝炎ウイルス検査・三重県風しん抗体検査医療機関委託事業について

・公費による軽度中等度難聴者への補聴器購入費助成について

・地域難病相談会の相談医師派遣について

・第４８回本会親善ゴルフ大会の結果について

・第２回郡市医師会長会議の開催について

【第２回（７月２０日）】

・令和７年度三重県計画にかかる地域医療介護総合確保基金事業（医療分）の提案募集に向けた

対応について〈三重県医療保健部〉

・医療措置協定の締結状況および公表等について〈三重県医療保健部〉

・訪問リハビリテーションに関する「適切な研修」について〈四日市医師会〉

・特定行為看護師について〈四日市医師会〉

・ について〈四日市医師会〉

・ＡＣＰ（人生会議）の取り組み状況について〈鈴鹿市医師会〉

・ピロリ検診の実施状況について〈鈴鹿市医師会〉

・選挙について〈津地区医師会〉

・郡市医師会長会議のあり方について〈久居一志地区医師会〉

・ＨＰＶワクチンのキャッチアップ接種について〈伊勢地区医師会〉

・社会保険関係について

・福祉医療費助成制度について

・公費による軽度中等度難聴者への補聴器購入費助成について

・令和６年度特定行為研修制度普及促進事業について

・第９回三重県小児在宅医療実技講習会・講演会の開催について
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・労災医療・自賠責保険研修会の開催について

・第３７回「囲碁大会」の開催について

・日本医師会生涯教育講座の開催について

・第３回郡市医師会長会議の開催について

【第３回（９月２８日）】

・医療機関における犯罪被害の防止に関する情報提供について〈三重県警〉

・電子処方箋を含めた医療ＤＸについて〈四日市医師会〉

・ について〈鈴鹿市医師会〉

・新興感染症に対する医療提供体制調整業務への補助について〈松阪地区医師会〉

・福祉医療費オンライン請求について〈伊勢地区医師会〉

・三重医報「冊子」に関する事前調査について（案）

・社会保険関係について

・令和７年度予防接種個別委託料積算基準料金について

・難病関係について

・三重県医師会医事法制担当理事打合せ会議について

・本会主催日医かかりつけ医機能研修制度応用研修会（ＤＶＤ研修）の開催について

・新生児聴覚スクリーニングに関する講習会の開催について

・医療事故・医事紛争防止対策講演会の開催について

・会員懇親会の開催について

・第４回郡市医師会長会議の開催について

・令和６年９月能登半島豪雨への医療支援について

【第４回（１１月３０日）】

・松阪中央総合病院救命救急センター指定におけるドクターカーの運用について

・休日夜間診療所等の運営について〈鈴鹿市医師会〉

・災害時の連絡方法について〈久居一志地区医師会〉

・地域医療支援病院運営委員会について〈志摩医師会〉

・社会保険関係について

・第１回自浄作用活性化並びに定款等諸規程検討委員会について

・三重医報「冊子」に関する事前調査結果について

・糖尿病等に係る医歯薬連携の啓発について

・学校医研修会の開催について

・医療ＤＸとサイバーセキュリティに関する研修会の開催について

・第５回郡市医師会長会議の開催について

・１２月年齢到達加入者へ送付した資格確認書の被保険者番号の印字誤りによる差替え対応について

・三重県慢性腎臓病対策県民公開講座の開催について

【第５回（令和７年１月１８日）】

・特定行為看護師について〈四日市医師会〉

第３号議案 令和７年度三重県医師会予算に関する件

原案どおり可決

第４号議案 三重県医師会会費賦課徴収に関する件

原案どおり可決

（５）郡市医師会長会議の開催について

令和６年度における郡市医師会長会議は下記のとおり６回開催し、報告ならびに意見交換

を行った。

【第１回（令和６年５月２５日）】

・県医師会から地区医師会への（事務）補助金について〈久居一志地区医師会〉

・第１９７回定例代議員会の開催について

・令和５年度三重県医師会会務報告並びに決算について

・令和６年度三重県医師会補正予算について

・医療機関における犯罪被害の防止に関する三重県警察との連携協定について

・社会保険関係について

・予防接種関係について

・本会会員名簿（令和６年版）の発行について

・三重県肝炎ウイルス検査・三重県風しん抗体検査医療機関委託事業について

・公費による軽度中等度難聴者への補聴器購入費助成について

・地域難病相談会の相談医師派遣について

・第４８回本会親善ゴルフ大会の結果について

・第２回郡市医師会長会議の開催について

【第２回（７月２０日）】

・令和７年度三重県計画にかかる地域医療介護総合確保基金事業（医療分）の提案募集に向けた

対応について〈三重県医療保健部〉

・医療措置協定の締結状況および公表等について〈三重県医療保健部〉

・訪問リハビリテーションに関する「適切な研修」について〈四日市医師会〉

・特定行為看護師について〈四日市医師会〉

・ について〈四日市医師会〉

・ＡＣＰ（人生会議）の取り組み状況について〈鈴鹿市医師会〉

・ピロリ検診の実施状況について〈鈴鹿市医師会〉

・選挙について〈津地区医師会〉

・郡市医師会長会議のあり方について〈久居一志地区医師会〉

・ＨＰＶワクチンのキャッチアップ接種について〈伊勢地区医師会〉

・社会保険関係について

・福祉医療費助成制度について

・公費による軽度中等度難聴者への補聴器購入費助成について

・令和６年度特定行為研修制度普及促進事業について

・第９回三重県小児在宅医療実技講習会・講演会の開催について
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・特定健診・がん検診の実施期間について〈鈴鹿市医師会〉

・警察医の推薦について〈紀南医師会〉

・社会保険関係について

・５歳児健康診査支援事業について

・都道府県医師会公益法人制度改革担当理事連絡協議会について

・第２回自浄作用活性化並びに定款等諸規程検討委員会について

・特定健診・特定保健指導について

・令和６年度三重県医師会永年在籍会員表彰について

・令和７年度三重医報執筆順について

・死体検案研修会の開催について

・スポーツ医学研修会の開催について

・母子・乳幼児保健講習会の開催について

・飲酒運転０（ゼロ）をめざす条例に係る指定医療機関研修の開催について

・第１９回みんなの健康講座の開催について

・かかりつけ医等うつ病対応力向上研修の開催について

・第５回医科・歯科合同研修会の開催について

・医療ＤＸとサイバーセキュリティに関する研修会の開催について

・令和７年度シンポジウム「未来ビジョン“若手医師の挑戦”」の開催について

・第６回郡市医師会長会議の開催について

・インフルエンザ罹患者等に対する自動車運転へのお願い

【第６回（３月８日）】

・令和６年度医療施設等経営強化緊急支援事業等について〈県医療保健部〉

・「災害弔慰金等支給審査会」について〈鈴鹿市医師会〉

・学校医等報酬について〈松阪地区医師会〉

・介護認定審査会委員の報酬について〈志摩医師会〉

・産業保健活動に関しての郡市医師会の対応について〈紀南医師会〉

・第１９８回臨時代議員会の開催について

・令和７年度本会事業計画案について

・令和７年度本会予算案について

・社会保険関係について

・新会員情報システム について

・予防接種関係について

・特定行為に係る看護師の研修制度について

・特定健診・特定保健指導について

・三重県医療勤務環境改善支援セミナーの開催について

・医療ＤＸとサイバーセキュリティに関する研修会の開催について

・令和７年度本会レクリエーション行事について

・令和７年度第１回郡市医師会長会議の開催について
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（６）渉外関係について

【【４４月月】】

２日・鈴鹿医療科学大学大学院・学部入学式（二井会長）

３日・中部医師会連合第１０回常任委員会（二井会長）

５日・ＭＭＣ三重県新採用研修医オリエンテーション（二井会長）

７日・日本医師会学校保健講習会（野村・今野両常任理事、駒田理事）

１６日・社会保険診療報酬支払基金三重審査委員会事務局令和６年４月審査運営協議会（二井会長）

１９日・日本医師会第７回男女共同参画委員会（今野常任理事）

２０日・中部医師会連合第１１回常任委員会（二井会長）

２４日・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会（馬岡副会長）

〃 ・三重県ＰＴＡ安全互助会理事会（今野常任理事）

２７日・第１８回男女共同参画フォーラム（今野常任理事）

【【５５月月】】

７日・第１回三重県こども政策検討会議（野村常任理事）

８日・中部医師会連合第１２回常任委員会（二井会長）

９日・三重県予防のための子どもの死亡検証体制整備モデル事業推進会議（曽我理事）

１０日・第１回三重県感染対策支援ネットワーク運営会議（野村常任理事、曽我・坂倉・湏藤各理事）

１１日・シンポジウム「未来ビジョン“若手医師の挑戦”」（今野常任理事）

１３日・三重県救急医療情報センター第２５回定例理事会（二井会長）

１５日・第１回三重大学みえの未来医療会議（二井会長）

１７日・都道府県医師会勤務医担当理事連絡協議会（今野常任理事）

１８日・第１３５回中部ブロック医師国民健康保険組合連絡協議会（馬岡副会長、野村・今野両

常任理事、駒田・片岡・梅田各理事）

２２日・「医療機関における犯罪被害の防止に関する連携協定」締結式（二井会長、田中副会長、

志田監事）

２３日・三重刑務所視察委員会（小西理事）

２４日・第１回三重県脳卒中・心臓病等総合支援センター協議会（二井会長）

〃 ・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会（馬岡副会長）

２６日・ニューレジリエンスフォーラム三重県大会（二井会長、野村・今野両常任理事、小西・

青木両理事、志田・淵田・浦和各監事）

２８日・第２回三重県こども政策検討会議（野村常任理事）

２９日・中部医師会連合第１３回常任委員会（二井会長）

〃 ・中部医師会連合第２回日医代議員協議会（二井会長、馬岡・田中両副会長、野村・今野

両常任理事）

〃 ・都道府県医師会医療廃棄物担当理事連絡協議会（坂倉理事）

３０日・三重県救急医療情報センター第１３回定時評議員会（田中副会長）

〃 ・ニューレジリエンスフォーラム「国民の命と生活を守る武道館１万人大会」（今野常任理事）

〃 ・三重県学校保健会第１回理事会（野村・今野両常任理事、駒田理事）

・特定健診・がん検診の実施期間について〈鈴鹿市医師会〉

・警察医の推薦について〈紀南医師会〉

・社会保険関係について

・５歳児健康診査支援事業について

・都道府県医師会公益法人制度改革担当理事連絡協議会について

・第２回自浄作用活性化並びに定款等諸規程検討委員会について

・特定健診・特定保健指導について

・令和６年度三重県医師会永年在籍会員表彰について

・令和７年度三重医報執筆順について

・死体検案研修会の開催について

・スポーツ医学研修会の開催について

・母子・乳幼児保健講習会の開催について

・飲酒運転０（ゼロ）をめざす条例に係る指定医療機関研修の開催について

・第１９回みんなの健康講座の開催について

・かかりつけ医等うつ病対応力向上研修の開催について

・第５回医科・歯科合同研修会の開催について

・医療ＤＸとサイバーセキュリティに関する研修会の開催について

・令和７年度シンポジウム「未来ビジョン“若手医師の挑戦”」の開催について

・第６回郡市医師会長会議の開催について

・インフルエンザ罹患者等に対する自動車運転へのお願い

【第６回（３月８日）】

・令和６年度医療施設等経営強化緊急支援事業等について〈県医療保健部〉

・「災害弔慰金等支給審査会」について〈鈴鹿市医師会〉

・学校医等報酬について〈松阪地区医師会〉

・介護認定審査会委員の報酬について〈志摩医師会〉

・産業保健活動に関しての郡市医師会の対応について〈紀南医師会〉

・第１９８回臨時代議員会の開催について

・令和７年度本会事業計画案について

・令和７年度本会予算案について

・社会保険関係について

・新会員情報システム について

・予防接種関係について

・特定行為に係る看護師の研修制度について

・特定健診・特定保健指導について

・三重県医療勤務環境改善支援セミナーの開催について

・医療ＤＸとサイバーセキュリティに関する研修会の開催について

・令和７年度本会レクリエーション行事について

・令和７年度第１回郡市医師会長会議の開催について
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【【６６月月】】

２日・松本吉郎日本医師会会長選挙対策本部事務所開き（二井会長）

３日・第１回三重県角膜・腎臓バンク協会理事会（二井会長）

〃 ・第１回三重大学医学部附属病院研修管理委員会（坂倉理事）

４日・ＭＭＣ卒後臨床研修センター第５２回理事会・令和６年度総会（二井会長、坂倉理事）

５日・全国医師会産業医部会連絡協議会（田中副会長）

６日・都道府県医師会社会保険担当理事連絡協議会（二井会長、馬岡・田中両副会長、野村・

今野両常任理事、石田・坂倉・小西・梅田各理事）

〃 ・三重県医師国民健康保険組合臨時監査（馬岡・田中両副会長、野村常任理事、駒田理事）

〃 ・三重県健康管理事業センター理事会（今野常任理事）

〃 ・三重県予防のための子どもの死亡検証体制整備モデル事業第１回多機関検証ワーキング

グループ（曽我理事）

９日・日本医師会シンポジウム「次世代の災害医療」（都道府県医師会災害医療担当理事連絡協

議会）（梅田理事）

１２日・都道府県医師会医療関係者担当理事連絡協議会（馬岡会長、今野常任理事、小西理事）

１３日・三重県医師国民健康保険組合理事会（馬岡会長、田中副会長、今野・片岡両常任理事、

齋藤・梅田両理事）

〃 ・三重県ナースセンター事業運営委員会（小西理事）

１６日・三医会総会（馬岡会長）

２０日・学校保健総合支援事業第１回協議会（野村副会長）

２１日・第１回三重県保険者協議会企画調査部会（寺田理事）

２２日・日本医師会第１５６回定例代議員会（馬岡会長、田中・野村両副会長、今野・片岡両常

任理事、曽我理事）

２３日・日本医師会第１５７回臨時代議員会（馬岡会長、田中・野村両副会長、今野・片岡両常

任理事、曽我理事）

〃 ・三重県訪問看護ステーション協議会定時社員総会及び選定理事会（石田・小西両理事）

２５日・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会（馬岡会長）

２７日・三重県健康管理事業センター評議員会並びに理事会（今野常任理事、湏藤理事）

【【７７月月】】

１日・一見知事表敬訪問（馬岡会長、野村副会長）

３日・中部医師会連合第１回常任委員会（馬岡会長）

４日・第７４回日本病院学会開会式（馬岡会長）

〃 ・第１回三重県認知症疾患医療センター連携協議会（石田理事）

〃 ・第１回三重県環境審議会（坂倉理事）

８日・第１回三重県医療審議会救急医療部会（田中副会長、片岡常任理事）

〃 ・三重県警察との連携協定に基づく取組（志田監事）

９日・一見知事と医療関係団体等との意見交換会（馬岡会長）

１０日・志摩医師会理事会（馬岡会長、野村副会長、今野常任理事）

１２日・三重県ＰＴＡ安全互助会理事会（今野常任理事）
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１２日・第１回三重県介護現場革新会議（小西理事）

１６日・社会保険診療報酬支払基金三重審査委員会事務局令和６年７月審査運営協議会（馬岡会長）

〃 ・第１回地方独立行政法人三重県立総合医療センター評価委員会（淵田監事）

１８日・三重県医師国民健康保険組合第１５８回臨時組合会（馬岡会長、田中・野村両副会長、

今野・片岡両常任理事、齋藤・駒田・梅田各理事）

〃 ・第１回がん教育に関する協議会（駒田理事）

１９日・第１回三重県保険者協議会（今野常任理事）

２２日・三重県学校保健会第１回評議員会（野村副会長、今野常任理事、駒田理事）

〃 ・第１回三重県がん検診精度管理検討委員会（釜本理事）

２３日・日本医師会役員就任披露パーティー（馬岡会長、田中副会長）

２４日・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会（馬岡会長）

２５日・三重刑務所視察委員会（小西理事）

〃 ・第１回三重県臨床検査精度管理協議会（小西・青木両理事）

２８日・三重県警察医研修会（馬岡会長、曽我理事）

２９日・第１回三重県都市保健衛生連絡協議会（野村副会長）

３０日・第３回三重県こども政策検討会議（野村副会長）

〃 ・第１回三重県地域医療対策協議会医師専門研修部会（坂倉理事）

【【８８月月】】

１日・三重県予防のための子どもの死亡検証体制整備モデル事業第２回多機関検証ワーキング

グループ（曽我理事）

３日・中部医師会連合第２回常任委員会（馬岡会長）

〃 ・関西医師会連合常任委員会（馬岡会長）

〃 ・中部医師会連合第１回社会保険特別委員会（田中副会長、曽我・坂倉両理事）

４日・第９回三重県小児在宅医療実技講習会・講演会（馬岡会長、野村副会長）

〃 ・中部医師会連合第１回災害医療特別委員会（今野・片岡両常任理事、梅田理事）

５日・第１回三重県公衆衛生審議会歯科保健推進部会（今野常任理事）

７日・ワンヘルス推進調査特別委員会（馬岡会長）

〃 ・第１回「女性が働きやすい医療機関」認証制度専門部会（今野常任理事、田中理事）

８日・第１回三重県立学校職員中央安全衛生委員会（片岡常任理事）

〃 ・第１回三重とこわか県民健康会議幹事会（小西理事）

９日・令和６年能登半島地震 活動報告会（都道府県医師会 担当理事連絡協議会）（今

野常任理事、梅田理事）

１９日・新型コロナウイルス感染症にかかる病院関係者会議（馬岡会長、野村副会長、坂倉理事）

２０日・第２回地方独立行政法人三重県立総合医療センター評価委員会（淵田監事）

２５日・中部医師会連合第１回地域包括ケア特別委員会（野村副会長、石田・小西両理事）

２６日・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会（馬岡会長）

〃 ・三重県こども政策会議第１回グループ会議（野村副会長）

〃 ・第１回三重県いじめ対策審議会（駒田理事）

２８日・第２２回三重県子ども・子育て会議（駒田理事）

【【６６月月】】

２日・松本吉郎日本医師会会長選挙対策本部事務所開き（二井会長）

３日・第１回三重県角膜・腎臓バンク協会理事会（二井会長）

〃 ・第１回三重大学医学部附属病院研修管理委員会（坂倉理事）

４日・ＭＭＣ卒後臨床研修センター第５２回理事会・令和６年度総会（二井会長、坂倉理事）

５日・全国医師会産業医部会連絡協議会（田中副会長）

６日・都道府県医師会社会保険担当理事連絡協議会（二井会長、馬岡・田中両副会長、野村・

今野両常任理事、石田・坂倉・小西・梅田各理事）

〃 ・三重県医師国民健康保険組合臨時監査（馬岡・田中両副会長、野村常任理事、駒田理事）

〃 ・三重県健康管理事業センター理事会（今野常任理事）

〃 ・三重県予防のための子どもの死亡検証体制整備モデル事業第１回多機関検証ワーキング

グループ（曽我理事）

９日・日本医師会シンポジウム「次世代の災害医療」（都道府県医師会災害医療担当理事連絡協

議会）（梅田理事）

１２日・都道府県医師会医療関係者担当理事連絡協議会（馬岡会長、今野常任理事、小西理事）

１３日・三重県医師国民健康保険組合理事会（馬岡会長、田中副会長、今野・片岡両常任理事、

齋藤・梅田両理事）

〃 ・三重県ナースセンター事業運営委員会（小西理事）

１６日・三医会総会（馬岡会長）

２０日・学校保健総合支援事業第１回協議会（野村副会長）

２１日・第１回三重県保険者協議会企画調査部会（寺田理事）

２２日・日本医師会第１５６回定例代議員会（馬岡会長、田中・野村両副会長、今野・片岡両常

任理事、曽我理事）

２３日・日本医師会第１５７回臨時代議員会（馬岡会長、田中・野村両副会長、今野・片岡両常

任理事、曽我理事）

〃 ・三重県訪問看護ステーション協議会定時社員総会及び選定理事会（石田・小西両理事）

２５日・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会（馬岡会長）

２７日・三重県健康管理事業センター評議員会並びに理事会（今野常任理事、湏藤理事）

【【７７月月】】

１日・一見知事表敬訪問（馬岡会長、野村副会長）

３日・中部医師会連合第１回常任委員会（馬岡会長）

４日・第７４回日本病院学会開会式（馬岡会長）

〃 ・第１回三重県認知症疾患医療センター連携協議会（石田理事）

〃 ・第１回三重県環境審議会（坂倉理事）

８日・第１回三重県医療審議会救急医療部会（田中副会長、片岡常任理事）

〃 ・三重県警察との連携協定に基づく取組（志田監事）

９日・一見知事と医療関係団体等との意見交換会（馬岡会長）

１０日・志摩医師会理事会（馬岡会長、野村副会長、今野常任理事）

１２日・三重県ＰＴＡ安全互助会理事会（今野常任理事）
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【【９９月月】】

３日・第１回三重県看護職員確保対策検討会（小西理事）

４日・中部医師会連合第３回常任委員会（馬岡会長）

〃 ・第２回三重県医療審議会救急医療部会（田中副会長、片岡常任理事）

５日・三重県慢性腎臓病（ＣＫＤ）対策検討会（曽我理事）

〃 ・第２回三重県環境審議会（坂倉理事）

〃 ・第１回三重県後期高齢者医療広域連合運営協議会（石田理事）

６日・第１回三重県医療審議会健やか親子推進部会（野村副会長）

〃 ・第１回三重県国民健康保険団体連合会保健事業支援・評価委員会（曽我理事）

〃 ・三重県介護保険審査会（青木理事）

８日・中部医師会連合第２回社会保険特別委員会（田中副会長、曽我・坂倉両理事）

１２日・三重県医師国民健康保険組合定期監査（馬岡会長、田中・野村両副会長、駒田理事）

１３日・医療機関に委託して行う妊婦一般健康診査、乳児一般健康診査及び産婦健康診査の実施

にかかる検討会（野村副会長）

１７日・第１回都道府県医師会長会議（馬岡会長）

１８日・第１回三重県感染症対策連携協議会（馬岡会長、野村副会長、坂倉理事）

２０日・第３回三重大学経営協議会（馬岡会長）

２２日・中部医師会連合第２回地域包括ケア特別委員会（野村副会長、石田・小西両理事）

〃 ・中部医師会連合第２回災害医療特別委員会（今野・片岡両常任理事、梅田理事）

２３日・馬瀬大助 前富山県医師会会長旭日小綬章受章祝賀会（馬岡会長）

２５日・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会（馬岡会長）

２６日・三重刑務所視察委員会（小西理事）

２７日・第１回三重県保険者協議会健康づくり部会（青木理事）

【【１１００月月】】

２日・中部医師会連合第４回常任委員会（馬岡会長）

３日・三重県予防のための子どもの死亡検証体制整備モデル事業第３回多機関検証ワーキング

グループ（曽我理事）

５日・竹田寛先生『お別れの会』（馬岡会長）

７日・第１回三重大学みえの未来共創会議（馬岡会長）

８日・予防接種にかかる三者会議（野村副会長）

９日・第２回東海北陸地方社会保険医療協議会総会（馬岡会長）

１１日・日本医師会第１回産業保健委員会（田中副会長）

〃 ・都道府県医師会自賠責保険担当理事連絡協議会（片岡常任理事）

〃 ・老人保健福祉施設整備事業事前審査会（石田理事）

１２日・全国医師国民健康保険組合連合会第６２回全体協議会（馬岡会長、野村副会長、今野常

任理事、梅田理事）

１７日・三重県三師会幹事会（馬岡会長、田中・野村両副会長）

２１日・三重県学校保健会第２回理事会（駒田理事）

２２日・第１回三重県地域医療介護総合確保懇話会（馬岡会長）
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２３日・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会（馬岡会長）

２４日・社保・国保審査委員会合同協議会（馬岡会長）

〃 ・第４５回産業保健活動推進全国会議（田中副会長、釜本理事）

２６日・全国医師会勤務医部会連絡協議会（今野常任理事、齋藤理事）

２８日・令和６年能登半島地震 ロジスティクス協議会（今野常任理事、梅田理事）

３０日・三重県こども政策検討会議第２回グループ会議（野村副会長）

３１日・都道府県医師会組織強化担当役職員連絡協議会（今野常任理事、田中・寺田・青木各理事）

〃 ・三重県健康管理事業センター理事会（今野常任理事、湏藤理事）

〃 ・日本スポーツ振興センター災害共済給付事業運営協議会（駒田理事）

【【１１１１月月】】

３日・三重大学内科開講８０周年記念式典・祝賀会（馬岡会長）

４日・中部医師会連合共同利用施設連絡協議会（馬岡会長、片岡常任理事、曽我・石田・小西

各理事）

５日・第１回三重県地域医療対策協議会医師派遣検討部会（今野常任理事、齋藤理事）

６日・中部医師会連合第５回常任委員会（馬岡会長）

〃 ・日本医師会第１回母子保健検討委員会（野村副会長）

７日・第１回三重県在宅医療推進懇話会（野村副会長、志田監事）

〃 ・三重刑務所視察委員会（小西理事）

〃 ・肝疾患専門医療機関連絡協議会（釜本理事）

９日・第５５回全国学校保健・学校医大会（馬岡会長、野村副会長、今野常任理事、駒田理事）

１０日・第２９回三重県歯科保健大会（寺田理事）

１１日・第２回三重大学医学部附属病院研修管理委員会（坂倉理事）

１２日・第２回「女性が働きやすい医療機関」認証制度専門部会（馬岡会長、今野常任理事、田

中理事）

１３日・第２回三重県医療審議会健やか親子推進部会（野村副会長）

１４日・第６７回三重県学校保健安全研究大会（野村副会長、駒田理事）

〃 ・第２回三重県臨床検査精度管理協議会（小西・青木両理事）

１５日・第２回三重県感染症対策連携協議会（馬岡会長、野村副会長、坂倉理事）

１６日・中部医師会連合勤務医担当理事連絡協議会（今野常任理事、齋藤・田中両理事）

１６日～１７日・中部医師会連合委員総会（中嶋・青木・二井各顧問、馬岡会長、田中・野村両

副会長、今野・片岡両常任理事、齋藤・曽我・石田・坂倉・小西・梅田・寺田・田中・

服部各理事、志田・浦和両監事）

１７日・三重大学医学部８０周年記念式典（馬岡会長）

〃 ・女性医師支援・ドクターバンク連携中部ブロック会議（今野常任理事、田中理事）

１８日・地域医療構想意見交換会（北勢医療圏合同）（馬岡会長、田中副会長、片岡常任理事、曽

我理事）

１９日・第２回都道府県医師会長会議（馬岡会長）

２０日・三重県 母子感染対策検討会（野村副会長）

２１日・三重産業保健総合支援センター運営協議会（馬岡会長、曽我理事）

【【９９月月】】

３日・第１回三重県看護職員確保対策検討会（小西理事）

４日・中部医師会連合第３回常任委員会（馬岡会長）

〃 ・第２回三重県医療審議会救急医療部会（田中副会長、片岡常任理事）

５日・三重県慢性腎臓病（ＣＫＤ）対策検討会（曽我理事）

〃 ・第２回三重県環境審議会（坂倉理事）

〃 ・第１回三重県後期高齢者医療広域連合運営協議会（石田理事）

６日・第１回三重県医療審議会健やか親子推進部会（野村副会長）

〃 ・第１回三重県国民健康保険団体連合会保健事業支援・評価委員会（曽我理事）

〃 ・三重県介護保険審査会（青木理事）

８日・中部医師会連合第２回社会保険特別委員会（田中副会長、曽我・坂倉両理事）

１２日・三重県医師国民健康保険組合定期監査（馬岡会長、田中・野村両副会長、駒田理事）

１３日・医療機関に委託して行う妊婦一般健康診査、乳児一般健康診査及び産婦健康診査の実施

にかかる検討会（野村副会長）

１７日・第１回都道府県医師会長会議（馬岡会長）

１８日・第１回三重県感染症対策連携協議会（馬岡会長、野村副会長、坂倉理事）

２０日・第３回三重大学経営協議会（馬岡会長）

２２日・中部医師会連合第２回地域包括ケア特別委員会（野村副会長、石田・小西両理事）

〃 ・中部医師会連合第２回災害医療特別委員会（今野・片岡両常任理事、梅田理事）

２３日・馬瀬大助 前富山県医師会会長旭日小綬章受章祝賀会（馬岡会長）

２５日・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会（馬岡会長）

２６日・三重刑務所視察委員会（小西理事）

２７日・第１回三重県保険者協議会健康づくり部会（青木理事）

【【１１００月月】】

２日・中部医師会連合第４回常任委員会（馬岡会長）

３日・三重県予防のための子どもの死亡検証体制整備モデル事業第３回多機関検証ワーキング

グループ（曽我理事）

５日・竹田寛先生『お別れの会』（馬岡会長）

７日・第１回三重大学みえの未来共創会議（馬岡会長）

８日・予防接種にかかる三者会議（野村副会長）

９日・第２回東海北陸地方社会保険医療協議会総会（馬岡会長）

１１日・日本医師会第１回産業保健委員会（田中副会長）

〃 ・都道府県医師会自賠責保険担当理事連絡協議会（片岡常任理事）

〃 ・老人保健福祉施設整備事業事前審査会（石田理事）

１２日・全国医師国民健康保険組合連合会第６２回全体協議会（馬岡会長、野村副会長、今野常

任理事、梅田理事）

１７日・三重県三師会幹事会（馬岡会長、田中・野村両副会長）

２１日・三重県学校保健会第２回理事会（駒田理事）

２２日・第１回三重県地域医療介護総合確保懇話会（馬岡会長）
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２１日・学校心臓検診のデジタル化調整会議（駒田理事）

２２日・三重県介護保険審査会（青木理事）

２５日・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会（馬岡会長）

〃 ・三重県医療安全推進協議会（片岡常任理事）

２６日・三重県感染対策支援ネットワークＡＭＲ研修会（坂倉理事）

〃 ・第２回三重県がん検診精度管理検討委員会（釜本理事）

２９日・日本医師会第１回男女共同参画委員会（今野常任理事）

３０日・三重県医師国民健康保険組合理事会（馬岡会長、田中・野村両副会長、今野・片岡両常

任理事、齋藤・駒田・梅田各理事）

【【１１２２月月】】

４日・三重県介護保険審査会（石田理事）

５日・日本医師会第２回産業保健委員会（田中副会長）

〃 ・衛生検査所の立入検査（片岡常任理事）

〃 ・都道府県医師会医事紛争担当理事連絡協議会（片岡常任理事）

〃 ・特別支援学校メディカル・サポート事業会議（駒田理事）

〃 ・三重県予防のための子どもの死亡検証体制整備モデル事業第４回多機関検証ワーキング

グループ（曽我理事）

〃 ・日本医師会第１回地域医療対策委員会（石田理事）

６日・第１回鈴亀地域医療構想調整会議（曽我理事）

８日・三重県・志摩市・鳥羽市総合防災訓練（梅田理事）

９日・ＭＭＣ卒後臨床研修センター第５４回理事会（馬岡会長、坂倉理事）

１０日・三重県介護保険審査会（青木理事）

１２日・一見知事と医療関係団体等との意見交換会（馬岡会長）

〃 ・三重県難病相談支援センター運営協議会（小西理事）

１３日・都道府県医師会公益法人改革担当理事連絡協議会（今野常任理事）

〃 ・日本医師会第１回医師会共同利用施設検討委員会（小西理事）

１５日・故 大阪府医師会前会長 中尾正俊先生を偲ぶ会（馬岡会長）

１６日・第１回桑員地域医療構想調整会議（馬岡会長、田中副会長）

１７日・第３回三重県地域医療対策協議会（馬岡会長）

〃 ・第２回三重県保険者協議会健康づくり部会（青木理事）

１８日・日本医師会第１回地域包括ケア推進委員会（馬岡会長）

〃 ・第１回三泗地域医療構想調整会議（片岡常任理事）

２０日・日本医師会第１回警察活動等への協力業務検討委員会（曽我理事）

２１日・オンライン診療に係る情報共有会（馬岡会長、野村副会長、今野常任理事、石田・小西

両理事）

２５日・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会（馬岡会長）

２６日・第３回三重県環境審議会（坂倉理事）

〃 ・日本医師会第１回救急災害医療対策委員会（梅田理事）
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【【１１月月】】

８日・中部医師会連合第７回常任委員会（馬岡会長）

９日・第２回がんに関する協議会（駒田理事）

１３日・日本医師会 研修基本編（今野常任理事）

１８日・第３９回学校保健健診懇談会（駒田理事）

２１日・第３回都道府県医師会長会議（馬岡会長）

２２日・第３回三重大学みえの未来医療会議（今野常任理事）

〃 ・第５６回三重大学関係病院長会議および第２６回三重大学医学部教育関係施設会議（今野

常任理事）

２３日・三重刑務所視察委員会（小西理事）

２４日・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会（馬岡会長）

〃 ・三重大学医学部附属病院経営戦略会議（馬岡会長）

〃 ・第５回三重大学経営協議会（馬岡会長）

〃 ・日本医師会第４０回財務委員会（田中副会長）

〃 ・日本医師会第２回医師会共同利用施設検討委員会（小西理事）

２６日・第５６回若年者心疾患・生活習慣病対策協議会総会（野村副会長、駒田理事）

２７日・三重県公害審査会（小西理事）

〃 ・学校検尿検討委員会（駒田理事）

２８日・第１回三重県公衆衛生審議会自殺対策推進部会（齋藤理事）

２９日・日本医師会第２回地域医療対策委員会（石田理事）

〃 ・地方公務員災害補償基金三重県支部審査会（齋藤理事）

３０日・都道府県医師会会員情報担当理事連絡協議会（田中副会長、今野常任理事）

〃 ・学校における結核対策委員会（駒田・釜本両理事）

〃 ・三重県予防のための子どもの死亡検証体制整備モデル事業第５回多機関検証ワーキング

グループ（曽我理事）

〃 ・三重県介護予防市町支援委員会（石田理事）

〃 ・三重県難病医療連絡協議会（小西理事）

３１日・三重県公衆衛生審議会予防接種部会（野村副会長、坂倉理事）

【【２２月月】】

３日・第１回三重県医療審議会医師の働き方改革部会（今野常任理事）

〃 ・第１回三重県精神保健福祉審議会アルコール健康障害対策推進部会（齋藤理事）

〃 ・アレルギー疾患対応検討委員会（駒田理事）

４日・第１回三重県医療審議会周産期医療部会（野村副会長）

〃 ・学校心臓検診検討委員会（駒田理事）

５日・中部医師会連合第８回常任委員会（馬岡会長）

〃 ・第３回三重県医療審議会健やか親子推進部会（野村副会長）

〃 ・第１回三重県精神保健福祉審議会ギャンブル等依存症対策推進部会（齋藤理事）

〃 ・三重県アレルギー疾患医療連絡協議会（駒田理事）

６日・日本医師会第３回産業保健委員会（田中副会長）

２１日・学校心臓検診のデジタル化調整会議（駒田理事）

２２日・三重県介護保険審査会（青木理事）

２５日・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会（馬岡会長）

〃 ・三重県医療安全推進協議会（片岡常任理事）

２６日・三重県感染対策支援ネットワークＡＭＲ研修会（坂倉理事）

〃 ・第２回三重県がん検診精度管理検討委員会（釜本理事）

２９日・日本医師会第１回男女共同参画委員会（今野常任理事）

３０日・三重県医師国民健康保険組合理事会（馬岡会長、田中・野村両副会長、今野・片岡両常

任理事、齋藤・駒田・梅田各理事）

【【１１２２月月】】

４日・三重県介護保険審査会（石田理事）

５日・日本医師会第２回産業保健委員会（田中副会長）

〃 ・衛生検査所の立入検査（片岡常任理事）

〃 ・都道府県医師会医事紛争担当理事連絡協議会（片岡常任理事）

〃 ・特別支援学校メディカル・サポート事業会議（駒田理事）

〃 ・三重県予防のための子どもの死亡検証体制整備モデル事業第４回多機関検証ワーキング

グループ（曽我理事）

〃 ・日本医師会第１回地域医療対策委員会（石田理事）

６日・第１回鈴亀地域医療構想調整会議（曽我理事）

８日・三重県・志摩市・鳥羽市総合防災訓練（梅田理事）

９日・ＭＭＣ卒後臨床研修センター第５４回理事会（馬岡会長、坂倉理事）

１０日・三重県介護保険審査会（青木理事）

１２日・一見知事と医療関係団体等との意見交換会（馬岡会長）

〃 ・三重県難病相談支援センター運営協議会（小西理事）

１３日・都道府県医師会公益法人改革担当理事連絡協議会（今野常任理事）

〃 ・日本医師会第１回医師会共同利用施設検討委員会（小西理事）

１５日・故 大阪府医師会前会長 中尾正俊先生を偲ぶ会（馬岡会長）

１６日・第１回桑員地域医療構想調整会議（馬岡会長、田中副会長）

１７日・第３回三重県地域医療対策協議会（馬岡会長）

〃 ・第２回三重県保険者協議会健康づくり部会（青木理事）

１８日・日本医師会第１回地域包括ケア推進委員会（馬岡会長）

〃 ・第１回三泗地域医療構想調整会議（片岡常任理事）

２０日・日本医師会第１回警察活動等への協力業務検討委員会（曽我理事）

２１日・オンライン診療に係る情報共有会（馬岡会長、野村副会長、今野常任理事、石田・小西

両理事）

２５日・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会（馬岡会長）

２６日・第３回三重県環境審議会（坂倉理事）

〃 ・日本医師会第１回救急災害医療対策委員会（梅田理事）
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６日・第２回三重県立学校職員中央安全衛生委員会（片岡常任理事）

〃 ・衛生検査所の立入検査（小西理事）

〃 ・第１回三重県循環器病対策推進協議会心疾患対策部会（田中理事）

７日・三重県要保護児童対策協議会（野村副会長）

〃 ・第１０回ワークショップ「会員の倫理・資質向上をめざして－ケーススタディから学ぶ

医の倫理－」（今野常任理事）

〃 ・第２回三泗地域医療構想意見交換会（片岡常任理事）

〃 ・第１回松阪地域医療構想意見交換会（齋藤・石田両理事、志田監事）

〃 ・三重県糖尿病対策懇話会（曽我理事）

９日・医療事故調査制度支援団体統括者セミナー（片岡常任理事）

１０日・第２回桑員地域医療構想意見交換会（田中副会長）

〃 ・第２回三重県地域医療対策協議会医師派遣検討部会（今野常任理事、齋藤理事）

１１日・日本介護支援専門員協会東海ブロック研修会 三重（馬岡会長）

１２日・第１回三重県循環器病対策推進協議会脳血管疾患対策部会（田中副会長）

〃 ・第１回三重県医療審議会災害医療対策部会（梅田理事）

１３日・学校保健総合支援事業第２回協議会（駒田理事）

〃 ・三重県死因究明等推進協議会（曽我理事）

〃 ・三重県社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会（石田理事）

〃 ・第２回三重県保険者協議会企画調査部会（寺田理事）

１４日・日本医師会第２回男女共同参画委員会（今野常任理事）

〃 ・日本医師会第１回労災・自賠責委員会（片岡常任理事）

〃 ・第１回三重県循環器病対策推進協議会社会連携・リハビリ部会（湏藤理事）

１７日・第２回鈴亀地域医療構想意見交換会（曽我理事）

１８日・第３回三重県感染症対策連携協議会（馬岡会長、野村副会長、坂倉理事）

〃 ・第１回伊勢志摩地域医療構想意見交換会（梅田理事）

１９日・第２回三重県在宅医療推進懇話会（野村副会長、志田監事）

２０日・三重県医師国民健康保険組合理事会（馬岡会長、田中副会長、今野・片岡両常任理事、

梅田理事）

〃 ・第２回三重県看護職員確保対策検討会（今野常任理事）

〃 ・第１回三重県がん対策推進協議会（石田理事）

〃 ・衛生検査所の立入検査（小西理事）

２２日・都道府県医師会「警察活動協力医会」連絡協議会・学術大会（曽我理事）

２４日・日本医師会「大規模イベント 医療・救護研修会」（今野常任理事、梅田理事）

２５日・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会（馬岡会長）

〃 ・第１回津地域医療構想意見交換会（野村副会長、今野常任理事）

〃 ・第１回東紀州地域医療構想意見交換会（石田理事）

２６日・地方公務員災害補償基金三重県支部審査会（齋藤理事）

２７日・第１回三重県国民健康保険運営協議会（寺田理事）

〃 ・三重県後発医薬品適正使用協議会（青木理事）

２８日・第１回伊賀地域医療構想意見交換会（馬岡会長）
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２８日・第１回三重県循環器病対策推進協議会（田中副会長）

〃 ・第２回三重県介護現場革新会議（青木理事）

【【３３月月】】

３日・第１回三重県医療審議会小児医療部会（野村副会長）

〃 ・第２回三重県国民健康保険団体連合会保健事業支援・評価委員会（曽我理事）

４日・第２回三重県地域医療介護総合確保懇話会（馬岡会長）

〃 ・日本医師会第３回地域医療対策委員会（石田理事）

〃 ・第２回三重県後期高齢者医療広域連合運営協議会（石田理事）

５日・中部医師会連合第９回常任委員会（馬岡会長）

〃 ・中部医師会連合第１回日医代議員協議会（馬岡会長、田中副会長、今野常任理事、曽我理事）

〃 ・日本医師会第２回母子保健検討委員会（野村副会長）

〃 ・第１回津地域医療構想調整会議（今野常任理事）

〃 ・第２回鈴亀地域医療構想調整会議（曽我理事）

〃 ・第３４回三重県ＣＣＵネットワーク連絡協議会（田中理事）

６日・三重県医師国民健康保険組合第１５９回通常組合会（馬岡会長、田中・野村両副会長、

今野・片岡両常任理事、齋藤・梅田両理事）

〃 ・第２回小児在宅歯科医療体制整備協議会（野村副会長）

〃 ・公益財団法人日本学校保健会第５回理事会（野村副会長、駒田理事）

〃 ・三重刑務所視察委員会（小西理事）

７日・三重県救急医療情報センター第２６回定例理事会（馬岡会長）

〃 ・第１回松阪地域医療構想調整会議（馬岡会長、齋藤・石田両理事、志田監事）

〃 ・新生児聴覚スクリーニング検討会（野村副会長、坂倉・寺田両理事）

〃 ・日本医師会第３回医師会共同利用施設検討委員会（小西理事）

８日～９日・日本医師会医療情報システム協議会（今野常任理事、石田・小西・梅田・青木各

理事）

９日・水野修吾教授就任五周年記念祝賀会（馬岡会長）

１０日・第３回三重県角膜・腎臓バンク協会理事会（馬岡会長）

〃 ・三重県ドクターヘリ事業運航調整委員会（馬岡会長）

〃 ・第３回三重県医療審議会救急医療部会（田中副会長、片岡常任理事）

１１日・第２回桑員地域医療構想調整会議（田中副会長）

〃 ・社会保険診療報酬支払基金三重審査委員会事務局令和７年３月審査運営協議会（野村副会長）

〃 ・第３回「女性が働きやすい医療機関」認証制度専門部会（今野常任理事、田中理事）

〃 ・三重県認知症施策推進会議（石田理事）

１２日・第４回三重県地域医療対策協議会（馬岡会長）

〃 ・三重県精神保健福祉審議会（齋藤理事）

〃 ・三重刑務所医療に関する協議会（小西理事）

１３日・三重県医師国民健康保険組合定期監査（馬岡会長、田中・野村両副会長、駒田理事）

〃 ・三重県健康管理事業センター理事会（今野常任理事、湏藤理事）

１４日・第７回三重大学経営協議会（馬岡会長）

６日・第２回三重県立学校職員中央安全衛生委員会（片岡常任理事）

〃 ・衛生検査所の立入検査（小西理事）

〃 ・第１回三重県循環器病対策推進協議会心疾患対策部会（田中理事）

７日・三重県要保護児童対策協議会（野村副会長）

〃 ・第１０回ワークショップ「会員の倫理・資質向上をめざして－ケーススタディから学ぶ

医の倫理－」（今野常任理事）

〃 ・第２回三泗地域医療構想意見交換会（片岡常任理事）

〃 ・第１回松阪地域医療構想意見交換会（齋藤・石田両理事、志田監事）

〃 ・三重県糖尿病対策懇話会（曽我理事）

９日・医療事故調査制度支援団体統括者セミナー（片岡常任理事）

１０日・第２回桑員地域医療構想意見交換会（田中副会長）

〃 ・第２回三重県地域医療対策協議会医師派遣検討部会（今野常任理事、齋藤理事）

１１日・日本介護支援専門員協会東海ブロック研修会 三重（馬岡会長）

１２日・第１回三重県循環器病対策推進協議会脳血管疾患対策部会（田中副会長）

〃 ・第１回三重県医療審議会災害医療対策部会（梅田理事）

１３日・学校保健総合支援事業第２回協議会（駒田理事）

〃 ・三重県死因究明等推進協議会（曽我理事）

〃 ・三重県社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会（石田理事）

〃 ・第２回三重県保険者協議会企画調査部会（寺田理事）

１４日・日本医師会第２回男女共同参画委員会（今野常任理事）

〃 ・日本医師会第１回労災・自賠責委員会（片岡常任理事）

〃 ・第１回三重県循環器病対策推進協議会社会連携・リハビリ部会（湏藤理事）

１７日・第２回鈴亀地域医療構想意見交換会（曽我理事）

１８日・第３回三重県感染症対策連携協議会（馬岡会長、野村副会長、坂倉理事）

〃 ・第１回伊勢志摩地域医療構想意見交換会（梅田理事）

１９日・第２回三重県在宅医療推進懇話会（野村副会長、志田監事）

２０日・三重県医師国民健康保険組合理事会（馬岡会長、田中副会長、今野・片岡両常任理事、

梅田理事）

〃 ・第２回三重県看護職員確保対策検討会（今野常任理事）

〃 ・第１回三重県がん対策推進協議会（石田理事）

〃 ・衛生検査所の立入検査（小西理事）

２２日・都道府県医師会「警察活動協力医会」連絡協議会・学術大会（曽我理事）

２４日・日本医師会「大規模イベント 医療・救護研修会」（今野常任理事、梅田理事）

２５日・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会（馬岡会長）

〃 ・第１回津地域医療構想意見交換会（野村副会長、今野常任理事）

〃 ・第１回東紀州地域医療構想意見交換会（石田理事）

２６日・地方公務員災害補償基金三重県支部審査会（齋藤理事）

２７日・第１回三重県国民健康保険運営協議会（寺田理事）

〃 ・三重県後発医薬品適正使用協議会（青木理事）

２８日・第１回伊賀地域医療構想意見交換会（馬岡会長）
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１４日・第１回伊賀地域医療構想調整会議（馬岡会長）

１７日・第２回三重県感染対策支援ネットワーク運営会議（野村副会長、曽我・坂倉・湏藤各理事）

〃 ・三重県学校保健会第２回評議員会（今野常任理事）

〃 ・第１回三重県公衆衛生審議会（坂倉理事）

〃 ・第３回三重県がん検診精度管理検討委員会（釜本理事）

１８日・「女性が働きやすい医療機関」認証制度認証式（馬岡会長、今野常任理事）

〃 ・第２回伊勢志摩地域医療構想調整会議（馬岡会長、梅田理事）

１９日・都道府県医師会新たな地域医療構想・医師偏在対策担当理事連絡協議会（馬岡会長、今野

常任理事、石田理事）

〃 ・第２回三泗地域医療構想調整会議（片岡常任理事）

２１日・第１回東紀州地域医療構想調整会議（石田理事）

〃 ・三重県薬事審議会（服部理事）

２２日・第２０回三重県老人保健施設大会（志田監事）

２３日・第２回在宅医療シンポジウム（野村副会長、石田理事）

２４日・三重県がん診療連携協議会（馬岡会長）

２５日・第１回三重県医療審議会（馬岡会長）

〃 ・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会（馬岡会長）

２６日・都道府県医師会かかりつけ医機能担当理事連絡協議会（馬岡会長、石田理事）

〃 ・地方公務員災害補償基金三重県支部審査会（齋藤理事）

２７日・三重県がん相談支援センター運営会議（釜本理事）

２８日・日本医師会第２回地域包括ケア推進委員会（馬岡会長）

２９日・中部医師会連合第１回常任委員会懇談会（野村副会長）

３０日・日本医師会第１５８回臨時代議員会（馬岡会長、田中・野村両副会長、今野・片岡両常

任理事、曽我理事）

〃 ・三重県訪問看護ステーション連絡協議会第３回理事会（石田・小西両理事）

○叙勲・表彰（令和６年度）

本会より推薦し叙勲・表彰を受けられた会員は次の通り。

・令和６年春の叙勲 旭日双光章〈保健衛生功労〉 中 村 康 一 氏（志 摩）

〃 旭日双光章〈保健衛生功労〉 野 呂 純 一 氏（松阪地区）

・令和６年秋の叙勲 旭日双光章〈保健衛生功労〉 小 林 昭 彦 氏（松阪地区）

〃 瑞宝双光章〈学校保健功労〉 三 原 武 彦 氏（四日市）

・産科医療功労者厚生労働大臣表彰 大 里 和 広 氏（四日市）

・健やか親子２１内閣府特命担当大臣表彰 羽 根 靖 之 氏（志 摩）

・公衆衛生事業功労者厚生労働大臣表彰 角 前 泰 之 氏（伊勢地区）

・公衆衛生事業功労者知事表彰 髙 橋 岳 夫 氏（津地区）

・救急医療功労者厚生労働大臣表彰 塚 本 久 和 氏（四日市）

・救急医療功労者知事表彰 梅 本 正 和 氏（津地区）

井 上 登 太 氏（亀 山）

―39―



・三重県教育功労者表彰 神 田 博 氏（伊勢地区）

・三重県学校保健功労者表彰（教育長表彰） 矢 倉 政 則 氏（名 賀）

平 井 誠 一 氏（伊 賀）

（７）定款並びに諸規程関係について

○本年度の自浄作用活性化並びに定款等諸規程検討委員会を次の通りＷｅｂ併用にて開催

した。 
◇第１回 

日 時 令和６年１１月１４日（木） 午後５時～ 
内 容 

①委員長、副委員長の選出について 
委員長に渡部泰和氏、副委員長に日比秀夫氏がそれぞれ選出された。 

②みなし院長の会員区分について 
③役員について 
④会長推薦枠について 
⑤その他 

各議題に沿って協議された。 
◇第２回 

日 時 令和７年１月１６日（木） 午後１時３０分～ 
内 容 

①役員について 
理事の増員および選出について協議された。 

②都道府県医師会公益法人制度改革担当理事連絡協議会について 
③その他 

前回より協議しているみなし院長の会員区分、理事の診療科、理事の定数等につ

いて、検討及びディスカッションされた。 

１４日・第１回伊賀地域医療構想調整会議（馬岡会長）

１７日・第２回三重県感染対策支援ネットワーク運営会議（野村副会長、曽我・坂倉・湏藤各理事）

〃 ・三重県学校保健会第２回評議員会（今野常任理事）

〃 ・第１回三重県公衆衛生審議会（坂倉理事）

〃 ・第３回三重県がん検診精度管理検討委員会（釜本理事）

１８日・「女性が働きやすい医療機関」認証制度認証式（馬岡会長、今野常任理事）

〃 ・第２回伊勢志摩地域医療構想調整会議（馬岡会長、梅田理事）

１９日・都道府県医師会新たな地域医療構想・医師偏在対策担当理事連絡協議会（馬岡会長、今野

常任理事、石田理事）

〃 ・第２回三泗地域医療構想調整会議（片岡常任理事）

２１日・第１回東紀州地域医療構想調整会議（石田理事）

〃 ・三重県薬事審議会（服部理事）

２２日・第２０回三重県老人保健施設大会（志田監事）

２３日・第２回在宅医療シンポジウム（野村副会長、石田理事）

２４日・三重県がん診療連携協議会（馬岡会長）

２５日・第１回三重県医療審議会（馬岡会長）

〃 ・東海北陸地方社会保険医療協議会三重部会（馬岡会長）

２６日・都道府県医師会かかりつけ医機能担当理事連絡協議会（馬岡会長、石田理事）

〃 ・地方公務員災害補償基金三重県支部審査会（齋藤理事）

２７日・三重県がん相談支援センター運営会議（釜本理事）

２８日・日本医師会第２回地域包括ケア推進委員会（馬岡会長）

２９日・中部医師会連合第１回常任委員会懇談会（野村副会長）

３０日・日本医師会第１５８回臨時代議員会（馬岡会長、田中・野村両副会長、今野・片岡両常

任理事、曽我理事）

〃 ・三重県訪問看護ステーション連絡協議会第３回理事会（石田・小西両理事）

○叙勲・表彰（令和６年度）

本会より推薦し叙勲・表彰を受けられた会員は次の通り。

・令和６年春の叙勲 旭日双光章〈保健衛生功労〉 中 村 康 一 氏（志 摩）

〃 旭日双光章〈保健衛生功労〉 野 呂 純 一 氏（松阪地区）

・令和６年秋の叙勲 旭日双光章〈保健衛生功労〉 小 林 昭 彦 氏（松阪地区）

〃 瑞宝双光章〈学校保健功労〉 三 原 武 彦 氏（四日市）

・産科医療功労者厚生労働大臣表彰 大 里 和 広 氏（四日市）

・健やか親子２１内閣府特命担当大臣表彰 羽 根 靖 之 氏（志 摩）

・公衆衛生事業功労者厚生労働大臣表彰 角 前 泰 之 氏（伊勢地区）

・公衆衛生事業功労者知事表彰 髙 橋 岳 夫 氏（津地区）

・救急医療功労者厚生労働大臣表彰 塚 本 久 和 氏（四日市）

・救急医療功労者知事表彰 梅 本 正 和 氏（津地区）

井 上 登 太 氏（亀 山）
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ⅡⅡ．．公公益益目目的的事事業業報報告告

１１．．医医学学・・医医療療のの向向上上をを目目的的ととすするる事事業業（（医医学学・・医医療療向向上上事事業業））

（１）医の倫理高揚対策事業について

医師としての医学的知識・技術の習得を図るとともに、患者との信頼関係を一層高めてい

くために、会員に対して三重医報やホームページ等色々な機会をとらえ、「医の倫理綱領」、

「医師の職業倫理指針」の普及・啓発に努めた。 

○第１０回ワークショップ「会員の倫理・資質向上をめざして」－ケーススタディから学

ぶ医の倫理－は次の通り開催され、本会担当理事が出席した。 
日 時 令和７年２月７日（金） 午後１時３０分～同４時 
場 所 日本医師会館 ３階 小講堂・ホール 
内 容 

①講演 応招義務を巡る諸課題について 
弁護士／新星総合法律事務所 児 玉 安 司 氏 

②ケーススタディ 
事例①応招義務～外国人患者の例～ 

②応招義務～指示に従わない患者の例～ 
（１）討論の課題と進め方 
（２）グループによる議論 
（３）グループからの発表および全体討議 

③総括 

（２）生涯教育推進事業について

①日医かかりつけ医機能研修制度について

平成２８年４月１日より開始された「日医かかりつけ医機能研修制度」は、地域住民から

信頼される「かかりつけ医機能」のあるべき姿を評価し、その能力を維持・向上するための

研修を実施するもので、本会も研修会の実施に努めた。 
なお、本年度は２０名が認定された。 
 
○三重県医師会主催日医かかりつけ医機能研修制度応用研修会（ＤＶＤ研修）を下記の通

り開催した。 
（第１回） 

日 時 令和６年１０月２０日（日） 午前１０時～同５時１０分 
場 所 三重県医師会館 １階 健康教育室 
出席者 ５７名 
内 容 

①「かかりつけ医の糖尿病管理」

東京医科大学 糖尿病・代謝・内分泌内科学分野 主任教授 鈴 木 亮 氏
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②栄養や口腔におけるかかりつけ医との連携

一般社団法人是真会 長崎リハビリテーション病院

栄養管理室 室長 西 岡 心 大 氏

北海道大学大学院歯学研究院 口腔健康科学分野

高齢者歯科学教室 准教授 渡 邊 裕 氏

③かかりつけ医の脂質異常症管理

東京慈恵会医科大学附属柏病院 病院長・教授 吉 田 博 氏

④リハビリテーションにおける医療と介護の連携

広島大学病院 リハビリテーション科 教授 三 上 幸 夫 氏

⑤認知症の方への意思決定支援とプライマリケア

医療法人大誠会内田病院 理事長・院長 田 中 志 子 氏

⑥かかりつけ医の高血圧症管理

琉球大学病院 病院長 大 屋 祐 輔 氏

（第２回） 
日 時 令和６年１２月１５日（日） 午後１時～同５時１０分 
場 所 三重県医師会館 １階 健康教育室 
出席者 ３３名 
内 容 

①「かかりつけ医の糖尿病管理」

東京医科大学 糖尿病・代謝・内分泌内科学分野 主任教授 鈴 木 亮 氏

②かかりつけ医の脂質異常症管理

東京慈恵会医科大学附属柏病院 病院長・教授 吉 田 博 氏

③認知症の方への意思決定支援とプライマリケア

医療法人大誠会内田病院 理事長・院長 田 中 志 子 氏

④かかりつけ医の高血圧症管理

琉球大学病院 病院長 大 屋 祐 輔 氏

 
○都道府県医師会かかりつけ医機能担当理事連絡協議会が開催され、本会担当理事がＷｅｂ

にて出席した。 
日 時 令和７年３月２６日（水） 午後１時～ 
議 事  
（１）かかりつけ医機能報告について 

日本医師会常任理事 城 守 国 斗 氏 
（２）かかりつけ医機能報告制度にかかる研修について 

日本医師会常任理事 今 村 英 仁 氏 
（３）かかりつけ医機能報告制度について 

厚生労働省大臣官房参事官（医療提供体制改革担当） 高 宮 裕 介 氏 
 
 
 

ⅡⅡ．．公公益益目目的的事事業業報報告告

１１．．医医学学・・医医療療のの向向上上をを目目的的ととすするる事事業業（（医医学学・・医医療療向向上上事事業業））

（１）医の倫理高揚対策事業について

医師としての医学的知識・技術の習得を図るとともに、患者との信頼関係を一層高めてい

くために、会員に対して三重医報やホームページ等色々な機会をとらえ、「医の倫理綱領」、

「医師の職業倫理指針」の普及・啓発に努めた。 

○第１０回ワークショップ「会員の倫理・資質向上をめざして」－ケーススタディから学

ぶ医の倫理－は次の通り開催され、本会担当理事が出席した。 
日 時 令和７年２月７日（金） 午後１時３０分～同４時 
場 所 日本医師会館 ３階 小講堂・ホール 
内 容 

①講演 応招義務を巡る諸課題について 
弁護士／新星総合法律事務所 児 玉 安 司 氏 

②ケーススタディ 
事例①応招義務～外国人患者の例～ 

②応招義務～指示に従わない患者の例～ 
（１）討論の課題と進め方 
（２）グループによる議論 
（３）グループからの発表および全体討議 

③総括 

（２）生涯教育推進事業について

①日医かかりつけ医機能研修制度について

平成２８年４月１日より開始された「日医かかりつけ医機能研修制度」は、地域住民から

信頼される「かかりつけ医機能」のあるべき姿を評価し、その能力を維持・向上するための

研修を実施するもので、本会も研修会の実施に努めた。 
なお、本年度は２０名が認定された。 
 
○三重県医師会主催日医かかりつけ医機能研修制度応用研修会（ＤＶＤ研修）を下記の通

り開催した。 
（第１回） 

日 時 令和６年１０月２０日（日） 午前１０時～同５時１０分 
場 所 三重県医師会館 １階 健康教育室 
出席者 ５７名 
内 容 

①「かかりつけ医の糖尿病管理」

東京医科大学 糖尿病・代謝・内分泌内科学分野 主任教授 鈴 木 亮 氏
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②日本医師会生涯教育制度について

日本医師会生涯教育制度は、医師が生涯にわたって自らの知識を広げ技能を磨く為の研修

を効果的に行えるよう実施されており、平成２２年度の要綱改正により、連続した３年間で

単位・カリキュラムコードを合わせて６０単位以上取得する事が認定要件となった。本会に

おいても制度に基づき生涯教育制度の推進について円滑なる実施に努めた。 
なお、平成２８年度より日本医師会の「全国医師会研修管理システム」を用いて講習会等

の単位管理を行う事となり、日本医師会への申告においても郡市医師会の協力を得て同シス

テムで行った。 
令和５年度日本医師会生涯教育制度に基づく本県の単位取得者数（０．５単位以上の単位

を取得した者）は 名（内、日医会員 名）であり、令和５年度の申告を以て「日

医生涯教育認定証」を取得した者は７６名であった。 
日本医師会生涯教育制度に基づく講座として認定された令和６年度の講演会等は６０件

（本会関係３５件含む）であった。 

③日本医師会生涯教育講座について

本年度の日本医師会生涯教育講座は、昨年度同様、第１回は県医師会館で開催し、２会場

（伊勢地区医師会館・尾鷲総合病院）へ遠隔配信し、第２回は四日市医師会館で次の通り開

催した。 
◇第１回（中勢並びに伊賀地区、南勢地区、紀北・紀南地区） 

日 時 令和６年９月２９日（日） 午後２時３０分～同５時 
場 所 ①三重県医師会館（主催会場） 

②伊勢地区医師会館（遠隔配信会場） 
③尾鷲総合病院（遠隔配信会場） 

出席者 ５９名（①三重県医師会館 医師３７名、②伊勢地区医師会館 医師１５名、

③尾鷲総合病院 医師７名） 
 

◇第２回（北勢地区） 
日 時 令和６年１０月５日（土） 午後６時～同８時３０分 
場 所 四日市医師会館 
出席者 ２３名（医師２３名） 
内 容 

① 画像診断の最近の動向とＡＩについて

三重大学理事 佐久間 肇 氏 
② 認知症、フレイル予防の視点で考える難聴対策の有用性

愛知医科大学医学部 
耳鼻咽喉科・頭頸部外科教授（特任） 内 田 育 恵 氏 

 
④医科歯科連携について

○医科歯科連携の一層の推進のため、第５回医科・歯科合同研修会を次の通りＷｅｂ併用

にて開催した。 
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日 時 令和７年３月１６日（日） 午後２時～同３時３０分 
場 所 三重県医師会館 ２階 大ホール（Ｗｅｂ併用） 
出席者 １７３名 医科 ３１名（会場：１２名、 

Ｗｅｂ：１９名［医療従事者１名含む］） 
歯科１４２名（会場：６１名、Ｗｅｂ：８１名） 

内 容 
【講演】 

「金属アレルギーと医科歯科連携」 
藤田医科大学ばんたね病院 総合アレルギー科教授 
藤田医科大学医学部 先端アレルギー免疫共同研究講座教授 
藤田医科大学 総合アレルギーセンターセンター長 矢 上 晶 子 氏 

 
○医科歯科連携を更に推進するため、三重県歯科医師会作成の周術期及び骨粗しょう症に

ついての啓発リーフレットを郡市医師会を通じ、県下医療機関へ配付した。また新たに、

抗血栓薬の服用時における啓発リーフレットについても同様に、郡市医師会を通じ、県下

医療機関へ配付した。 
 
（３）地域生涯教育推進事業について

本年度臨床集談会を次の通り県下８地区において開催した。 
◇桑名・いなべ地区 

日 時 令和６年１０月２０日（日） 午後２時～同５時２０分 
場 所 桑名医師会館 
出席者 ２９名 
内 容 
【第１部】 

①非骨折性コンパートメント症候群の２例 
三重北医療センターいなべ総合病院整形外科 山 本 乾 人 氏 他 

②石灰沈着性頸長筋腱炎の治療経験 
青木記念病院整形外科 小 澄 佳 輝 氏 

③後腹膜腔に発生した異所性気管支嚢胞の１例 
もりえい病院外科 増 田 亨 氏 

④当院における鼠径部ヘルニア修復術の治療成績～初発から再発まで安全・確実な修

復を目指して～」 
桑名市総合医療センター外科 水 越 幸 輔 氏 他 

 
【第２部】 

①エタンブトールを含まない薬物療法を中止したことにより病勢改善を来した結節気

管支拡張型肺ＭＡＣ症の１例 
桑名市総合医療センター 呼吸器内科 八 木 昭 彦 氏 

 

②日本医師会生涯教育制度について

日本医師会生涯教育制度は、医師が生涯にわたって自らの知識を広げ技能を磨く為の研修

を効果的に行えるよう実施されており、平成２２年度の要綱改正により、連続した３年間で

単位・カリキュラムコードを合わせて６０単位以上取得する事が認定要件となった。本会に

おいても制度に基づき生涯教育制度の推進について円滑なる実施に努めた。 
なお、平成２８年度より日本医師会の「全国医師会研修管理システム」を用いて講習会等

の単位管理を行う事となり、日本医師会への申告においても郡市医師会の協力を得て同シス

テムで行った。 
令和５年度日本医師会生涯教育制度に基づく本県の単位取得者数（０．５単位以上の単位

を取得した者）は 名（内、日医会員 名）であり、令和５年度の申告を以て「日

医生涯教育認定証」を取得した者は７６名であった。 
日本医師会生涯教育制度に基づく講座として認定された令和６年度の講演会等は６０件

（本会関係３５件含む）であった。 

③日本医師会生涯教育講座について

本年度の日本医師会生涯教育講座は、昨年度同様、第１回は県医師会館で開催し、２会場

（伊勢地区医師会館・尾鷲総合病院）へ遠隔配信し、第２回は四日市医師会館で次の通り開

催した。 
◇第１回（中勢並びに伊賀地区、南勢地区、紀北・紀南地区） 

日 時 令和６年９月２９日（日） 午後２時３０分～同５時 
場 所 ①三重県医師会館（主催会場） 

②伊勢地区医師会館（遠隔配信会場） 
③尾鷲総合病院（遠隔配信会場） 

出席者 ５９名（①三重県医師会館 医師３７名、②伊勢地区医師会館 医師１５名、

③尾鷲総合病院 医師７名） 
 

◇第２回（北勢地区） 
日 時 令和６年１０月５日（土） 午後６時～同８時３０分 
場 所 四日市医師会館 
出席者 ２３名（医師２３名） 
内 容 

① 画像診断の最近の動向とＡＩについて

三重大学理事 佐久間 肇 氏 
② 認知症、フレイル予防の視点で考える難聴対策の有用性

愛知医科大学医学部 
耳鼻咽喉科・頭頸部外科教授（特任） 内 田 育 恵 氏 

 
④医科歯科連携について

○医科歯科連携の一層の推進のため、第５回医科・歯科合同研修会を次の通りＷｅｂ併用

にて開催した。 
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②肝癌に対するトレメリムマブ、デュルバルマブ治療後に劇症１型糖尿病を発症した

１例 
三重北医療センターいなべ総合病院内科 宮 村 陽 二 氏 他 

【特別講演】 
「医療機関における感染症対策～最近の動向～」 

三重大学みえの未来図共創機構 感染症未来社会教育研究センター 
三重大学大学院医学系研究科 感染制御・感染症危機管理学教授 
三重大学医学部附属病院 感染制御部部長 田 辺 正 樹 氏 

 
◇四日市地区 

日 時 令和７年２月２８日（金） 午後７時３０分～同９時 
場 所 Ｗｅｂ配信 
出席者 ３１名 
内 容 
【講演】 

「三重大学の進める医療ＤＸ：ＰＨＲと地域連携推進を中心に」 
三重大学みえの未来図共創機構 地域共創展開センター教授 
三重大学大学院医学系研究科 先進画像診断学講座教授（兼任） 
三重大学医学部附属病院 教授（兼任）医療ＤＸセンター長 

北 川 覚 也 氏 
 

◇鈴鹿・亀山地区 
日 時 令和６年７月１０日（水） 午後７時３０分～同９時 
場 所 鈴鹿市医師会館（Ｗｅｂ併用） 
出席者 ５７名（Ｗｅｂ受講者３９名含む） 
内 容 
【症例検討】 

① 罹患後に器質化肺炎を発症した３例 
鈴鹿回生病院 小 倉 拓 真 氏 他 

②核酸医薬による 型筋ジストロフィーの治療 
国立病院機構鈴鹿病院脳神経内科 久 留 聡 氏 他 

③慢性腎臓病（ＣＫＤ）の医療連携パスについての検討 
村瀬病院 中 西 道 政 氏 他 

④早期消化管腫瘍に対するＥＳＤと偶発症予防のための新規欠損閉鎖法：

 
鈴鹿中央総合病院消化器内科 野 村 達 磨 氏 

⑤糖尿病憎悪が診断契機となった切除可能膵癌の１例 
鈴鹿中央総合病院消化器内科 三 谷 隆 敦 氏 

⑥橈骨遠位端骨折と骨粗鬆症の１例、当院の取り組みの紹介 
鈴鹿回生病院整形外科 小 嶽 和 也 氏 
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⑦病診連携と日帰り手術にて治癒できた大きな臍ヘルニアの１例 
鈴鹿クリニック院長 早 川 弘 輝 氏 

 
◇津・久居一志・三重大学地区 

日 時 令和６年１１月７日（木） 午後７時～同８時 
場 所 津地区医師会館（Ｗｅｂ併用） 
出席者 ２７名（Ｗｅｂ受講者１７名含む） 
内 容 
【講演】 

「末梢血液データの読み方～ここまでわかる！～」 
三重大学医学部附属病院 血液内科准教授・副科長 杉 本 由 香 氏 

 
◇松阪地区 

日 時 令和７年２月１３日（木） 午後６時～同７時 
場 所 フレックスホテル 
出席者 ２３名 
内 容 
【講演】 

「サイバー攻撃への備え～今求められるセキュリティ対策とは～」 
キャノンマーケティングジャパン株式会社 村 佐 忠 則 氏 

 
◇伊勢・志摩地区 

日 時 令和７年１月２７日（月） 午後７時３０分～同９時 
場 所 Ｗｅｂ配信 
出席者 ３５名 
内 容 
【講演】 

①驚くべき進展を遂げたアトピー性皮膚炎の治療 
市立伊勢総合病院皮膚科 中 正 直 氏 

②両手背部に苔癬化局面を呈した症例に漢方薬が奏功した１例 
三重県立志摩病院漢方皮膚科・漢方内科 古 橋 健 彦 氏 

③膵癌早期診断の最前線～病診連携の重要性も含めて～ 
伊勢赤十字病院消化器内科 村 林 桃 士 氏 

 
◇紀北・紀南地区 

日 時 令和７年２月６日（木） 午後７時～同９時 
場 所 尾鷲総合病院 
出席者 １７名 
内 容 
【特別講演】 

②肝癌に対するトレメリムマブ、デュルバルマブ治療後に劇症１型糖尿病を発症した

１例 
三重北医療センターいなべ総合病院内科 宮 村 陽 二 氏 他 

【特別講演】 
「医療機関における感染症対策～最近の動向～」 

三重大学みえの未来図共創機構 感染症未来社会教育研究センター 
三重大学大学院医学系研究科 感染制御・感染症危機管理学教授 
三重大学医学部附属病院 感染制御部部長 田 辺 正 樹 氏 

 
◇四日市地区 

日 時 令和７年２月２８日（金） 午後７時３０分～同９時 
場 所 Ｗｅｂ配信 
出席者 ３１名 
内 容 
【講演】 

「三重大学の進める医療ＤＸ：ＰＨＲと地域連携推進を中心に」 
三重大学みえの未来図共創機構 地域共創展開センター教授 
三重大学大学院医学系研究科 先進画像診断学講座教授（兼任） 
三重大学医学部附属病院 教授（兼任）医療ＤＸセンター長 

北 川 覚 也 氏 
 

◇鈴鹿・亀山地区 
日 時 令和６年７月１０日（水） 午後７時３０分～同９時 
場 所 鈴鹿市医師会館（Ｗｅｂ併用） 
出席者 ５７名（Ｗｅｂ受講者３９名含む） 
内 容 
【症例検討】 

① 罹患後に器質化肺炎を発症した３例 
鈴鹿回生病院 小 倉 拓 真 氏 他 

②核酸医薬による 型筋ジストロフィーの治療 
国立病院機構鈴鹿病院脳神経内科 久 留 聡 氏 他 

③慢性腎臓病（ＣＫＤ）の医療連携パスについての検討 
村瀬病院 中 西 道 政 氏 他 

④早期消化管腫瘍に対するＥＳＤと偶発症予防のための新規欠損閉鎖法：

 
鈴鹿中央総合病院消化器内科 野 村 達 磨 氏 

⑤糖尿病憎悪が診断契機となった切除可能膵癌の１例 
鈴鹿中央総合病院消化器内科 三 谷 隆 敦 氏 

⑥橈骨遠位端骨折と骨粗鬆症の１例、当院の取り組みの紹介 
鈴鹿回生病院整形外科 小 嶽 和 也 氏 
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「見逃してはいませんか？睡眠時無呼吸症候群 野放しにできないわけ」 
尾鷲総合病院院長 幸 治 隆 文 氏 

 
◇伊賀・名賀地区 

日 時 令和６年１０月１７日（木） 午後６時～同８時 
場 所 アスピア（名張産業振興センター） 
出席者 ２６名 
内 容 
【症例検討】 

「感染性心内膜炎の経過中、出血性ショックを来たした症例」 
鈴鹿回生病院腎臓内科 酒 井 唯 梨 氏 

病理解説：三重大学医学部附属病院 
病理診断科 松 井 健 汰 氏 

【特別講演】 
「心不全進展抑制の観点から考える高血圧・新細胞対策」 

三重大学大学院医学系研究科 循環器・腎臓内科学教授 土 肥 薫 氏 
 
（４）医学研究奨励事業について

医学振興のための研究費補助として、本年度応募のあった６件より次の研究課題に対し奨

励金（各３０万円）を交付した。 
【基礎・臨床医学的研究】 

「２型糖尿病における に起因する細菌由来ペプチドを介する細胞老化誘導メカ

ニズムの解明」 
三重大学大学院医学系研究科 代謝内分泌内科学准教授 矢 野 裕 氏 

「３次元形状を用いた形態学的指標による未破裂脳動脈瘤破裂リスクの評価」 
三重中央医療センター 脳神経外科 

広報部長、医療情報部長 石 田 藤 麿 氏 
 
（５）三重県医学会事業について

三重県医学会総会準備打合せ会を次の通り開催した。 
日 時 令和７年１月９日（木） 午後４時１５分～ 
場 所 三重県医師会館 ２階 地域医療委員会室 
出席者 ９名 
内 容 
①令和７年度（第８５回）三重県医学会総会について 

１）開催日時 
２）講演内容 
３）懇親会 

②その他 
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（６）各種学会等連携事業について

◇令和６年度に後援名義使用申請を承諾した研修会等は５１件で以下の通りである。 
〔申請受付順〕 

・高校生のための看護職キャリアデザイン講座「出前授業」 
（令和６年６月１０日～７月１９日、於：県内各高等学校） 
・日本精神科病院協会 日本精神科医学会 学術教育研修会（薬剤師部門） 
（令和６年９月２７日～２８日、於：神宮会館） 
・第２５回三重県超音波研究会 
（令和６年７月７日、於：三重大学医学部） 
・シンポジウム みんなで考える外国につながる子どもの発達障がい  
（令和６年８月２５日、於：アストホール） 
・市民公開講座「予防接種制度を正しく理解し活用しよう」 
（令和６年７月１４日、於：三重県総合文化センター） 
・三重大学医学部軽音楽部第５９回定期演奏会 
（令和６年１０月２６日、於：三重大学 山翠ホール） 
・高校生のための看護職キャリアデザイン講座「一日みかんだい生」 
（令和６年８月６日～７日、於：三重県立看護大学） 
・第２９回三重県歯科保健大会 
（令和６年１１月１０日、於：シンフォニアテクノロジー響ホール伊勢） 
・中日健康フェア  
（令和６年９月２２日～２３日、於：ウインクあいち） 
・がん医療に関する市民公開講座 
（令和６年９月１４日、於：津久居アルスプラザ） 
・ 半泥子のワンダーランド千歳山荘 
（令和６年１１月２１日～２７日、於：三重県総合文化センター） 
・令和６年度三重県委託事業アドバンスケアプランニング推進事業「本人の意向を尊重

した意思決定のための相談員研修会」 
（令和６年８月２５日、於：三重大学医学部 先端医科学教育研究棟） 
・ 年度三重大学緩和ケアセミナー 
（令和６年１０月２４日・令和７年１月２４日、於：三重大学医学部附属病院〔Ｗｅｂ併用〕） 
・松阪中央総合病院 緩和ケア研修会 
（令和６年９月２３日、於：松阪中央総合病院） 
・第３２回三重県学校保健学会総会 
（令和６年１１月２３日、於：アスト津） 
・「救急の日・救急医療週間」講演会 
（令和６年９月１２日、於：ａｄｓホール〔名張市青少年センター〕） 
・第１回三重県感染対策支援ネットワーク研修会 
（令和６年９月８日、於：Ｗｅｂ配信） 
・みえライフイノベーションシンポジウム 
（令和６年１０月２２日、於：アスト津） 

「見逃してはいませんか？睡眠時無呼吸症候群 野放しにできないわけ」 
尾鷲総合病院院長 幸 治 隆 文 氏 

 
◇伊賀・名賀地区 

日 時 令和６年１０月１７日（木） 午後６時～同８時 
場 所 アスピア（名張産業振興センター） 
出席者 ２６名 
内 容 
【症例検討】 

「感染性心内膜炎の経過中、出血性ショックを来たした症例」 
鈴鹿回生病院腎臓内科 酒 井 唯 梨 氏 

病理解説：三重大学医学部附属病院 
病理診断科 松 井 健 汰 氏 

【特別講演】 
「心不全進展抑制の観点から考える高血圧・新細胞対策」 

三重大学大学院医学系研究科 循環器・腎臓内科学教授 土 肥 薫 氏 
 
（４）医学研究奨励事業について

医学振興のための研究費補助として、本年度応募のあった６件より次の研究課題に対し奨

励金（各３０万円）を交付した。 
【基礎・臨床医学的研究】 

「２型糖尿病における に起因する細菌由来ペプチドを介する細胞老化誘導メカ

ニズムの解明」 
三重大学大学院医学系研究科 代謝内分泌内科学准教授 矢 野 裕 氏 

「３次元形状を用いた形態学的指標による未破裂脳動脈瘤破裂リスクの評価」 
三重中央医療センター 脳神経外科 

広報部長、医療情報部長 石 田 藤 麿 氏 
 
（５）三重県医学会事業について

三重県医学会総会準備打合せ会を次の通り開催した。 
日 時 令和７年１月９日（木） 午後４時１５分～ 
場 所 三重県医師会館 ２階 地域医療委員会室 
出席者 ９名 
内 容 
①令和７年度（第８５回）三重県医学会総会について 

１）開催日時 
２）講演内容 
３）懇親会 

②その他 
 

―48―



・第４５回三家連精神保健福祉研修会 
（令和６年１０月３１日、於：柿安シティホール） 
・済生会松阪総合病院 緩和ケア研修会 
（令和６年１２月１４日、於：済生会松阪総合病院） 
・みえ福祉用具フォーラム  
（令和６年１１月２２日、於：三重県身体障害者総合福祉センター） 
・第１０回東海三県小児在宅医療研究会 
（令和７年１月２６日、於：じゅうろくプラザ〔岐阜県〕） 
・三重県感染対策支援ネットワークＡＭＲ研修会 
（第１回：令和６年１１月２６日、第２回：令和６年１２月１７日、於：Ｗｅｂ配信） 
・第１９回三重中勢緩和ケア研究会〔第４９回七栗緩和ケアセミナー〕 
（令和６年１０月２６日、於：Ｗｅｂ配信） 
・日本介護支援専門員協会東海ブロック研修会 三重 
（令和７年２月１１日、於：アストホール） 
・第１４回伊勢地区医師会脳卒中・認知症市民公開講座 
（令和６年１１月１７日、伊勢市ハートプラザみその） 
・ 年度肝がん撲滅運動記念講演会 市民公開講座 
（令和６年１０月２０日、於：三重大学医学部 臨床第２講義室〔Ｗｅｂ併用〕） 
・三重県臨床検査技師会 全国「検査と健康展」 
（令和６年１１月１７日、於：鈴鹿医療科学大学 千代崎キャンパス） 
・鈴鹿中央総合病院 緩和ケア研修会 
（令和６年１１月２日、於：鈴鹿中央総合病院） 
・地域住民向け在宅医療普及啓発事業講演会 
（令和６年１２月７日、於：ヒルホテルサンピア伊賀） 
・三重大学医学部附属病院総合がん治療センター主催 第４回市民公開講座 
（令和７年３月１日、於：三重県総合文化センター） 
・外国人患者対応セミナー 
（令和６年１２月７日、於：Ｗｅｂ配信） 
・第３５回三重県理学療法学会 
（令和７年３月２日、於：鈴鹿医療科学大学 千代崎キャンパス） 
・三重県慢性腎臓病対策 県民公開講座 
（令和７年２月２３日、於：鈴鹿市文化会館） 
・第２回三重県感染対策支援ネットワーク研修会 
（令和７年１月２１日、於：Ｗｅｂ配信） 
・結核医療従事者研修会 
（第１回：令和６年１２月１１日、第２回：令和７年２月２６日、於：三重中央医療セ

ンター） 
・三重大学医学部附属病院  リウマチ・膠原病センター市民公開講座「ここまででき

る！リウマチ膠原病の治療」 
（令和７年３月９日、於：津リージョンプラザ お城ホール） 
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・第３２回三重県スポーツ医・科学セミナー兼三重県スポーツ指導者研修会 
（令和７年１月２３日、於：三重県総合文化センター） 
・松阪中央総合病院 市民公開講座 
（令和７年３月２２日、於：フレックスホテル） 
・第３５回三重県作業療法学会 
（令和７年３月９日、於：三重県総合文化センター） 
・「本人の意向を尊重した意思決定のための研修会（ ）在宅医療・介護従事者版」 
（令和７年３月２日、於：三重大学医学部附属病院 外来棟） 
・「本人の意向を尊重した意思決定のための研修会（ ）基本版」 
（令和７年３月８日、於：三重大学医学部 先端医科学教育研究棟） 
・第１７回市民健康講座 
（令和７年３月２２日、於：三重北医療センターいなべ総合病院） 
・伊勢地区医師会 糖尿病市民公開講座 
（令和７年３月９日、伊勢市生涯学習センターいせトピア） 
・第４２回糖尿病 ･ 賢島セミナー 
（令和７年８月３０日～３１日、於：志摩観光ホテル ザ クラシック） 
・第５０回七栗緩和ケアセミナー 
（令和７年３月１日、於：Ｗｅｂ配信） 
・三重県透析連携講演会 
（令和７年３月６日、於：済生会松阪総合病院） 
・令和７年度看護の日・看護週間事業「みえ看護フェスタ 」 
（令和７年５月１０日、於：三重県総合文化センター男女共同参画センター「フレンテ

みえ」） 
・第７３回公益社団法人日本ソーシャルワーカー協会全国大会（三重大会）及び第４５

回日本医療社会事業学会 
（令和７年６月２１日～２２日、於：三重県総合文化センター） 
・健康啓発研修 ヘルスアップ事業「元気づくり体験」 
（令和７年７月１日～令和８年２月２６日、於：グリーンパーク津、計５回） 
・リビングウイル懇話会 四日市 
（令和７年５月１８日、於：四日市市文化会館） 
 

◇令和６年度に助成した事業は以下の通りである。 
・医学研究助成金への助成〔公益財団法人三重医学研究振興会〕 

 
（７）医療保険関係事業について

①社会保険医療制度・指導等関係について

○本年度の社会保険医療担当者に対する集団指導は、三重県と共催のもと県下６地区にお

いて次の通り実施した。 
◇伊賀・名賀医師会地区 

日 時 令和６年８月１日（木） 午後２時３０分～ 

・第４５回三家連精神保健福祉研修会 
（令和６年１０月３１日、於：柿安シティホール） 
・済生会松阪総合病院 緩和ケア研修会 
（令和６年１２月１４日、於：済生会松阪総合病院） 
・みえ福祉用具フォーラム  
（令和６年１１月２２日、於：三重県身体障害者総合福祉センター） 
・第１０回東海三県小児在宅医療研究会 
（令和７年１月２６日、於：じゅうろくプラザ〔岐阜県〕） 
・三重県感染対策支援ネットワークＡＭＲ研修会 
（第１回：令和６年１１月２６日、第２回：令和６年１２月１７日、於：Ｗｅｂ配信） 
・第１９回三重中勢緩和ケア研究会〔第４９回七栗緩和ケアセミナー〕 
（令和６年１０月２６日、於：Ｗｅｂ配信） 
・日本介護支援専門員協会東海ブロック研修会 三重 
（令和７年２月１１日、於：アストホール） 
・第１４回伊勢地区医師会脳卒中・認知症市民公開講座 
（令和６年１１月１７日、伊勢市ハートプラザみその） 
・ 年度肝がん撲滅運動記念講演会 市民公開講座 
（令和６年１０月２０日、於：三重大学医学部 臨床第２講義室〔Ｗｅｂ併用〕） 
・三重県臨床検査技師会 全国「検査と健康展」 
（令和６年１１月１７日、於：鈴鹿医療科学大学 千代崎キャンパス） 
・鈴鹿中央総合病院 緩和ケア研修会 
（令和６年１１月２日、於：鈴鹿中央総合病院） 
・地域住民向け在宅医療普及啓発事業講演会 
（令和６年１２月７日、於：ヒルホテルサンピア伊賀） 
・三重大学医学部附属病院総合がん治療センター主催 第４回市民公開講座 
（令和７年３月１日、於：三重県総合文化センター） 
・外国人患者対応セミナー 
（令和６年１２月７日、於：Ｗｅｂ配信） 
・第３５回三重県理学療法学会 
（令和７年３月２日、於：鈴鹿医療科学大学 千代崎キャンパス） 
・三重県慢性腎臓病対策 県民公開講座 
（令和７年２月２３日、於：鈴鹿市文化会館） 
・第２回三重県感染対策支援ネットワーク研修会 
（令和７年１月２１日、於：Ｗｅｂ配信） 
・結核医療従事者研修会 
（第１回：令和６年１２月１１日、第２回：令和７年２月２６日、於：三重中央医療セ

ンター） 
・三重大学医学部附属病院  リウマチ・膠原病センター市民公開講座「ここまででき

る！リウマチ膠原病の治療」 
（令和７年３月９日、於：津リージョンプラザ お城ホール） 
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場 所 伊賀市文化会館 さまざまホール 
出席者 ２２１名（伊賀１２４名、名賀９７名） 
 

◇桑名・いなべ・四日市医師会地区 
日 時 令和６年９月５日（木） 午後２時３０分～ 
場 所 四日市市文化会館 第１ホール 
出席者 ４１５名（桑名１２１名、いなべ４０名、四日市２５４名） 
 

◇伊勢地区・志摩医師会地区 
日 時 令和６年９月１９日（木） 午後２時３０分～ 
場 所 伊勢市生涯学習センター いせトピア 
出席者 ２３６名（伊勢地区１６２名、志摩７４名） 
 

◇松阪地区医師会地区 
日 時 令和６年１０月１７日（木） 午後２時～ 
場 所 フレックスホテル 
出席者 ２０２名 
 

◇鈴鹿市・亀山・津地区・久居一志地区・三重大学医師会地区 
日 時 令和６年１０月３１日（木） 午後２時～ 
場 所 三重県総合文化センター 大ホール 
出席者 ４７１名（鈴鹿市１５３名、亀山３１名、津地区２１２名、 

久居一志地区７３名、三重大学２名） 
 

◇紀北・紀南医師会地区 
日 時 令和６年１２月５日（木） 午後２時～ 
場 所 尾鷲市民文化会館 大ホール 
出席者 ９１名（紀北４２名、紀南４９名） 

 
○社会保険医療担当者の集団的個別指導は、令和６年１１月７日（木）三重県総合文化セ

ンター小ホールにおいて１部を東海北陸厚生局三重事務所・三重県医療保健部国民健康保

険課、２部を本会が実施した。 
 

○新規登録保険医療機関集団指導、新規登録保険医集団指導及び指定更新時集団指導は、

ｅラーニングにより実施された。 
 

○診療報酬改定に関する郡市医師会保険担当理事連絡協議会は次の通りＷｅｂ併用にて開

催した。 
日 時 令和６年５月９日（木） 午後４時３０分～ 
場 所 三重県医師会館 ２階 中会議室 
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内 容 
（１）令和６年度診療報酬改定について 

 
○都道府県医師会社会保険担当理事連絡協議会は次の通りＷｅｂにて開催され、本会担当

理事が出席した。 
日 時 令和６年６月６日（木） 午後１時３０分～同２時３０分 
場 所 各県医師会館（Ｗｅｂ方式） 
内 容 

（１）令和６年度診療報酬改定について 
・医療ＤＸ推進体制整備加算の算定要件について 
・ベースアップ評価料について 

 
○保険診療の適正化と円滑な運営をはかるため、関係当局・同団体とは絶えず協議を行い、

適正な保険診療の推進に努めた。 
 

○本年度の中部医師会連合社会保険特別委員会は次の通り開催され、本会から委員が出席

した。 
【第１回】 
日 時 令和６年８月３日（土） 午後２時～同４時 
場 所 各県医師会館（Ｗｅｂ会議） 
内 容 

協議事項 
①各県の指導・監査等の状況、本年度の予定について 
②令和６年度の集団指導（厚生局主催）及び集団指導（医師会主催）の実施方法等に

ついて 
③令和６年度診療報酬改定における検討項目について 
④各県におけるベースアップ評価料算定届け出に係る対応について（静岡県） 
⑤東海北陸地方社会保険医療協議会の各県部会における保険医療機関等の新規指定に

関して（静岡県） 
⑥向精神薬の多重受診者への各県の対応状況について（静岡県） 
⑦中部医師会連合第２回社会保険特別委員会〔９月８日（日）〕の協議事項について 
⑧その他 

 
【第２回】 
日 時 令和６年９月８日（日） 午後１時３０分～同３時３０分 
場 所 名古屋マリオットアソシアホテル アイリス 
内 容 

協議事項 
①令和６年度診療報酬改定における検討項目について 
②各県におけるベースアップ評価料算定届け出に係る対応について 

場 所 伊賀市文化会館 さまざまホール 
出席者 ２２１名（伊賀１２４名、名賀９７名） 
 

◇桑名・いなべ・四日市医師会地区 
日 時 令和６年９月５日（木） 午後２時３０分～ 
場 所 四日市市文化会館 第１ホール 
出席者 ４１５名（桑名１２１名、いなべ４０名、四日市２５４名） 
 

◇伊勢地区・志摩医師会地区 
日 時 令和６年９月１９日（木） 午後２時３０分～ 
場 所 伊勢市生涯学習センター いせトピア 
出席者 ２３６名（伊勢地区１６２名、志摩７４名） 
 

◇松阪地区医師会地区 
日 時 令和６年１０月１７日（木） 午後２時～ 
場 所 フレックスホテル 
出席者 ２０２名 
 

◇鈴鹿市・亀山・津地区・久居一志地区・三重大学医師会地区 
日 時 令和６年１０月３１日（木） 午後２時～ 
場 所 三重県総合文化センター 大ホール 
出席者 ４７１名（鈴鹿市１５３名、亀山３１名、津地区２１２名、 

久居一志地区７３名、三重大学２名） 
 

◇紀北・紀南医師会地区 
日 時 令和６年１２月５日（木） 午後２時～ 
場 所 尾鷲市民文化会館 大ホール 
出席者 ９１名（紀北４２名、紀南４９名） 

 
○社会保険医療担当者の集団的個別指導は、令和６年１１月７日（木）三重県総合文化セ

ンター小ホールにおいて１部を東海北陸厚生局三重事務所・三重県医療保健部国民健康保

険課、２部を本会が実施した。 
 

○新規登録保険医療機関集団指導、新規登録保険医集団指導及び指定更新時集団指導は、

ｅラーニングにより実施された。 
 

○診療報酬改定に関する郡市医師会保険担当理事連絡協議会は次の通りＷｅｂ併用にて開

催した。 
日 時 令和６年５月９日（木） 午後４時３０分～ 
場 所 三重県医師会館 ２階 中会議室 
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③東海北陸地方社会保険医療協議会の各県部会における保険医療機関等の新規指定に

関して 
④向精神薬の多重受診者への各県の対応状況について 
⑤令和６年度中部医師会連合委員総会〔１１月１６日（土）〕について 
⑥その他 

②後期高齢者医療制度について

後期高齢者医療制度が円滑に運営されるよう三重県後期高齢者医療広域連合運営協議会に

本会代表が参画し、高齢者医療に係る諸問題について検討を行った。 
また、後期高齢者に対する後期高齢者健診についても、特定健診と同様に協力した。 

 
（８）労災・自賠責医療諸対策事業について

○本年度の労災・自動車保険対策委員会を次の通り開催した。 
日 時 令和６年４月４日（木） 午後２時～ 
報告並びに協議事項 

①令和６年度労災医療研修会（８月３１日〈土〉【予定】）の開催について 
内容説明し、参加を呼びかけた。 

②令和６年度自賠責保険研修会（８月３１日〈土〉【予定】）の開催について 
内容説明し、参加を呼びかけた。 

③労災診療費算定基準の一部改定について 
④自賠責保険の諸問題について 
⑤その他 

 
○労災保険情報センター（ＲＩＣ）とは絶えず連携を図り、センター事業の円滑なる運営

に協力するとともに、労災医療研修会を次の通り開催した。また、本年度は自賠責保険研

修会も同日開催した。 
日 時 令和６年９月２１日（土） 午後１時３０分～ 
場 所 三重県医師会館 ２階 大ホール 
出席者 １２６名（医師１９名、医事担当者１０７名）

内 容

①労災診療費請求書審査に係る留意点について

（講 師）三重労働局労災保険療養補償審査会会長 片 岡 紀 和 氏

②労災診療費算定基準の一部改定について

（講 師）三重労働局労災医療指導監査官 中 村 重 昭 氏

③講演「労災事故による上下肢外傷～挫滅・切断を中心に～」

（講 師）市立伊勢総合病院名誉院長 原 隆 久 氏 
④労災診療費算定実務講座

三重労働局担当者
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⑤自賠責保険損害調査のしくみ

（講 師）損害保険料率算出機構

四日市自賠責損害調査事務所所長 宮 澤 昌 道 氏

⑥労災保険情報センターより事業紹介

（講 師）労災保険情報センター労災医療部支援課 堺 谷 健 治 氏

○都道府県医師会自賠責保険担当理事連絡協議会は次の通りＷｅｂにて開催され、本会担

当理事が出席した。

日 時 令和６年１０月１１日（金） 午後１時～同２時

場 所 各県医師会館（Ｗｅｂ方式）

内 容

①連絡協議会の趣旨など

日本医師会常任理事 細 川 秀 一 氏

②新基準（自賠責保険診療報酬基準案）の普及に向けた 年度の取組みについて

日本損害保険協会／損害保険料率算出機構

（９）医療事故対策事業について

○本年度の医療事故・医事紛争防止対策講演会を次の通り開催した。 
日 時 令和６年１２月１日（日） 午後１時３０分～同４時 
場 所 三重県医師会館 ２階 大ホール 
出席者 ４４名 
内 容 

①医療安全：最近の事例から【専門医共通講習―医療安全】 
三重大学医学部附属病院 副病院長 

医療安全管理部長・教授 兼 児 敏 浩 氏 
②画像の見落としと穿刺時の神経損傷 

三重県医師会顧問弁護士 
弁護士法人河内法律事務所 山 村 豊 弘 氏 

松 本 啓 太 氏 
 
○本年度の都道府県医師会医事紛争担当理事連絡協議会は、次の通りＷｅｂにて開催され、

本会より担当理事が参加した。 
日 時 令和６年１２月５日（木） 午後１時３０分～同４時 
内 容 

①日本医師会医師賠償責任保険の運営に関する経過報告 
②講演１「鉄剤の血管外漏出による色素沈着」 

医賠責調査委員会委員 
東邦大学医療センター大橋病院皮膚科 向 井 秀 樹 氏 

③講演２「生殖補助医療における医事紛争」 
医賠責調査委員会副委員長／東京都医師会理事 落 合 和 彦 氏 

③東海北陸地方社会保険医療協議会の各県部会における保険医療機関等の新規指定に

関して 
④向精神薬の多重受診者への各県の対応状況について 
⑤令和６年度中部医師会連合委員総会〔１１月１６日（土）〕について 
⑥その他 

②後期高齢者医療制度について

後期高齢者医療制度が円滑に運営されるよう三重県後期高齢者医療広域連合運営協議会に

本会代表が参画し、高齢者医療に係る諸問題について検討を行った。 
また、後期高齢者に対する後期高齢者健診についても、特定健診と同様に協力した。 

 
（８）労災・自賠責医療諸対策事業について

○本年度の労災・自動車保険対策委員会を次の通り開催した。 
日 時 令和６年４月４日（木） 午後２時～ 
報告並びに協議事項 

①令和６年度労災医療研修会（８月３１日〈土〉【予定】）の開催について 
内容説明し、参加を呼びかけた。 

②令和６年度自賠責保険研修会（８月３１日〈土〉【予定】）の開催について 
内容説明し、参加を呼びかけた。 

③労災診療費算定基準の一部改定について 
④自賠責保険の諸問題について 
⑤その他 

 
○労災保険情報センター（ＲＩＣ）とは絶えず連携を図り、センター事業の円滑なる運営

に協力するとともに、労災医療研修会を次の通り開催した。また、本年度は自賠責保険研

修会も同日開催した。 
日 時 令和６年９月２１日（土） 午後１時３０分～ 
場 所 三重県医師会館 ２階 大ホール 
出席者 １２６名（医師１９名、医事担当者１０７名）

内 容

①労災診療費請求書審査に係る留意点について

（講 師）三重労働局労災保険療養補償審査会会長 片 岡 紀 和 氏

②労災診療費算定基準の一部改定について

（講 師）三重労働局労災医療指導監査官 中 村 重 昭 氏

③講演「労災事故による上下肢外傷～挫滅・切断を中心に～」

（講 師）市立伊勢総合病院名誉院長 原 隆 久 氏 
④労災診療費算定実務講座

三重労働局担当者
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④講演３「賠償責任論に関する法的整理」 
医賠責調査委員会委員／日本医師会参与 木 﨑 孝 氏 

⑤都道府県医師会からの質問・要望事項 
 

○本年度の医療事故調査制度に係る「支援団体統括者セミナー」は、次の通りＷｅｂにて

開催され、本会より担当理事が参加した。 
日 時 令和７年２月９日（日） 午後１時～同４時 
テーマ 支援団体としての具体的な支援の在り方について 
内 容 

①グループ討議に入る前のイントロダクション・講義 
②討議テーマ①「医療事故報告における判断への支援について」 
③討議テーマ②「初期対応への支援について」 
④討議テーマ③「調査報告書作成への支援について」 
⑤全体まとめ 

 
○本年度の三重県医療事故調査等支援団体連絡協議会を次の通り開催した。 

日 時 令和７年２月１３日（木） 午後１時３０分～同２時３０分 
場 所 三重県医師会館 ４階 代議員会室 
出席者 ３７名 
内 容 

①特別講義『医療事故調査制度の最近の話題』 
三重大学医学部附属病院 副病院長 

医療安全管理部長・教授 兼 児 敏 浩 氏 
②令和６年度の支援事例について 

 
○本年度の医療事故対策委員会及び医療事故対策委員会小委員会を次の通り開催した。 

【医療事故対策委員会】 
日 時 令和７年３月６日（土） 午後４時３０分～同５時４０分 
場 所 三重県医師会館 ２階 中会議室 
出席者 ２０名 
内 容 

①委員長、副委員長の選出について 
委員長に馬岡 晋会長、副委員長に片岡紀和常任理事が、それぞれ選出された。 

②令和６年度付託事案について 
本会へ付託された７件の進捗状況について、担当弁護士より報告された。 

③令和６年度解決事案について 
解決した１０件について、担当弁護士より報告された。 

 
【医療事故対策委員会小委員会】 

本年度は７回開催し、それぞれ検討された。 
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（ ）勤務医等対策事業について

①病院並びに勤務医関係について

病床整備等の問題点について三重県医療審議会等に本会代表が参画し、協議・検討を行っ

た。また、三重県病院協会との緊密な連携に努めた。

○本年度の都道府県医師会勤務医担当理事連絡協議会に次の通りＷｅｂにて出席した。 
日 時 令和６年５月１７日（金） 午後２時～同４時 
内 容  

①全国医師会勤務医部会連絡協議会について 
②大規模災害と勤務医 
③若手医師の期待に応える医師会の姿 

○本年度の全国医師会勤務医部会連絡協議会に次の通り出席した。 
日 時 令和６年１０月２６日（土） 午前１０時～ 
場 所 ホテル日航福岡 
内 容 メインテーマ「勤務医の声を医師会へ、そして国へ ～医師会の組織力が医

療を守る～」 
特別講演Ⅰ 

「医師会のさらなる組織強化に向けて」 
日本医師会長 松 本 吉 郎 氏 

特別講演Ⅱ 
「 年を目前に考える 地域医療構想のこれまでとこれから」 

厚生労働省医政局医療安全推進・医療指導室長 松 本 晴 樹 氏 
新潟県福祉保健部長 中 村 洋 心 氏

報告 
日本医師会勤務医委員会報告 

日本医師会勤務医委員会委員長 一 宮 仁 氏 
特別講演Ⅲ 

「医局改革大作戦―いかに新入医局員を５倍に増やしたか―」 
名古屋市立大学整形外科主任教授 村 上 英 樹 氏 

シンポジウム共通テーマ『組織力強化に向けた勤務医の意見集約と実現』 
シンポジウムⅠ 

「様々な立場からの声」 
①「大学病院改革と医師会」 

久留米大学病院長 野 村 政 壽 氏 
②「基幹病院の抱える問題とその対策」 

九州医療センター広域災害・救命救急センター長 野 田 英一郎 氏

③「へき地診療所の運営とへき地医療に携わる医師に求められる支援」

飯塚市立病院内科 長 澤 滋 裕 氏

④講演３「賠償責任論に関する法的整理」 
医賠責調査委員会委員／日本医師会参与 木 﨑 孝 氏 

⑤都道府県医師会からの質問・要望事項 
 

○本年度の医療事故調査制度に係る「支援団体統括者セミナー」は、次の通りＷｅｂにて

開催され、本会より担当理事が参加した。 
日 時 令和７年２月９日（日） 午後１時～同４時 
テーマ 支援団体としての具体的な支援の在り方について 
内 容 

①グループ討議に入る前のイントロダクション・講義 
②討議テーマ①「医療事故報告における判断への支援について」 
③討議テーマ②「初期対応への支援について」 
④討議テーマ③「調査報告書作成への支援について」 
⑤全体まとめ 

 
○本年度の三重県医療事故調査等支援団体連絡協議会を次の通り開催した。 

日 時 令和７年２月１３日（木） 午後１時３０分～同２時３０分 
場 所 三重県医師会館 ４階 代議員会室 
出席者 ３７名 
内 容 

①特別講義『医療事故調査制度の最近の話題』 
三重大学医学部附属病院 副病院長 

医療安全管理部長・教授 兼 児 敏 浩 氏 
②令和６年度の支援事例について 

 
○本年度の医療事故対策委員会及び医療事故対策委員会小委員会を次の通り開催した。 

【医療事故対策委員会】 
日 時 令和７年３月６日（土） 午後４時３０分～同５時４０分 
場 所 三重県医師会館 ２階 中会議室 
出席者 ２０名 
内 容 

①委員長、副委員長の選出について 
委員長に馬岡 晋会長、副委員長に片岡紀和常任理事が、それぞれ選出された。 

②令和６年度付託事案について 
本会へ付託された７件の進捗状況について、担当弁護士より報告された。 

③令和６年度解決事案について 
解決した１０件について、担当弁護士より報告された。 

 
【医療事故対策委員会小委員会】 

本年度は７回開催し、それぞれ検討された。 
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④「日本とドイツの医療現場で感じたこと。全ての医師にとって働きやすい環境

とは？」 
日本医師会ジュニアドクターズネットワーク国際担当役員

帝京大学医学部附属病院循環器内科 岡 本 真 希 氏

シンポジウムⅡ 
「働きたい病院：組織改革と業務改善」 

①「統合による病院内の変化、地域医療の変化―乗り越えるべき問題は多いが、

明るい未来も見えてくる―」 
中東遠総合医療センター院長 宮 地 正 彦 氏 

②「医療ＤＸの考え方」 
九州大学医学部医療情報学講座情報学分野教授 中 島 直 樹 氏

③「働き方改革で揺れる周産期母子医療センター」

小倉医療センター産婦人科部長 川 上 浩 介 氏

④「働きたい職場をめざして」 
福岡県医師会理事・ 久留米総合病院名誉院長 田 中 眞 紀 氏

ふくおか宣言採択

福岡県医師会副会長 一 宮 仁 氏

 
○研修医との交流会を次の通り開催した。

日 時 令和６年１２月１４日（土） 午後３時～同６時３０分

場 所 ホテルグリーンパーク津

出席者 １１０名（研修医５７名、その他５３名）

内 容

①医師会についてわかっていただくために

日本医師会副会長 釜 萢 敏 氏

②未来の三重の医療を担う研修医の皆さんへ

三重県知事 一 見 勝 之 氏

③ＭＭＣ三重卒後研修医学会最優秀演題 講演・表彰式・記念撮影

・「子宮内膜症による虫垂重積症の一例」

四日市羽津医療センター 宮 尾 ま な 氏

・「肺塞栓症に頭蓋内出血を合併し ® を用いて凝固管理を行った１例」

三重大学医学部附属病院 村 田 直 樹 氏

・「 による治療経過中に好酸球増多を伴い、 で治療し得た

症候群の１例」

桑名市総合医療センター 磯 部 太 一 氏

・「変動する眼球運動障害を呈した中脳 の一例」

鈴鹿回生病院 一 色 美 沙 氏

・「高度内反尖足変形に対して、 を用いて治療を行っ

た一例」

鈴鹿回生病院 金 児 若 奈 氏
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○本年度病院協会との懇談会を次の通り開催した。 
日 時 令和７年１月１６日（木） 午後５時３０分～ 
場 所 はま作

内 容

①新興感染症に対する医療提供体制調整業務への補助について

②組織強化について

③新たな地域医療構想に関する件について 

②男女共同参画推進について

○第１８回男女共同参画フォーラムに本会の担当が出席した。 
日 時 令和６年４月２７日（土） 午後２時～ 
場 所 ＪＲホテルクレメント高松 ３階 飛天

内 容  
メインテーマ：「超高齢社会に向けての男女共同参画～人生１００年時代における多

様な医師の働き方～」 
【基調講演】 

「女性医師を取り巻く諸問題」 
香川大学イノベーションデザイン研究所所長 筧 善 行 氏 

「フェムテック企業のワークライフバランスの取り組み」 
メロディ・インターナショナル株式会社代表取締役 尾 形 優 子 氏 

【報告】 
①日本医師会男女共同参画委員会 

日本医師会男女共同参画委員会委員長 小 泉 ひろみ 氏 
②日本医師会女性医師支援センター事業 

日本医師会常任理事 神 村 裕 子 氏 
【シンポジウム】 

①「若手総合診療医が取り組む次世代の在宅医療」

医療法人社団慈風会在宅診療敬二郎クリニック院長 西 信 俊 宏 氏

②「大学病院勤務医の役割と課題」

香川大学医学部総合診療医学講座講師 石 川 かおり 氏

③「眼科医生活６３年を経て今思うこと、伝えたいこと～超高齢社会に向けて～」

大内胃腸科眼科医院副院長 大 内 通 江 氏

 
○女性医師支援・ドクターバンク連携中部ブロック会議は次の通り開催され、本会から担

当理事が出席した。 
日 時 令和６年１１月１７日（日） 午後１時～同３時 
場 所 ホテル日航金沢 ４階 鶴の間 
内 容

①日本医師会女性医師支援センターからの取組・報告事項について

②各県における女性医師支援事業およびドクターバンク事業の取組・報告について

④「日本とドイツの医療現場で感じたこと。全ての医師にとって働きやすい環境

とは？」 
日本医師会ジュニアドクターズネットワーク国際担当役員

帝京大学医学部附属病院循環器内科 岡 本 真 希 氏

シンポジウムⅡ 
「働きたい病院：組織改革と業務改善」 

①「統合による病院内の変化、地域医療の変化―乗り越えるべき問題は多いが、

明るい未来も見えてくる―」 
中東遠総合医療センター院長 宮 地 正 彦 氏 

②「医療ＤＸの考え方」 
九州大学医学部医療情報学講座情報学分野教授 中 島 直 樹 氏

③「働き方改革で揺れる周産期母子医療センター」

小倉医療センター産婦人科部長 川 上 浩 介 氏

④「働きたい職場をめざして」 
福岡県医師会理事・ 久留米総合病院名誉院長 田 中 眞 紀 氏

ふくおか宣言採択

福岡県医師会副会長 一 宮 仁 氏

 
○研修医との交流会を次の通り開催した。

日 時 令和６年１２月１４日（土） 午後３時～同６時３０分

場 所 ホテルグリーンパーク津

出席者 １１０名（研修医５７名、その他５３名）

内 容

①医師会についてわかっていただくために

日本医師会副会長 釜 萢 敏 氏

②未来の三重の医療を担う研修医の皆さんへ

三重県知事 一 見 勝 之 氏

③ＭＭＣ三重卒後研修医学会最優秀演題 講演・表彰式・記念撮影

・「子宮内膜症による虫垂重積症の一例」

四日市羽津医療センター 宮 尾 ま な 氏

・「肺塞栓症に頭蓋内出血を合併し ® を用いて凝固管理を行った１例」

三重大学医学部附属病院 村 田 直 樹 氏

・「 による治療経過中に好酸球増多を伴い、 で治療し得た

症候群の１例」

桑名市総合医療センター 磯 部 太 一 氏

・「変動する眼球運動障害を呈した中脳 の一例」

鈴鹿回生病院 一 色 美 沙 氏

・「高度内反尖足変形に対して、 を用いて治療を行っ

た一例」

鈴鹿回生病院 金 児 若 奈 氏
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③情報交換および問題提起

・働き方改革施行を受けて－特に、女性医師にとっての働き方改革－

④令和７年度開催担当県について

○医学生・研修医等をサポートするための会を次の通り開催した。

日 時 令和６年１１月２７日（水） 午後６時１５分～同８時

場 所 三重大学医学部附属病院 外来棟５階ホール

出席者 ４８名（男性２６名・女性２２名）

内 容

リアル・ワールドカフェ

男女不問！医学生・研修医・若手医師なんでも言って委員会！？

基調発言「ＤＥＩ 若手医療人の活躍を応援する新

たなチカラ」

三重大学大学院医学系研究科基礎系講座分子生理学分野 教授 坂 東 泰 子 氏

テーマ１「キャリアとライフイベント」 水 野 成 氏

廣 田 有 美 氏

テーマ２「地域枠医師の社会貢献」 奥 西 有 希 氏

テーマ３「アカデミックキャリア＆クリニカルプラクティスの両立」

井 上 知 紗 氏

③卒後臨床研修関係について

本会は、三重県医療保健部やＭＭＣ（三重メディカルコンプレックス）と連携し、三重大学医

学部附属病院研修管理委員会並びに三重県地域医療対策協議会医師派遣検討部会に本会代表者が

出席した。これにより、県内の臨床研修の円滑な実施を支援し、研修医が実践的な経験を積める

ような環境づくりを推進した。また、医療人材の確保および育成を強化するため、研修プログラ

ムの充実を図り、地域医療の発展に貢献した。

④三重県医療勤務環境改善支援センターについて

平成２６年８月、三重県・労働局からの委託を受け、本会が「三重県医療勤務環境改善支

援センター」を開所し、今年度も引き続き、労務管理支援と医業支援を併せて本会が委託実

施した。また平成２７年度に三重県知事の発案により創設された県の公的な位置づけによる

『女性が働きやすい医療機関』認証制度についても、当センター事業の一つとして、実施し

た。

センターの主な業務として、（１）運営協議会の開催、（２）勤務環境改善マネジメントシ

ステム導入支援のための講習会の開催、（３）医療労務管理のアドバイザー配置、（４）普及

啓発事業、（５）『女性が働きやすい医療機関』認証制度事業等を下記の通り実施した。

（１）三重県医療勤務環境改善支援センター運営協議会（２回）の開催

◇第１回

日 時 令和６年８月２２日（木） 午後２時～
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場 所 三重県医師会館  
報告並びに協議事項 

①令和５年度三重県医療勤務環境改善支援センター事業報告について 
②令和６年度三重県医療勤務環境改善支援センター事業について 

 
◇第２回

日 時 令和７年３月２７日（木） 午後２時～

場 所 三重県医師会館 
報告並びに協議事項 

①令和６年度三重県医療勤務環境改善支援センター事業報告について 
②令和７年度三重県医療勤務環境改善支援センター事業について 

 
（２）実務者セミナー（１回）・勤務環境改善マネジメントシステム導入支援のためのセミ

ナー（２回）【Ｗｅｂ併用】の開催 
○実務者セミナー（県内医療機関の管理者、労務管理の責任者・担当者等を対象）

日 時 令和６年８月２７日（火） 午後１時３０分～同３時３０分

場 所 三重県医師会館 ２階 大ホール 
参加者 ５２名 
内 容  
（ ）医師の働き方改革と医療機関の立入検査について 

三重県医療保健部医療政策課 
主幹兼係長 宮 本 真 氏 

（ ）①宿日直許可取得後の労務管理等について 
三重労働局労働基準部監督課 

地方労働基準監察監督官 武 村 浩 明 氏 
②時間外労働の上限規制等について 

津労働基準監督署 
第二方面主任監督官 北 啓 伸 氏 

（ ）三重県医療勤務環境改善支援センターについて 
三重県医療勤務環境改善支援センター 
医療労務管理アドバイザー／社会保険労務士 前 真 紀 氏 

 
○三重県医療勤務環境改善支援セミナー（県内医療機関の管理者等を対象） 
【第１回】 

日 時 令和７年３月３日（月） 午後１時３０分～同３時３０分 
場 所 三重県医師会館 ２階 大ホール 
参加者 ４０名（Ｗｅｂ参加者２１名含む） 
内 容  

① 年４月・１０月施行の育児・介護休業法改正のポイント 
 

③情報交換および問題提起

・働き方改革施行を受けて－特に、女性医師にとっての働き方改革－

④令和７年度開催担当県について

○医学生・研修医等をサポートするための会を次の通り開催した。

日 時 令和６年１１月２７日（水） 午後６時１５分～同８時

場 所 三重大学医学部附属病院 外来棟５階ホール

出席者 ４８名（男性２６名・女性２２名）

内 容

リアル・ワールドカフェ

男女不問！医学生・研修医・若手医師なんでも言って委員会！？

基調発言「ＤＥＩ 若手医療人の活躍を応援する新

たなチカラ」

三重大学大学院医学系研究科基礎系講座分子生理学分野 教授 坂 東 泰 子 氏

テーマ１「キャリアとライフイベント」 水 野 成 氏

廣 田 有 美 氏

テーマ２「地域枠医師の社会貢献」 奥 西 有 希 氏

テーマ３「アカデミックキャリア＆クリニカルプラクティスの両立」

井 上 知 紗 氏

③卒後臨床研修関係について

本会は、三重県医療保健部やＭＭＣ（三重メディカルコンプレックス）と連携し、三重大学医

学部附属病院研修管理委員会並びに三重県地域医療対策協議会医師派遣検討部会に本会代表者が

出席した。これにより、県内の臨床研修の円滑な実施を支援し、研修医が実践的な経験を積める

ような環境づくりを推進した。また、医療人材の確保および育成を強化するため、研修プログラ

ムの充実を図り、地域医療の発展に貢献した。

④三重県医療勤務環境改善支援センターについて

平成２６年８月、三重県・労働局からの委託を受け、本会が「三重県医療勤務環境改善支

援センター」を開所し、今年度も引き続き、労務管理支援と医業支援を併せて本会が委託実

施した。また平成２７年度に三重県知事の発案により創設された県の公的な位置づけによる

『女性が働きやすい医療機関』認証制度についても、当センター事業の一つとして、実施し

た。

センターの主な業務として、（１）運営協議会の開催、（２）勤務環境改善マネジメントシ

ステム導入支援のための講習会の開催、（３）医療労務管理のアドバイザー配置、（４）普及

啓発事業、（５）『女性が働きやすい医療機関』認証制度事業等を下記の通り実施した。

（１）三重県医療勤務環境改善支援センター運営協議会（２回）の開催

◇第１回

日 時 令和６年８月２２日（木） 午後２時～
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三重労働局 雇用環境・均等室 
雇用環境改善・均等推進指導官 常 川 基 子 氏 

②医師の働き方改革と地域連携 
公益社団法人 日本医業経営コンサルタント協会理事 
東京都医療勤務環境改善支援センター医業経営アドバイザー 

眞 鍋 一 氏 
③三重県『女性が働きやすい医療機関』認証制度 認証医療機関 事例発表 

伊賀市立上野総合市民病院 院長 田 中 光 司 氏 
 

【第２回】 
日 時 令和７年３月１１日（火） 午後２時～同３時３０分  
場 所 三重県医師会館 ２階 大ホール 
参加者 ３６名（Ｗｅｂ参加者２０名含む） 
内 容  

①三重大学病院における「医師の働き方改革」への取組状況について 
三重大学医学部附属病院 副院長 土 肥 薫 氏 

②ペイシェントハラスメントから医療現場を守る 
～積極的な取組が病院にもたらす成果～ 

三重県医療勤務環境改善支援センター 
医療労務管理アドバイザー／社会保険労務士 山 﨑 純 氏 

③三重県『女性が働きやすい医療機関』認証制度 認証医療機関 事例発表 
医療法人康成会 本部事務局 課長 渡 部 香 織 氏 

 
（３）医療労務管理アドバイザーの配置 

医療労務管理アドバイザーとして、三重県社会保険労務士会所属の社会保険労務士８名

を配置し、毎週月曜～金曜の午前９時～午後５時まで交代勤務にて、県内医療機関の「自

主的な医療従事者の勤務環境改善への取り組み」に対する助言や「一般的な労務管理」へ

の相談等に対応すると共に、令和６年４月からの医師の時間外労働上限規制への円滑な対

応やマネジメントシステムの導入勧奨等、医療機関のニーズを把握し、積極的な個別支援

を行った。

また年間の相談件数は、２１５件で主な相談内容は、長時間労働医師への面接指導、続

いて宿日直許可、時間外労働の上限規制、労働時間の把握等についての相談が多かった。

なお、利用勧奨業務が８６件、医療機関への個別支援業務（訪問・電話・来所・メール

等）が１００件について、それぞれ実施した。

 
（４）普及啓発事業 

事業啓発チラシ（２種類）の作成・配布、センターニュース「かわら版」の発行（年７

回・ＦＡＸ送信）、ホームページの更新を行った。また、医療勤務環境改善に関するアン

ケート調査を実施し、センターの周知啓発を図ると共に医療機関への支援活動に役立てた。  
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（５）『女性が働きやすい医療機関』認証制度事業

○制度の目的

医師や看護職員をはじめとした医療従事者の確保を図るため、妊娠時・子育て時の当

直免除、短時間勤務に係る制度整備や保育施設の整備、またこれらの制度や施設の活用

を促す職場の雰囲気づくりなどの勤務環境改善に取り組んでいる医療機関を県が認証し、

働きやすい環境づくりの促進を図ることを目的とし、また、三重県医療勤務環境改善支

援センターの役割として、申請医療機関が審査を受けて、改善部分がある場合などには、

助言や支援を行う。

本年度は、申請医療機関認証のための審査にかかる専門部会の開催、申請医療機関へ

の現地調査等について、下記の通り当センターが事業を実施した。

○専門部会の開催【Ｗｅｂ併用】

・第１回 令和６年 ８月 ７日（水）午後７時～（於：三重県医師会館）

・第２回 令和６年１１月１２日（火）午後７時～（於：三重県医師会館）

・第３回 令和７年 ３月１１日（火）午後７時～（於：三重県医師会館）

○募集期間

・新 規 申 請：令和６年８月１９日（月）から令和６年９月２０日（金）まで

（再認証申請：該当医療機関は無し）

○申請医療機関

新 規：３医療機関（２病院、１診療所）

○現地確認

新 規：令和７年１月１５日（水）・２０日（月）、２月１２日（水）

（現地確認メンバー）

医療職等６名、社会保険労務士３名（医療労務管理アドバイザー）、医師会事務局職

員１名、県職員１名

○審査結果

令和６年度は、３医療機関からの申請があり、下記３医療機関（病院部門２医療機関、

診療所部門１医療機関）が認証された。

【新 規】３医療機関（２病院、１診療所）

・社会医療法人峰和会 鈴鹿回生病院

・三重県立こころの医療センター

・うえなみ内科クリニック

○認証式

開催日時：令和７年３月１８日（火） 午後１時３０分～同２時

開催場所：三重県庁 ３階 プレゼンテーションルーム

本事業は平成２７年度から実施しており、今年度末での認証医療機関数は、病院部

門：２０医療機関、診療所部門：１１医療機関の計３１医療機関となった。

三重労働局 雇用環境・均等室 
雇用環境改善・均等推進指導官 常 川 基 子 氏 

②医師の働き方改革と地域連携 
公益社団法人 日本医業経営コンサルタント協会理事 
東京都医療勤務環境改善支援センター医業経営アドバイザー 

眞 鍋 一 氏 
③三重県『女性が働きやすい医療機関』認証制度 認証医療機関 事例発表 

伊賀市立上野総合市民病院 院長 田 中 光 司 氏 
 

【第２回】 
日 時 令和７年３月１１日（火） 午後２時～同３時３０分  
場 所 三重県医師会館 ２階 大ホール 
参加者 ３６名（Ｗｅｂ参加者２０名含む） 
内 容  

①三重大学病院における「医師の働き方改革」への取組状況について 
三重大学医学部附属病院 副院長 土 肥 薫 氏 

②ペイシェントハラスメントから医療現場を守る 
～積極的な取組が病院にもたらす成果～ 

三重県医療勤務環境改善支援センター 
医療労務管理アドバイザー／社会保険労務士 山 﨑 純 氏 

③三重県『女性が働きやすい医療機関』認証制度 認証医療機関 事例発表 
医療法人康成会 本部事務局 課長 渡 部 香 織 氏 

 
（３）医療労務管理アドバイザーの配置 

医療労務管理アドバイザーとして、三重県社会保険労務士会所属の社会保険労務士８名

を配置し、毎週月曜～金曜の午前９時～午後５時まで交代勤務にて、県内医療機関の「自

主的な医療従事者の勤務環境改善への取り組み」に対する助言や「一般的な労務管理」へ

の相談等に対応すると共に、令和６年４月からの医師の時間外労働上限規制への円滑な対

応やマネジメントシステムの導入勧奨等、医療機関のニーズを把握し、積極的な個別支援

を行った。

また年間の相談件数は、２１５件で主な相談内容は、長時間労働医師への面接指導、続

いて宿日直許可、時間外労働の上限規制、労働時間の把握等についての相談が多かった。

なお、利用勧奨業務が８６件、医療機関への個別支援業務（訪問・電話・来所・メール

等）が１００件について、それぞれ実施した。

 
（４）普及啓発事業 

事業啓発チラシ（２種類）の作成・配布、センターニュース「かわら版」の発行（年７

回・ＦＡＸ送信）、ホームページの更新を行った。また、医療勤務環境改善に関するアン

ケート調査を実施し、センターの周知啓発を図ると共に医療機関への支援活動に役立てた。  
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⑤医師会組織強化について

○医師会の組織強化に向け日本医師会・郡市区医師会と連携するため、各郡市医師会担当

役職員に参集願い「郡市医師会組織強化担当役職員連絡協議会」を次の通り開催した。

日 時 令和６年１２月２６日（木） 午後１時３０分～同２時３０分 
場 所 三重県医師会館 ２階 中会議室 
報告並びに協議事項

①委員長・副委員長の選出について 
②令和６年度都道府県医師会組織強化担当役職員連絡協議会について 
③会費の妥当性および諸手続きの簡易化について 
④医師会のメリットおよび活動のアピールポイントについて 
⑤勤務医委員会との連携・協同について 

（ ）医療関係団体等連携事業について

①医療関係職種関係について

○今年度も、各郡市医師会担当理事・医師会立看護学校・公立および民間の看護学校・三

重県立看護大学・行政担当者等に参集願い「看護職等養成に関する協議会」を次の通り開

催した。

日 時 令和６年８月８日（木） 午後１時３０分～同２時３０分 
場 所 三重県医師会館 ４階 代議員会室 
議 題 

①三重県の看護職員の現状と取組について 
②小児科講師の確保について（桑名医師会立桑名看護専門学校より） 
③「情報処理室」の必要性又は使用方法について（聖十字看護専門学校より）

④県からの補助金について（三重看護専門学校より）

（ ）広報等医療情報事業について

①会内広報活動について

○本年度の広報・情報化推進委員会を次の通りＷｅｂ併用にて開催した。

日 時 令和６年１１月１４日（木） 午後２時～同３時

場 所 三重県医師会館 ２階 中会議室

報告並びに協議事項

①委員長（１名）、副委員長（１名）の選出について

②会内・対外広報活動について

本会ならびに各郡市医師会の活動状況について報告された。

③令和５年度日本医師会医療情報システム協議会について

④令和６年度日本医師会医療情報システム協議会の開催について

⑤医療ＤＸとサイバーセキュリティに関する研修会の開催について

⑥情報化の現状について〔意見交換〕

・電子処方箋について

・オンライン診療に係る情報共有会の開催について

―63―



○毎月１回編集会議を開催し、会報誌「三重医報」の掲載内容等について協議を行った。

なお、本年度の三重医報は次の通り刊行した。

医報号数 発行月日 頁数 発行部数 医報号数 発行月日 頁数 発行部数

第 号 令和 頁 部 第 号 令和 頁 部

第 号 〃 頁 部 第 号 〃 頁 部

第 号 〃 頁 部 第 号 〃 頁 部

第 号 〃 頁 部 第 号 令和 頁 部

第 号 〃 頁 部 第 号 〃 頁 部

第 号 〃 頁 部 第 号 〃 頁 部

計 部

また、４月号より折込チラシを含めた電子版三重医報をＱＲコードから閲覧できるよう

にした。この他、本会会員専用ホームページ及び日本医師会電子書籍配信サービス『日医

Ｌｉｂ』への掲載等、電子版の普及を前提に、物流の 年問題等により運送料が値上

げされる事に鑑み、三重医報は今後、電子版を原則とすることを８月８日㈭開催の本会定

例理事会にて決定した。これに伴い、引き続き三重医報を冊子で希望する会員について事

前調査を行った結果、令和７年４月号からは冊子を希望する会員へのみ三重県医師会から

直送する事となった。

②対外広報活動について

○本年度も三重テレビ放送を通じて次の通り情報提供を行った。

・「夏の健康管理」

令和６年７月６日（土）～令和６年７月２８日（日）

（「第１０６回全国高等学校野球選手権三重大会」番組内）

・「健康一口メモ（特定健診、がん検診、予防接種等）」

令和６年１０月２日（水）～令和７年３月３１日（月）

（毎週 月・水・金 午後５時４０分 頃）

・「花粉情報コーナー」

令和７年２月１０日（月）～令和７年４月２５日（金）

（「三重テレビニュースウィズ」等 番組内）

○医療に関する諸問題についてマスコミ関係者の理解を得る為、三重報道クラブとの懇談

会を次の通り開催した。

日 時 令和６年１１月２８日（木） 午後６時～

場 所 津市内

情報提供

①医師会の災害医療活動について

②三重県子ども条例改正 案 、三重県こども計画 仮称 について

③保険証発行廃止に関する医師会の見解 報道クラブ提出

⑤医師会組織強化について

○医師会の組織強化に向け日本医師会・郡市区医師会と連携するため、各郡市医師会担当

役職員に参集願い「郡市医師会組織強化担当役職員連絡協議会」を次の通り開催した。

日 時 令和６年１２月２６日（木） 午後１時３０分～同２時３０分 
場 所 三重県医師会館 ２階 中会議室 
報告並びに協議事項

①委員長・副委員長の選出について 
②令和６年度都道府県医師会組織強化担当役職員連絡協議会について 
③会費の妥当性および諸手続きの簡易化について 
④医師会のメリットおよび活動のアピールポイントについて 
⑤勤務医委員会との連携・協同について 

（ ）医療関係団体等連携事業について

①医療関係職種関係について

○今年度も、各郡市医師会担当理事・医師会立看護学校・公立および民間の看護学校・三

重県立看護大学・行政担当者等に参集願い「看護職等養成に関する協議会」を次の通り開

催した。

日 時 令和６年８月８日（木） 午後１時３０分～同２時３０分 
場 所 三重県医師会館 ４階 代議員会室 
議 題 

①三重県の看護職員の現状と取組について 
②小児科講師の確保について（桑名医師会立桑名看護専門学校より） 
③「情報処理室」の必要性又は使用方法について（聖十字看護専門学校より）

④県からの補助金について（三重看護専門学校より）

（ ）広報等医療情報事業について

①会内広報活動について

○本年度の広報・情報化推進委員会を次の通りＷｅｂ併用にて開催した。

日 時 令和６年１１月１４日（木） 午後２時～同３時

場 所 三重県医師会館 ２階 中会議室

報告並びに協議事項

①委員長（１名）、副委員長（１名）の選出について

②会内・対外広報活動について

本会ならびに各郡市医師会の活動状況について報告された。

③令和５年度日本医師会医療情報システム協議会について

④令和６年度日本医師会医療情報システム協議会の開催について

⑤医療ＤＸとサイバーセキュリティに関する研修会の開催について

⑥情報化の現状について〔意見交換〕

・電子処方箋について

・オンライン診療に係る情報共有会の開催について
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③国民医療を守る県民運動について

〇２６団体で構成する｢みえ・医療と健康を守る会｣の役員会を令和７年３月２日（日）開

催し、みえ・医療と健康を守る会次期役員の選出が行われると共に、各団体における少子

高齢化の影響について、意見交換が行われた。

④医療情報システムについて

○本会ホームページに県民向け情報・医師向け情報等を掲載して医師会活動の広報に努め

た。また、会員専用ページに各種通知文書および三重医報を掲載して会員への情報提供に

努めた。更に、理事向けページに理事会資料・議事録および行事予定等を掲載して活用を

図った。 
 

○三重県医師会館において各種会議・研修会を行うにあたり、Ｗｅｂ会議システム

「 」を併用して参加者の利便性の向上を図った。尚、本年度本会での主催回数は会議

等２２回、研修会等１５回である。

 
○日本医師会電子認証センター発行の「医師資格証（ カード）」はネットワーク上で

医師であることを証明でき、電子処方箋等医療ＤＸの推進においては必須であるため、そ

の普及啓発に努めた。令和６年度末現在、県下の発行数は 枚である。

 
○医療ＤＸ相談窓口の設置について 

オンライン資格確認や電子処方箋など、医療ＤＸに関する相談を電話およびメールにて

受け付け、担当理事から回答する相談窓口を次の通り設置した。

【三重県医師会 医療ＤＸ相談窓口（対応：小西 博 理事）】

電話番号：０８０－２５０３－９５８６（月曜・金曜 午後１時～同３時）

メールアドレス： （随時）

 
○医療ＤＸとサイバーセキュリティに関する研修会を次の通りＷｅｂ併用にて開催した。 

日 時 令和７年３月２０日（木－祝） 午後１時３０分～同４時 
場 所 三重県医師会館 ２階 中会議室 
出席者 ５２名（医師４４名、医事担当者８名）〔内 Ｗｅｂ参加３６名〕 
内 容 

①医療ＤＸについて～電子処方箋と標準型電子カルテのゆくえ～ 
（講 師）日本医師会 管理機構株式会社 取締役副社長 

上 野 智 明 氏 
②医療機関におけるサイバーセキュリティ対策 

（講 師）三重県警察本部 生活安全部 
サイバー犯罪対策課 課長補佐 

幸 治 洋 之 氏 
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③サイバー攻撃・事故への対処～取り組むべきリスクマネジメントについて～ 
（講 師） リスクマネジメント株式会社 

医療・介護コンサルティング部 上席コンサルタント 
宮 本 薫 氏 

 
○オンライン診療に係る情報共有会（令和６年度地域医療・情報通信担当理事連絡協議

会）が次の通りＷｅｂにて開催され、本会担当理事が参加した。 
日 時 令和６年１２月２１日（土） 午後２時～同４時３０分 
内 容 

①国、公益団体からの情報提供 
・厚生労働省「オンライン診療の利用手順の手引き書」 
・総務省「遠隔医療モデル参考書」オンライン診療令和５年改訂版 
・へき地におけるオンライン診療について 
・能登半島地震におけるオンライン診療の活用の報告 

②厚生労働科学研究での成果の紹介 
③事例の紹介 
④ディスカッション 

 
○令和６年度日本医師会医療情報システム協議会が次の通りＷｅｂ併用にて開催され、本

会担当理事が参加した。当日は「災害かつ再生に役立つ医療ＤＸ－ＤＸ推進の現状・課

題・展望」をテーマとして３つのシンポジウムが行われた。 
日 時 令和７年３月８日（土） 正午～午後５時２５分 

令和７年３月９日（日） 午前９時～午後４時１５分 
場 所 日本医師会館 大講堂 
内 容  
【１日目】 

⓪事務局セッション 
①災害かつ再生に役立つ医療ＤＸ 

【２日目】 
②医療ＤＸと地域医療情報連携ネットワーク 
③医療ＤＸ推進の現状・課題・展望 

③国民医療を守る県民運動について

〇２６団体で構成する｢みえ・医療と健康を守る会｣の役員会を令和７年３月２日（日）開

催し、みえ・医療と健康を守る会次期役員の選出が行われると共に、各団体における少子

高齢化の影響について、意見交換が行われた。

④医療情報システムについて

○本会ホームページに県民向け情報・医師向け情報等を掲載して医師会活動の広報に努め

た。また、会員専用ページに各種通知文書および三重医報を掲載して会員への情報提供に

努めた。更に、理事向けページに理事会資料・議事録および行事予定等を掲載して活用を

図った。 
 

○三重県医師会館において各種会議・研修会を行うにあたり、Ｗｅｂ会議システム

「 」を併用して参加者の利便性の向上を図った。尚、本年度本会での主催回数は会議

等２２回、研修会等１５回である。

 
○日本医師会電子認証センター発行の「医師資格証（ カード）」はネットワーク上で

医師であることを証明でき、電子処方箋等医療ＤＸの推進においては必須であるため、そ

の普及啓発に努めた。令和６年度末現在、県下の発行数は 枚である。

 
○医療ＤＸ相談窓口の設置について 

オンライン資格確認や電子処方箋など、医療ＤＸに関する相談を電話およびメールにて

受け付け、担当理事から回答する相談窓口を次の通り設置した。

【三重県医師会 医療ＤＸ相談窓口（対応：小西 博 理事）】

電話番号：０８０－２５０３－９５８６（月曜・金曜 午後１時～同３時）

メールアドレス： （随時）

 
○医療ＤＸとサイバーセキュリティに関する研修会を次の通りＷｅｂ併用にて開催した。 

日 時 令和７年３月２０日（木－祝） 午後１時３０分～同４時 
場 所 三重県医師会館 ２階 中会議室 
出席者 ５２名（医師４４名、医事担当者８名）〔内 Ｗｅｂ参加３６名〕 
内 容 

①医療ＤＸについて～電子処方箋と標準型電子カルテのゆくえ～ 
（講 師）日本医師会 管理機構株式会社 取締役副社長 

上 野 智 明 氏 
②医療機関におけるサイバーセキュリティ対策 

（講 師）三重県警察本部 生活安全部 
サイバー犯罪対策課 課長補佐 

幸 治 洋 之 氏 
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２２．．地地域域医医療療のの推推進進をを目目的的ととすするる事事業業（（地地域域医医療療推推進進事事業業））

（１）地域医療構想・地域包括ケア関連事業について

①地域医療構想関係について

○県内８構想区域において地域医療構想調整会議並びに地域医療構想意見交換会が開催され、

本会役員が参画し意見を述べた。

○都道府県医師会新たな地域医療構想・医師偏在対策担当理事連絡協議会が開催され、本会担

当理事がＷｅｂにて出席した。

日 時 令和７年３月１９日（水） 午後１時～

内 容

第１部：新たな地域医療構想について

①日本医師会による説明

日本医師会常任理事 江 澤 和 彦 氏

②秋田県医師会からの報告「第八次医療計画における二次医療圏再編を経て」

秋田県医師会会長 小 泉 ひろみ 氏

第２部：医師偏在対策について

①日本医師会による説明

日本医師会常任理事 今 村 英 仁 氏

②新潟県医師会からの報告「新潟県の医師偏在対策」

新潟県医師会会長 堂 前 洋一郎 氏

②地域包括ケア関係について

○三重県からの委託を受け、在宅医療体制整備事業研修会「 ！カスタマーハラスメント～

絶対にスタッフを守る～」を次の通りＷｅｂにて開催した。

日 時 令和７年２月１５日（土） 午後２時～

内 容

①講演「ペイシェントハラスメントから介護従事者を守るには

～職場環境の改善と人材確保に向けて～」

三重県医療勤務環境改善支援センター

医療労務管理アドバイザー／社会保険労務士 山 﨑 純 氏

②安全・安心な医療環境の創設に資する「１１０番非常通報装置」（警察直結）の設置につ

いて〈ＤＶＤ上映〉

○三重県在宅医療推進懇話会に本会代表が参画し、地域包括ケアシステムの構築並びに県内の

在宅医療・介護連携の充実に向けての協議を行った。

○日本医師会主催第２回在宅医療シンポジウム 「 年に向けた地域を面で支える在宅医療」

が開催され、本会担当理事が出席した。

日 時 令和７年３月２３日（日） 午後１時３０分～
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場 所 日本医師会館

内 容

講 演

「第８次医療計画における在宅医療の体制整備と 年に向けた提供体制の構築につい

て」

厚生労働省医政局地域医療計画課 外来・在宅医療対策室長 中 西 浩 之 氏

シンポジウム〈第１部〉「 年に向けた地域を面で支える在宅医療」

①「地域に根差した在支診～高機動力で地域医療を補完する～」

板橋区役所前診療所院長 島 田 潔 氏

②「地域医療連携推進法人 リフトオン！～われわれはジャステスたり

えるのか？～

よしき往診クリニック院長 守 上 佳 樹 氏

③「福岡県医師会における在宅医療への取り組み～特に医療計画、地域医療構想を見据

えた取り組みを中心に～」

福岡県医師会常任理事 辻 裕 二 氏

④「老健施設におけるショートステイの役割～医療ショートの活用について～」

全国老人保健施設協会常務理事 小 出 純 子 氏

シンポジウム〈第２部〉「医療的ケア児を地域で支えるために」

①「医療的ケア児と家族を取り巻く課題と解決に向けた動き」

埼玉医科大学総合医療センター小児科名誉教授 客員教授 田 村 正 徳 氏

②「小児医療的ケア児を地域で支えるために～在宅医として、かかりつけ医としてでき

ること～」

ひばりクリニック院長

認定特定非営利法人うりずん理事長 髙 橋 昭 彦 氏

③介護保険・社会福祉関係について

○本年度の中部医師会連合地域包括ケア特別委員会に次のとおり出席し協議した。

◇第１回（Ｗｅｂ開催）

日 時 令和６年８月２５日（日） 午後１時３０分～

報告並びに協議事項

①各県において地域包括ケアシステムの推進（在宅医療を含む）に関して特に力を入れ

ている取り組みを２例

②在宅医療について

◇第２回

日 時 令和６年９月２２日（日） 午後１時３０分～

場 所 名古屋マリオットアソシアホテル １６階「アイリス」

報告並びに協議事項

①各県において地域包括ケアシステムの推進（在宅医療を含む）に関して特に力を入れ

２２．．地地域域医医療療のの推推進進をを目目的的ととすするる事事業業（（地地域域医医療療推推進進事事業業））

（１）地域医療構想・地域包括ケア関連事業について

①地域医療構想関係について

○県内８構想区域において地域医療構想調整会議並びに地域医療構想意見交換会が開催され、

本会役員が参画し意見を述べた。

○都道府県医師会新たな地域医療構想・医師偏在対策担当理事連絡協議会が開催され、本会担

当理事がＷｅｂにて出席した。

日 時 令和７年３月１９日（水） 午後１時～

内 容

第１部：新たな地域医療構想について

①日本医師会による説明

日本医師会常任理事 江 澤 和 彦 氏

②秋田県医師会からの報告「第八次医療計画における二次医療圏再編を経て」

秋田県医師会会長 小 泉 ひろみ 氏

第２部：医師偏在対策について

①日本医師会による説明

日本医師会常任理事 今 村 英 仁 氏

②新潟県医師会からの報告「新潟県の医師偏在対策」

新潟県医師会会長 堂 前 洋一郎 氏

②地域包括ケア関係について

○三重県からの委託を受け、在宅医療体制整備事業研修会「 ！カスタマーハラスメント～

絶対にスタッフを守る～」を次の通りＷｅｂにて開催した。

日 時 令和７年２月１５日（土） 午後２時～

内 容

①講演「ペイシェントハラスメントから介護従事者を守るには

～職場環境の改善と人材確保に向けて～」

三重県医療勤務環境改善支援センター

医療労務管理アドバイザー／社会保険労務士 山 﨑 純 氏

②安全・安心な医療環境の創設に資する「１１０番非常通報装置」（警察直結）の設置につ

いて〈ＤＶＤ上映〉

○三重県在宅医療推進懇話会に本会代表が参画し、地域包括ケアシステムの構築並びに県内の

在宅医療・介護連携の充実に向けての協議を行った。

○日本医師会主催第２回在宅医療シンポジウム 「 年に向けた地域を面で支える在宅医療」

が開催され、本会担当理事が出席した。

日 時 令和７年３月２３日（日） 午後１時３０分～
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ている取り組みを２例

②在宅医療について

○本年度の三重県かかりつけ医認知症対応力向上研修を次の通り開催した。

◇第１回

日 時 令和６年１２月１５日（日） 午前９時～

場 所 三重県医師会館 １階 健康教育室

出席者 ２６名

内 容

①「かかりつけ医の役割編」

由井医院 由 井 進太郎 氏

②「基本知識編」

由井医院 由 井 進太郎 氏

③「診療における実践編」

いせ山川クリニック 山 川 伸 隆 氏

④「地域・生活における実践編」

いせ山川クリニック 山 川 伸 隆 氏

◇第２回

日 時 令和７年１月２６日（日） 午前９時～

場 所 伊勢地区医師会館 ３階 講堂

出席者 １８名

内 容

①「かかりつけ医の役割編」

由井医院 由 井 進太郎 氏

②「基本知識編」

由井医院 由 井 進太郎 氏

③「診療における実践編」

いせ山川クリニック 山 川 伸 隆 氏

④「地域・生活における実践編」

サンクリニック太陽の街 橋 本 清 氏

○本年度の飲酒運転０（ゼロ）をめざす条例に係る指定医療機関研修を次の通り開催した。

日 時 令和７年２月１６日（日） 午後２時～

場 所 三重県医師会館 ２階 中会議室

出席者 ２０名

内 容

①「三重県飲酒運転０（ゼロ）をめざす条例の取組成果について」

三重県環境生活部くらし・交通安全課 佐々木 幸 恵 氏

②「アルコールの害と飲酒運転防止―診療・専門治療・教育の連携」

三重大学医学部附属病院総合診療科教授 山 本 憲 彦 氏
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○本年度の三重県かかりつけ医等うつ病対応力向上研修を次の通り開催した。

日 時 令和７年３月９日（日） 午前１０時～

場 所 三重県医師会館 １階 健康教育室

出席者 ３９名

内 容

①「三重県の自殺の現状と取組」

三重県医療保健部健康推進課

②「最近のうつ病診療のポイントと研究の現状」

愛知医科大学医学部精神科学講座教授 宮 田 淳 氏

④地域医療関係について

○三重県地域医療対策協議会に本会代表が参画し、①キャリア形成プログラム（医師不足地域

に派遣される医師の能力開発及び向上を図るための計画）に関すること、②医師の派遣に関す

ること、③医師不足地域に派遣された医師のキャリア形成支援及び負担軽減の措置に関するこ

と、④医師法の規定によりその権限が属せられた事項に関すること、⑤医師確保のために大学

と県が連携して行う取組に関すること、⑥その他医療計画において定める医師の確保を図るた

めに必要な事項に関し、協議を行った。

○三重県地域医療介護総合確保基金懇話会に本会代表が参画し、主に医療分である①地域医療

構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関する事業、②地域医療構想の達成に向

けた病床の機能又は病床数の変更に関する事業、③居宅等における医療の提供に関する事業、

④医療従事者の確保に関する事業、⑤勤務医の労働時間短縮に向けた体制の整備に関する事業

に関して、県と連携を取り事業内容の検討を行った。

○本年度の小児在宅医療連絡協議会を次の通りＷｅｂにて開催した。

日 時 令和６年５月１６日（木） 午後５時～同７時

内 容

①日本医師会小児在宅ケア検討委員会 報告

三重県医師会常任理事 野 村 豊 樹 氏

②各団体の取り組みについて

（１）三重県歯科医師会

三重県歯科医師会副会長 福 森 哲 也 氏

（２）三重県薬剤師会

三重県薬剤師会副会長 水 谷 賀 典 氏

（３）三重県訪問看護ステーション協議会

訪問看護ステーションほたるいせ

管理者 岡 田 ま り 氏

（４）三重県理学療法士会

三重県理学療法士会副会長 伊 藤 卓 也 氏

ている取り組みを２例

②在宅医療について

○本年度の三重県かかりつけ医認知症対応力向上研修を次の通り開催した。

◇第１回

日 時 令和６年１２月１５日（日） 午前９時～

場 所 三重県医師会館 １階 健康教育室

出席者 ２６名

内 容

①「かかりつけ医の役割編」

由井医院 由 井 進太郎 氏

②「基本知識編」

由井医院 由 井 進太郎 氏

③「診療における実践編」

いせ山川クリニック 山 川 伸 隆 氏

④「地域・生活における実践編」

いせ山川クリニック 山 川 伸 隆 氏

◇第２回

日 時 令和７年１月２６日（日） 午前９時～

場 所 伊勢地区医師会館 ３階 講堂

出席者 １８名

内 容

①「かかりつけ医の役割編」

由井医院 由 井 進太郎 氏

②「基本知識編」

由井医院 由 井 進太郎 氏

③「診療における実践編」

いせ山川クリニック 山 川 伸 隆 氏

④「地域・生活における実践編」

サンクリニック太陽の街 橋 本 清 氏

○本年度の飲酒運転０（ゼロ）をめざす条例に係る指定医療機関研修を次の通り開催した。

日 時 令和７年２月１６日（日） 午後２時～

場 所 三重県医師会館 ２階 中会議室

出席者 ２０名

内 容

①「三重県飲酒運転０（ゼロ）をめざす条例の取組成果について」

三重県環境生活部くらし・交通安全課 佐々木 幸 恵 氏

②「アルコールの害と飲酒運転防止―診療・専門治療・教育の連携」

三重大学医学部附属病院総合診療科教授 山 本 憲 彦 氏
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③小児在宅医療にかかるアンケート調査結果について

三重県医療保健部 医療政策課 主事 安 立 拓 実 氏

④小児在宅医療に関する施策について（行政の立場から）

（１）三重県子ども・福祉部 障がい福祉課 係長 山 本 規 晴 氏

（２）三重県医療保健部 医療政策課 主事 安 立 拓 実 氏

（３）三重県教育委員会特別支援教育課 係長（充指導主事） 山 本 紀 子 氏

⑤事例報告

（１）羽山クリニック 藤 田 浩 弥 氏

（２）さかとく小児科 倉 井 峰 弘 氏

⑥意見交換

⑦総 括

みえキッズ＆ファミリーホームケアクリニック院長 岩 本 彰太郎 氏

〇８月４日（日）午前９時３０分から三重県小児科医会、三重大学医学部附属病院小児・ＡＹＡ

がんトータルケアセンターと共催で第９回三重県小児在宅医療実技講習会・講演会を開催した。

日 時 令和６年８月４日（日） 午前９時３０分～ 
場 所 三重県医師会館 ２階 大ホール、４階 代議員会室 
内 容 
（午前の部） 

①気管カニューレ管理と交換手技の実際 
岩尾こどもクリニック院長  岩 尾 篤 氏 

②小児の胃瘻管理 
三重大学医学部附属病院 病院准教授 小 池 勇 樹 氏 

③ランチョンセミナー「能登半島地震におけるいしかわ医療的ケア児支援センター『こ

のこの』の支援活動

いしかわ医療的ケア児支援センターこのこの センター長 中 本 富 美 氏 
（午後の部） 

講演「医療的ケア児を含む重症心身障害児の食育と口腔ケアについて」

①歯科医師の立場から

独立行政法人国立病院機構三重病院 歯科口腔外科医長 松 村 佳 彦 氏

②言語聴覚士の立場から

三重県立子ども心身発達医療センター 言語聴覚士 花 房 伸 子 氏

③管理栄養士の立場から

医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック 管理栄養士 安 田 和 代 氏

○がん対策として、三重県がん対策推進協議会、がん登録事業運営部会、がん検診精度管理検

討委員会、がんに関する教育協議会等に本会代表がそれぞれ参画し、意見を述べた。
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（２）健康教育事業について

○本年度の健康教育講演会を次の通り開催した。尚、各回とも講演前後に三重県栄養士会によ

る栄養相談コーナーが設置された。

◇第１回

日 時 令和６年６月６日（木） 午後２時～同４時

場 所 三重県医師会館 １階 健康教育室

出席者 ６６名

内 容

①骨を折らず長生きするために今できること

三重大学 名誉教授 湏 藤 啓 広 氏

②骨粗しょう症の予防と治療には栄養が大事！！

～丈夫な骨をつくる栄養素をこっそり教えます～

鈴鹿回生病院 栄養管理課 課長 田 川 久美子 氏

③元気づくり体験：身体づくりの効果を知ろう！！

まいまい運動（準備運動～整理運動）で足腰の力をつけよう

元気づくり大学 副学長 保健師 大 澤 裕 美 氏

◇第２回

日 時 令和６年１０月１７日（木） 午後２時～同４時

場 所 三重県医師会館 １階 健康教育室

出席者 ６０名

内 容

①きこえのケアの大切さ

三重病院 聴覚リハビリテーション科 医長 臼 井 智 子 氏

②バランス食で生きいき！元気！

三重病院 管理栄養士 中 村 翔 子 氏

③元気づくり体験：１日の疲れを残さないアドバイス！！

～５呼吸１０種のストレッチ～

元気づくり大学 副学長 保健師 大 澤 裕 美 氏

◇第３回

日 時 令和７年２月６日（木） 午後２時～同４時

場 所 三重県医師会館 １階 健康教育室

出席者 ３９名

内 容

①メタボをふっとばせ！！

服部医院 院長／三重県医師会 理事 服 部 博 司 氏

②生活習慣病予防のための食事

遠山病院 栄養科 主任 飯 田 恵 利 氏

③元気づくり体験：元気でいるための大事な身体づくり

～筋力知って取り組む「３種の神技」～

元気づくり大学 副学長 保健師 大 澤 裕 美 氏

③小児在宅医療にかかるアンケート調査結果について

三重県医療保健部 医療政策課 主事 安 立 拓 実 氏

④小児在宅医療に関する施策について（行政の立場から）

（１）三重県子ども・福祉部 障がい福祉課 係長 山 本 規 晴 氏

（２）三重県医療保健部 医療政策課 主事 安 立 拓 実 氏

（３）三重県教育委員会特別支援教育課 係長（充指導主事） 山 本 紀 子 氏

⑤事例報告

（１）羽山クリニック 藤 田 浩 弥 氏

（２）さかとく小児科 倉 井 峰 弘 氏

⑥意見交換

⑦総 括

みえキッズ＆ファミリーホームケアクリニック院長 岩 本 彰太郎 氏

〇８月４日（日）午前９時３０分から三重県小児科医会、三重大学医学部附属病院小児・ＡＹＡ

がんトータルケアセンターと共催で第９回三重県小児在宅医療実技講習会・講演会を開催した。

日 時 令和６年８月４日（日） 午前９時３０分～ 
場 所 三重県医師会館 ２階 大ホール、４階 代議員会室 
内 容 
（午前の部） 

①気管カニューレ管理と交換手技の実際 
岩尾こどもクリニック院長  岩 尾 篤 氏 

②小児の胃瘻管理 
三重大学医学部附属病院 病院准教授 小 池 勇 樹 氏 

③ランチョンセミナー「能登半島地震におけるいしかわ医療的ケア児支援センター『こ

のこの』の支援活動

いしかわ医療的ケア児支援センターこのこの センター長 中 本 富 美 氏 
（午後の部） 

講演「医療的ケア児を含む重症心身障害児の食育と口腔ケアについて」

①歯科医師の立場から

独立行政法人国立病院機構三重病院 歯科口腔外科医長 松 村 佳 彦 氏

②言語聴覚士の立場から

三重県立子ども心身発達医療センター 言語聴覚士 花 房 伸 子 氏

③管理栄養士の立場から

医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック 管理栄養士 安 田 和 代 氏

○がん対策として、三重県がん対策推進協議会、がん登録事業運営部会、がん検診精度管理検

討委員会、がんに関する教育協議会等に本会代表がそれぞれ参画し、意見を述べた。
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○患者の立場に立った国民医療を目指し、県民と一緒になって健康づくりを進めていく事を目

的に「第１９回みんなの健康講座」を次の通り開催した。

日 時 令和７年３月２日（日） 午前１１時～午後３時

内容並びに場所

◎無料健康相談〔１階 全フロア 午前１１時～午後１時〕

◇三重県医師会による「健康相談（理事６名）」

石田・小西・梅田・寺田・服部・青木各理事

・相談者総数 ６４名（男性１３名、女性５１名）

◇三重県栄養士会による「栄養相談（管理栄養士３名）」

・相談者総数 ３６名

◇三重県臨床検査技師会による「各種検査（臨床検査技師２４名）」

・血圧測定 ８３名（男性１７名、女性６６名）

・ヘモグロビン値測定 １０３名（男性２４名、女性７９名）

・酸素飽和度測定 １０４名（男性２５名、女性７９名）

・骨密度検査 １１１名（男性２５名、女性８６名）

・心電図検査 ７１名（男性１５名、女性５６名）

◇三重県医療保健部健康推進課による「健康に関するパネル展示」

◇三重県救急医療情報センターによる「救急医療に関するパネル展示」

◎特別講演〔２階 大ホール 午後１時３０分～同３時（参加者数２３４名）〕

「いつも心の中に微笑みを～笑顔と健康の大切さ～」

お笑いタレント 山 田 邦 子 氏

（３）学校保健活動事業について

○本年度の日本医師会学校保健講習会に次の通り出席した。

日 時 令和６年４月７日（日） 午前１０時～

内 容

１．講演１「コロナ禍における生徒指導の方向性と課題」

（講 師）東京理科大学教職教育センター教授 八 並 光 俊 氏

２．講演２「心身症・自律神経失調症」

（講 師）福岡大学医学部小児科教授 永 光 信一郎 氏

３．講演３「学校における感染症対策」

（講 師）福岡看護大学基礎・基礎看護部門

基礎・専門基礎分野教授 岡 田 賢 司 氏

４．講演４「デジタルデバイスによる影響／視力障碍」

（講 師）日本眼科医会常任理事 柏 井 真理子 氏

５．講演５「オーバードーズ」

（講 師）国立精神・神経医療研究センター

精神保健研究所薬物依存研究部部長

薬物依存症センターセンター長 松 本 俊 彦 氏
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○本年度の三重県学校メンタルヘルス分科会と身体の問題検討部会をＷｅｂ併用にて開催した。

『学校精神保健システム検討部会内 三重県学校メンタルヘルス分科会』

◇第１回

日 時 令和６年９月５日（木） 午後１時～

報告並びに協議事項

①第５５回全国学校保健・学校医大会について

②学校メンタルヘルス推進事業の実施について

◇第２回

日 時 令和７年２月２７日（木） 午後１時３０分～

報告並びに協議事項

①第５５回全国学校保健・学校医大会について

②学校メンタルヘルス推進事業の実施について

『身体の問題検討部会』

◇第１回

日 時 令和７年３月１３日（木） 午後５時～

報告並びに協議事項

①令和６年度学校医研修会について

②第５５回全国学校保健・学校医大会について

③生活習慣病対策事業について

④心臓検診について

⑤腎臓検診について

⑥学校におけるアレルギー疾患への対応について

⑦結核検診について

⑧がん教育について

◇心臓検診に関するワーキンググループ

日 時 令和６年８月１日（木） 午後１時３０分～

報告並びに協議事項

①心臓検診について

○本年度の全国学校保健・学校医大会に次の通り出席した。

日 時 令和６年１１月９日（土） 午前１０時～

場 所 シーガイアコンベンションセンター

内 容

メインテーマ：「未来ある子ども達のために、いま学校医ができること」

◇分 科 会

第１分科会「からだ・こころ１」

第２分科会「からだ・こころ２」

第３分科会「からだ・こころ３」

○患者の立場に立った国民医療を目指し、県民と一緒になって健康づくりを進めていく事を目

的に「第１９回みんなの健康講座」を次の通り開催した。

日 時 令和７年３月２日（日） 午前１１時～午後３時

内容並びに場所

◎無料健康相談〔１階 全フロア 午前１１時～午後１時〕

◇三重県医師会による「健康相談（理事６名）」

石田・小西・梅田・寺田・服部・青木各理事

・相談者総数 ６４名（男性１３名、女性５１名）

◇三重県栄養士会による「栄養相談（管理栄養士３名）」

・相談者総数 ３６名

◇三重県臨床検査技師会による「各種検査（臨床検査技師２４名）」

・血圧測定 ８３名（男性１７名、女性６６名）

・ヘモグロビン値測定 １０３名（男性２４名、女性７９名）

・酸素飽和度測定 １０４名（男性２５名、女性７９名）

・骨密度検査 １１１名（男性２５名、女性８６名）

・心電図検査 ７１名（男性１５名、女性５６名）

◇三重県医療保健部健康推進課による「健康に関するパネル展示」

◇三重県救急医療情報センターによる「救急医療に関するパネル展示」

◎特別講演〔２階 大ホール 午後１時３０分～同３時（参加者数２３４名）〕

「いつも心の中に微笑みを～笑顔と健康の大切さ～」

お笑いタレント 山 田 邦 子 氏

（３）学校保健活動事業について

○本年度の日本医師会学校保健講習会に次の通り出席した。

日 時 令和６年４月７日（日） 午前１０時～

内 容

１．講演１「コロナ禍における生徒指導の方向性と課題」

（講 師）東京理科大学教職教育センター教授 八 並 光 俊 氏

２．講演２「心身症・自律神経失調症」

（講 師）福岡大学医学部小児科教授 永 光 信一郎 氏

３．講演３「学校における感染症対策」

（講 師）福岡看護大学基礎・基礎看護部門

基礎・専門基礎分野教授 岡 田 賢 司 氏

４．講演４「デジタルデバイスによる影響／視力障碍」

（講 師）日本眼科医会常任理事 柏 井 真理子 氏

５．講演５「オーバードーズ」

（講 師）国立精神・神経医療研究センター

精神保健研究所薬物依存研究部部長

薬物依存症センターセンター長 松 本 俊 彦 氏
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第４分科会「耳鼻咽喉科」

第５分科会「眼科」

◇シンポジウム

テーマ「学校医の魅力、やりがいとは何か～現状と課題を踏まえて～」

（座 長）宮崎県医師会副会長 小 牧 斎 氏

宮崎県医師会常任理事 髙 木 純 一 氏

基調講演「日本医師会作成『学校医のすすめ～そうだったのか学校医』発刊にあたって」

日本医師会学校保健委員会副委員長

日本学校保健会専務理事 弓 倉 整 氏

シンポジウム

①「小児科医の立場から」

医療法人社団児玉小児科院長 児 玉 隆 志 氏

②「耳鼻咽喉科医の立場から」

医療法人社団松浦みみ・はな・のどクリニック院長 松 浦 宏 司 氏

③「眼科医の立場から」

医療法人おざきメディカルアソシエイツ

尾﨑眼科延岡院長 石 井 紗 綾 氏

④「養護教諭の立場から」

宮崎県教育庁スポーツ振興課健康教育担当副主幹 那 須 さおり 氏

ディスカッション

◇特別講演

『夢を夢で終わらせない競泳人生』

（座 長）宮崎県医師会会長 河 野 雅 行 氏

（講 師）元オリンピック競泳日本代表コーチ 久 世 由美子 氏

○本年度の学校医研修会をＷｅｂ併用にて開催した。

日 時 令和７年１月１９日（日） 午後２時～

場 所 三重県医師会館 ２階 大ホール

出席者 ５９名（会場：３８名、Ｗｅｂ：２１名）

内 容

①三重県小児科医会のめざす学校医

（講 師）三重県小児科医会会長 落 合 仁 氏

②事例紹介：三重県の学校健診について

（講 師）三重県教育委員会事務局保健体育課 岸 本 茉 莉 氏

③学校健診について（総論）

（講 師）日本学校保健会専務理事／弓倉医院院長 弓 倉 整 氏

○本年度の三重県教育委員会との懇談会を次の通り開催した。

日 時 令和７年１月２３日（木） 午後４時４５分～

内 容
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◇三重県医師会から

①令和６年度の三重県学校健診に対する児童生徒等の所感及び今後の学校健診について

令和６年度学校健診について県内の状況等について情報提供を求めた。

②学校と精神科医との連携について

学校と精神科医との連携について、現状と今後の計画等の情報提供を求めた。

◇三重県教育委員会から

①学校保健委員会について

②学校保健総合支援事業について

③がん教育事業について

○第５６回若年者心疾患・生活習慣病対策協議会総会に次の通り出席した。

日 時 令和７年１月２６日（日） 午前９時３０分～

場 所 ホテルグランヴェール岐山

内 容

◇会員総会

◇ワークショップⅠ

「学校心臓検診と学校生活」

（座 長）岐阜県医師会名誉会長 河 合 直 樹 氏

岐阜県医師会心電図解析委員会副委員長 吉 田 麗 己 氏

①「岐阜県の学校集団心電図検診４６年間のあゆみと 年より導入した超音波検査

を用いた心臓２次検診」

岐阜県医師会心電図解析委員会委員長 久 野 保 夫 氏

②「学校現場の立場より：岐阜県の学校集団心電図検診とその後の管理指導について」

岐阜県教育委員会体育健康課 阪 野 きよみ 氏

③「病院の立場から：心房中隔欠損症の治療と管理―学校集団心電図検診の役割―」

岐阜県総合医療センター小児循環器内科部長 桑 原 直 樹 氏

④「病院の立場から：学校検診と不整脈～検診で発見されたあるいは発見されない心

室性不整脈診療の現状と課題～」

大垣市民病院第二小児科医長 太 田 宇 哉 氏

⑤「行政の立場より：岐阜県の学校におけるＡＥＤ使用例について」

岐阜県教育委員会体育健康課 池 田 勉 氏

◇特別講演Ⅰ

『心臓移植を受けて―移植までの１０年と移植後の１１年―』

（座 長）若年者心疾患・生活習慣病対策協議会精度管理委員長 矢 嶋 茂 裕 氏

（講 師）千葉県こども病院循環器内科 青 墳 裕 之 氏

◇特別講演Ⅱ

『日本の心臓移植の現況：特に小児心臓移植について』

（座 長）岐阜県医師会会長 伊在井 みどり 氏

（講 師）若年者心疾患・生活習慣病対策協議会名誉会長

国立循環器病研究センター名誉総長 北 村 惣一郎 氏

第４分科会「耳鼻咽喉科」

第５分科会「眼科」

◇シンポジウム

テーマ「学校医の魅力、やりがいとは何か～現状と課題を踏まえて～」

（座 長）宮崎県医師会副会長 小 牧 斎 氏

宮崎県医師会常任理事 髙 木 純 一 氏

基調講演「日本医師会作成『学校医のすすめ～そうだったのか学校医』発刊にあたって」

日本医師会学校保健委員会副委員長

日本学校保健会専務理事 弓 倉 整 氏

シンポジウム

①「小児科医の立場から」

医療法人社団児玉小児科院長 児 玉 隆 志 氏

②「耳鼻咽喉科医の立場から」

医療法人社団松浦みみ・はな・のどクリニック院長 松 浦 宏 司 氏

③「眼科医の立場から」

医療法人おざきメディカルアソシエイツ

尾﨑眼科延岡院長 石 井 紗 綾 氏

④「養護教諭の立場から」

宮崎県教育庁スポーツ振興課健康教育担当副主幹 那 須 さおり 氏

ディスカッション

◇特別講演

『夢を夢で終わらせない競泳人生』

（座 長）宮崎県医師会会長 河 野 雅 行 氏

（講 師）元オリンピック競泳日本代表コーチ 久 世 由美子 氏

○本年度の学校医研修会をＷｅｂ併用にて開催した。

日 時 令和７年１月１９日（日） 午後２時～

場 所 三重県医師会館 ２階 大ホール

出席者 ５９名（会場：３８名、Ｗｅｂ：２１名）

内 容

①三重県小児科医会のめざす学校医

（講 師）三重県小児科医会会長 落 合 仁 氏

②事例紹介：三重県の学校健診について

（講 師）三重県教育委員会事務局保健体育課 岸 本 茉 莉 氏

③学校健診について（総論）

（講 師）日本学校保健会専務理事／弓倉医院院長 弓 倉 整 氏

○本年度の三重県教育委員会との懇談会を次の通り開催した。

日 時 令和７年１月２３日（木） 午後４時４５分～

内 容
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◇ワークショップⅡ

「生活習慣病、学校検尿から発見された糖尿病」

（座 長）岐阜県医師会副会長 鳥 澤 英 紀 氏

岐阜県医師会心電図解析委員会委員長 久 野 保 夫 氏

①「新型コロナによる行動制限が各務原市の小中学生の生活習慣病に与えた影響と新

しい試み」

各務原市医師会学校活動医小委員会

那加こども医院院長 平 野 量 哉 氏

②「下呂市における若年期からの生活習慣病予防対策について」

下呂市市民保健部健康課課長補佐 中 安 輝 絵 氏

③「岐阜県における学校検尿システムについて～若年者の糖尿病と腎疾患の早期発見

を目的に～」

岐阜県医師会学校腎臓検診委員会副委員長 加 納 正 嗣 氏

④「学校腎臓検診による糖尿病スクリーニング―岐阜県における１６年間の成績―」

岐阜県医師会学校腎臓検診委員会 田 下 秀 明 氏

⑤「岐阜県学校検尿システム：県内統一に向けた軌跡」

岐阜県医師会理事 西 野 好 則 氏

◇総括

○本年度の学校医委員会を次の通りＷｅｂ併用にて開催した。

日 時 令和７年３月２７日（木） 午後５時～

報告並びに協議事項

①委員長、副委員長の選出について

委員長に子日光雄氏（伊賀）、副委員長に稲持英樹氏（名賀）が選出された。

②第５５回全国学校保健・学校医大会（令和６年１１月９日開催 於：宮崎県）について

③令和６年度学校医研修会（令和７年１月１９日開催）について

④『学校精神保健システム検討部会（三重県学校メンタルヘルス分科会）』について

⑤身体の問題検討部会について

⑥学校医の報酬について

（４）公衆衛生対策事業について

①特定健診・特定保健指導について

○平成２０年４月から実施された特定健診・特定保健指導について、市町国保代表保険者（桑

名市）・三重県後期高齢者医療広域連合・被用者保険代表保険者（健康保険組合連合会三重連合

会）と特定健診の集合契約を締結し、健診の実施に協力した。

②糖尿病対策について

○１１月１４日の世界糖尿病デーにちなみ、糖尿病予防啓発を目的に作製したポケットティッ

シュを本会並びに郡市医師会、関係団体主催のイベント等で住民に配付し、糖尿病予防に関す

る普及啓発に努めた。
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また、１１月１４日（木）に伊賀上野城で開催された世界糖尿病デー 三重への共催及び伊

賀上野城ブルーライトアップ事業に協力した。

○本年度の三重県糖尿病対策推進会議を次の通り開催した。

日 時 令和６年８月２２日（木） 午後４時４５分～

場 所 三重県医師会館 ２階 中会議室

報告並びに協議事項

①委員の追加について

②令和６年度における糖尿病対策人材育成事業について

③地域別糖尿病対策役員一覧表の更新について

④三重県糖尿病腎症重症化予防プログラムの改定について

⑤令和６年度三重県糖尿病対策推進会議市町事業報告・検討会について

○本年度の三重県糖尿病対策推進会議 市町事業報告・検討会を次の通り開催した。

日 時 令和７年２月２０日（木） 午後４時～同６時

場 所 三重県医師会館 ２階 大ホール

報告並びに協議事項

①市町における糖尿病等重症化予防の取組の実施状況について

②事業実施にあたっての課題、問題点等に係る意見交換について

③三重県における糖尿病に関する状況について

○糖尿病患者が糖尿病治療と並行・継続して歯周病治療を受けることの重要性を広く周知する

ため、医科歯科連携による啓発リーフレットを医療機関へ配布した。

③感染症・予防接種関係について

○新興感染症への対応

令和６年４月１日より、新型コロナウイルス感染症は、感染症法上の五類感染症への完全

移行が実施された。これに伴い、県内における診療・検査体制は、従来の指定医療機関から、

広く一般医療機関が対応する体制へと本格的に移行した。

本会では、移行後の外来診療体制の円滑な運用や、確保病床によらない入院対応の在り方

について、県行政や関係機関との継続的な協議を実施した。また、感染状況の変化に応じた

医療提供体制の調整や、医療資源の確保、情報共有体制の強化等についても対応を行った。

具体的には、感染者数の増加に伴い、迅速な医療資源の調整や臨時医療施設の設置に向けた

準備を行った。

加えて、「新型コロナウイルス感染症に係る病院関係者会議」および「三重県感染症対策連

携協議会」に本会代表が引き続き参画し、専門的見地からの意見を述べるとともに、「郡市医

師会長会議」や「郡市医師会新型コロナウイルス感染症担当理事連絡協議会」を通じて、会

員医師への情報提供と意見集約を行った。

また、令和４年の感染症法改正により創設された「医療措置協定」については、令和６年

度に入り多くの医療機関で協定締結が進められた。これに関しても、協定内容の明確化、地

◇ワークショップⅡ

「生活習慣病、学校検尿から発見された糖尿病」

（座 長）岐阜県医師会副会長 鳥 澤 英 紀 氏

岐阜県医師会心電図解析委員会委員長 久 野 保 夫 氏

①「新型コロナによる行動制限が各務原市の小中学生の生活習慣病に与えた影響と新

しい試み」

各務原市医師会学校活動医小委員会

那加こども医院院長 平 野 量 哉 氏

②「下呂市における若年期からの生活習慣病予防対策について」

下呂市市民保健部健康課課長補佐 中 安 輝 絵 氏

③「岐阜県における学校検尿システムについて～若年者の糖尿病と腎疾患の早期発見

を目的に～」

岐阜県医師会学校腎臓検診委員会副委員長 加 納 正 嗣 氏

④「学校腎臓検診による糖尿病スクリーニング―岐阜県における１６年間の成績―」

岐阜県医師会学校腎臓検診委員会 田 下 秀 明 氏

⑤「岐阜県学校検尿システム：県内統一に向けた軌跡」

岐阜県医師会理事 西 野 好 則 氏

◇総括

○本年度の学校医委員会を次の通りＷｅｂ併用にて開催した。

日 時 令和７年３月２７日（木） 午後５時～

報告並びに協議事項

①委員長、副委員長の選出について

委員長に子日光雄氏（伊賀）、副委員長に稲持英樹氏（名賀）が選出された。

②第５５回全国学校保健・学校医大会（令和６年１１月９日開催 於：宮崎県）について

③令和６年度学校医研修会（令和７年１月１９日開催）について

④『学校精神保健システム検討部会（三重県学校メンタルヘルス分科会）』について

⑤身体の問題検討部会について

⑥学校医の報酬について

（４）公衆衛生対策事業について

①特定健診・特定保健指導について

○平成２０年４月から実施された特定健診・特定保健指導について、市町国保代表保険者（桑

名市）・三重県後期高齢者医療広域連合・被用者保険代表保険者（健康保険組合連合会三重連合

会）と特定健診の集合契約を締結し、健診の実施に協力した。

②糖尿病対策について

○１１月１４日の世界糖尿病デーにちなみ、糖尿病予防啓発を目的に作製したポケットティッ

シュを本会並びに郡市医師会、関係団体主催のイベント等で住民に配付し、糖尿病予防に関す

る普及啓発に努めた。
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域医療機関の負担軽減策、実効性のある協力体制の構築等について、県と協議を重ね、実務

レベルでの調整を行った。現在、協定締結数は県内医療機関で約８０％に達しており、引き

続き未締結の医療機関に対して締結促進を図る。

今後も、新興感染症への対応においては、行政・関係機関との連携を一層強化し、平時か

ら有事への円滑な移行が可能な医療体制の構築に努めていく。

○郡市医師会新型コロナウイルス感染症担当理事連絡協議会を次の通りＷｅｂ併用で開催した。

日 時 令和６年７月３１日（水） 午後７時～同８時

場 所 三重県医師会館 ２階 中会議室

内 容

①直近の新型コロナウイルス感染症の発生状況について

②医療機関での感染防止対策の進捗状況について

○本会感染症対策委員会を次の通り開催した。

日 時 令和６年８月８日（木） 午後５時３０分～同７時３０分

場 所 三重県医師会館 ２階 中会議室

内 容

①新型コロナウイルス感染症の最新の感染状況および県民への周知等について

②救急医療等の現状について

③医療資源の調整と今後の感染症対応策について

○三重県公衆衛生審議会予防接種部会への参画

本会代表が参画し、予防接種業務の円滑化について協議した。予防接種個別委託料に関して

は、例年通り三重県医師会、三重県市長会、三重県町村会による三者協議会を開催した。また、

今後の予防接種推進に向けた新たな取り組みとして、県民向けの啓発活動やワクチン接種のア

クセス向上策についても議論が行われた。

○子ども予防接種週間への協力

日本医師会、日本小児科医会、厚生労働省の三者主催で実施されている子ども予防接種週間

に、令和６年度は令和７年３月１日（土）～７日（金）までの７日間協力した。期間中には、

県内各地で啓発活動や、医療機関で接種促進活動が行われ、接種率の向上に寄与した。

④生活習慣病予防対策について

○本年度も三重県結核・感染症サーベイランス事業に協力し、必要な助成を行った。またその

活動内容を「三重医報」に毎月掲載し、県民への啓発を進めた。さらに、三重県内での学校欠

席者情報収集システム（学校欠席者サーベイランス）の構築に向け、三重県医療保健部、三重

県教育委員会等と連携し、協議・助言を行った。

また、三重県が実施する肝炎ウイルス検査医療機関委託事業並びに風しん抗体検査委託事業

および国が実施する風しん抗体検査事業及び第５期定期接種に協力した。
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○三重県公衆衛生審議会並びに各部会に本会代表が積極的に参加し、県内における公衆衛生に

関する重要事項を審議した。これにより、地域社会の健康維持に向けた新たな施策の提案や改

善案を出すことができた。

○三重県循環器対策推進協議会並びに各部会において、本会代表は脳血管疾患や心疾患の予

防・治療に関する重要な議論に参加し、また社会連携リハビリの推進にも貢献した。これによ

り、県内での循環器疾患に対する早期発見・治療体制の強化が進んだ。

○抗菌薬の適正使用について、県内の医療機関における適切な処方を推進するため、抗菌薬適

正使用推進検討委員会にも参画した。本会の意見を反映させ、県内の医療現場の適正な抗菌薬

の使用が促進された。

○三重県アレルギー疾患医療連絡協議会に参画し、アレルギー疾患に関わる県内の医療体制強

化と予防啓発活動を推進した、これにより、県内へのアレルギー疾患の早期発見と適切な治療

の普及が図られた。

（５）母子・乳幼児保健事業について

①母子保健関係について

○本年度の母子・乳幼児保健委員会は、次の通りＷｅｂ併用にて開催した。

日 時 令和６年９月２６日（木） 午後１時３０分～同２時３０分

報告並びに協議事項

①令和５年度日本医師会母子保健講習会について

②新生児聴覚スクリーニングについて

③みえ出産前後保健指導事業検討部会について

④産前産後の親子安心サポート事業について

⑤乳幼児保健部会について

⑥母子・乳幼児保健合同講習会について

○本年度のみえ出産前後からの親子支援講習会は、産前産後の親子安心サポート研修会、乳幼

児保健講習会（乳幼児保健関係）、５歳児健診研修会（乳幼児保健関係）と合わせて次の通り

Ｗｅｂ併用にて開催した。

日 時 令和７年２月９日（日） 午後１時３０分～同４時３５分

場 所 三重県医師会館 ２階 大ホール

出席者 １２１名（Ｗｅｂ参加者約７８名含む）

内 容

①子どものヘルス・スーパービジョン

（講 師）特定医療法人生仁会 須田病院 医師

阪 下 和 美 氏

域医療機関の負担軽減策、実効性のある協力体制の構築等について、県と協議を重ね、実務

レベルでの調整を行った。現在、協定締結数は県内医療機関で約８０％に達しており、引き

続き未締結の医療機関に対して締結促進を図る。

今後も、新興感染症への対応においては、行政・関係機関との連携を一層強化し、平時か

ら有事への円滑な移行が可能な医療体制の構築に努めていく。

○郡市医師会新型コロナウイルス感染症担当理事連絡協議会を次の通りＷｅｂ併用で開催した。

日 時 令和６年７月３１日（水） 午後７時～同８時

場 所 三重県医師会館 ２階 中会議室

内 容

①直近の新型コロナウイルス感染症の発生状況について

②医療機関での感染防止対策の進捗状況について

○本会感染症対策委員会を次の通り開催した。

日 時 令和６年８月８日（木） 午後５時３０分～同７時３０分

場 所 三重県医師会館 ２階 中会議室

内 容

①新型コロナウイルス感染症の最新の感染状況および県民への周知等について

②救急医療等の現状について

③医療資源の調整と今後の感染症対応策について

○三重県公衆衛生審議会予防接種部会への参画

本会代表が参画し、予防接種業務の円滑化について協議した。予防接種個別委託料に関して

は、例年通り三重県医師会、三重県市長会、三重県町村会による三者協議会を開催した。また、

今後の予防接種推進に向けた新たな取り組みとして、県民向けの啓発活動やワクチン接種のア

クセス向上策についても議論が行われた。

○子ども予防接種週間への協力

日本医師会、日本小児科医会、厚生労働省の三者主催で実施されている子ども予防接種週間

に、令和６年度は令和７年３月１日（土）～７日（金）までの７日間協力した。期間中には、

県内各地で啓発活動や、医療機関で接種促進活動が行われ、接種率の向上に寄与した。

④生活習慣病予防対策について

○本年度も三重県結核・感染症サーベイランス事業に協力し、必要な助成を行った。またその

活動内容を「三重医報」に毎月掲載し、県民への啓発を進めた。さらに、三重県内での学校欠

席者情報収集システム（学校欠席者サーベイランス）の構築に向け、三重県医療保健部、三重

県教育委員会等と連携し、協議・助言を行った。

また、三重県が実施する肝炎ウイルス検査医療機関委託事業並びに風しん抗体検査委託事業

および国が実施する風しん抗体検査事業及び第５期定期接種に協力した。
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②乳幼児期の食生活支援

（講 師）大阪府立病院機構 大阪母子医療センター

栄養管理室 室長 西 本 裕紀子 氏

③大学病院精神科から見た周産期メンタルヘルスケア

（講 師）三重大学医学部附属病院精神科神経科 講師

福 山 孝 治 氏

○本年度の産前産後の親子安心サポート検討会を次の通りＷｅｂ併用にて開催した。

【第１回】

日 時 令和６年１０月３日（木） 午後２時～同３時

報告並びに協議事項

①産婦健康診査事業について

②産後ケア事業について

③三重県の産婦健康診査事業、産後ケア事業の現状及び実績について

④産婦健康診査事業のマニュアルの改訂について

⑤母子保健のしおりの様式について

⑥産前産後の親子安心サポート研修会の開催について

【第２回】

日 時 令和７年１月９日（木） 午後４時３０分～同５時３０分

報告並びに協議事項

①産婦健康診査事業について

②産後ケア事業について

③三重県の産婦健康診査事業、産後ケア事業の現状及び実績について

④産婦健康診査事業のマニュアルの改訂について

⑤母子保健のしおりの様式について

○本年度のみえ出産前後保健指導事業検討部会を次の通りＷｅｂ併用にて開催した。

【第１回】

日 時 令和６年１０月３日（木） 午後３時～同４時

報告並びに協議事項

①令和６年１０月現在の登録状況等について

②令和６年度委託事業について

③令和５年度ペリネイタル・ビジット基金について

④「みえ出産前後からの親子支援事業実施マニュアル」の改訂について

⑤「はじめてのお母さんへ」の改訂について

⑥「楽しい子育て」の改訂について

⑦１か月健康診査支援事業について

⑧みえ出産前後からの親子支援講習会の開催について
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【第２回】

日 時 令和７年１月９日（木） 午後５時３０分～同６時３０分

報告並びに協議事項

①令和７年１月現在の登録状況等について

②令和６年度ペリネイタル・ビジット基金について

③「みえ出産前後からの親子支援事業実施マニュアル」の改訂について

④「はじめてのお母さんへ」の改訂について

⑤「楽しい子育て」の改訂について

⑥小児科医会からのお願い

１）ニルセビマブの接種記載

２）１か月健康診査の母子手帳添付

３）予防接種勧奨に関して

４）子宮頸がんワクチンのキャッチアップ

○本年度の新生児聴覚スクリーニングに関する講習会は次の通りＷｅｂ併用にて開催した。

日 時 令和６年１０月２７日（日） 午後１時３０分～同３時３０分

場 所 三重県医師会館 ２階 大ホール

出席者 ５７名（Ｗｅｂ参加者約２５名含む）

講 演

【第１部：情報提供〈三重県における新生児聴覚スクリーニングの最新の取り組み〉】

①三重県新生児・小児聴覚情報データベースシステムについて

三重県子ども・福祉部 子どもの育ち支援課長 世 古 千 浪 氏

②「三重県における新生児聴覚スクリーニングの手引き」改訂のポイント

独立行政法人国立病院機構 三重病院

耳鼻いんこう科 部長 増 田 佐和子 氏

③三重県聴覚障がい児補聴器購入費用助成事業の改訂と活用状況について

三重県立子ども心身発達医療センター

難聴児支援課 言語聴覚士 岡 田 留 美 氏

【第２部：特別講演】

（座 長）三重県産婦人科医会 会長 小 畑 英 慎 氏

新生児聴覚スクリーニングと先天性サイトメガロウイルス感染症

日本大学医学部

小児科学系小児科学分野 主任教授 森 岡 一 朗 氏

②母体保護法指定医師関係について

本年度における母体保護法指定医師審査委員会は１２回開催し、審査の結果、次の通り指定し

た。

・新指定申請……… ７件

・指定更新申請……５３件

・施設変更申請…… ３件

②乳幼児期の食生活支援

（講 師）大阪府立病院機構 大阪母子医療センター

栄養管理室 室長 西 本 裕紀子 氏

③大学病院精神科から見た周産期メンタルヘルスケア

（講 師）三重大学医学部附属病院精神科神経科 講師

福 山 孝 治 氏

○本年度の産前産後の親子安心サポート検討会を次の通りＷｅｂ併用にて開催した。

【第１回】

日 時 令和６年１０月３日（木） 午後２時～同３時

報告並びに協議事項

①産婦健康診査事業について

②産後ケア事業について

③三重県の産婦健康診査事業、産後ケア事業の現状及び実績について

④産婦健康診査事業のマニュアルの改訂について

⑤母子保健のしおりの様式について

⑥産前産後の親子安心サポート研修会の開催について

【第２回】

日 時 令和７年１月９日（木） 午後４時３０分～同５時３０分

報告並びに協議事項

①産婦健康診査事業について

②産後ケア事業について

③三重県の産婦健康診査事業、産後ケア事業の現状及び実績について

④産婦健康診査事業のマニュアルの改訂について

⑤母子保健のしおりの様式について

○本年度のみえ出産前後保健指導事業検討部会を次の通りＷｅｂ併用にて開催した。

【第１回】

日 時 令和６年１０月３日（木） 午後３時～同４時

報告並びに協議事項

①令和６年１０月現在の登録状況等について

②令和６年度委託事業について

③令和５年度ペリネイタル・ビジット基金について

④「みえ出産前後からの親子支援事業実施マニュアル」の改訂について

⑤「はじめてのお母さんへ」の改訂について

⑥「楽しい子育て」の改訂について

⑦１か月健康診査支援事業について

⑧みえ出産前後からの親子支援講習会の開催について

―82―



○令和６年度母体保護法指定医師研修会を次の通り開催した。

日 時 令和６年４月２９日（月―祝） 午後２時～同４時

場 所 三重県医師会館 ２階 大ホール

出席者 ８１名

内 容

①「母体保護法の趣旨と適正な運用に関するもの」

（講 師）三重県産婦人科医会 会長

母体保護法指定医師審査委員会 委員 小 畑 英 慎 氏

②「生命倫理に関するもの」

（講 師）母体保護法指定医師審査委員会 委員長 紀 平 正 道 氏

③「医療安全・救急処置に関するもの」

（講 師）三重大学医学部附属病院 病院長

母体保護法指定医師審査委員会 委員 池 田 智 明 氏

○令和６年度家族計画・母体保護法指導者講習会は次の通り開催され、担当委員が出席した。

日 時 令和６年１２月７日（土） 午後１時～同４時

内 容

テーマ「新たな局面を迎えて母体保護法指定医師として考えること」

①日本医師会指定医基準モデル改定と今後の方向性

日本医師会母体保護法等に関する検討委員会 委員長

東京都医師会 理事 落 合 和 彦 氏

②緊急避妊薬を巡る動き（スイッチ 化関連）

厚生労働省医薬局医薬品審査管理課 中 井 清 人 氏

緊急避妊薬の意義と普及を再考する

日本産婦人科医会 母子愛育会愛育病院 安 達 知 子 氏

③メフィーゴパックの使用法と安全性について

日本医科大学多摩永山病院 女性診療科・産科 林 昌 子 氏

経口中絶薬 メフィーゴパックの運用について

日本医師会 常任理事 濱 口 欣 也 氏

④母子保健行政の最近の動向

こども家庭庁 成育局 母子保健課 木 庭 愛 氏

③乳幼児保健関係について

○本年度の『乳幼児保健部会』は、次の通り開催した。

◇第１回

日 時 令和６年１０月３１日（木） 午後５時～

報告並びに協議事項

①部会長（１名）・副部会長（１名）の選出について

②１か月児・５歳児法定健康診査関係について
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③小児（発達障害等）の受け入れに関する周知について

④乳幼児保健講習会の開催について

⑤４か月健診における問診票の改訂について

⑥委員の追加について

⑦発達障害連続講座について

◇第２回

日 時 令和６年１２月１２日（木） 午後１時３０分～

報告並びに協議事項

①１か月児・５歳児健康診査関係について

②小児（発達障害等）の受け入れに関する周知について

◇第３回

日 時 令和７年３月６日（木） 午後１時３０分～

報告並びに協議事項

①小児（発達障害等）の受け入れに関する周知について

②１か月児・５歳児健康診査関係について

○本年度の乳幼児保健講習会は、５歳児健診研修会、みえ出産前後からの親子支援講習会（母

子保健関係）、産前産後の親子安心サポート研修会（母子保健関係）と合わせて次の通りＷｅｂ

併用にて開催した。

日 時 令和７年２月９日（日） 午後１時３０分～同４時３５分

場 所 三重県医師会館 ２階 大ホール

出席者 １２１名（Ｗｅｂ参加者約７８名含む）

内 容

①子どものヘルス・スーパービジョン

（講 師）特定医療法人生仁会 須田病院 医師

阪 下 和 美 氏

②乳幼児期の食生活支援

（講 師）大阪府立病院機構 大阪母子医療センター

栄養管理室 室長 西 本 裕紀子 氏

③大学病院精神科から見た周産期メンタルヘルスケア

（講 師）三重大学医学部附属病院精神科神経科 講師

福 山 孝 治 氏

（６）産業保健事業について

○本年度の産業医研修事業は、日本医師会認定産業医制度に基づく研修会としての指定を受け

て次の通り実施した。

○令和６年度母体保護法指定医師研修会を次の通り開催した。

日 時 令和６年４月２９日（月―祝） 午後２時～同４時

場 所 三重県医師会館 ２階 大ホール

出席者 ８１名

内 容

①「母体保護法の趣旨と適正な運用に関するもの」

（講 師）三重県産婦人科医会 会長

母体保護法指定医師審査委員会 委員 小 畑 英 慎 氏

②「生命倫理に関するもの」

（講 師）母体保護法指定医師審査委員会 委員長 紀 平 正 道 氏

③「医療安全・救急処置に関するもの」

（講 師）三重大学医学部附属病院 病院長

母体保護法指定医師審査委員会 委員 池 田 智 明 氏

○令和６年度家族計画・母体保護法指導者講習会は次の通り開催され、担当委員が出席した。

日 時 令和６年１２月７日（土） 午後１時～同４時

内 容

テーマ「新たな局面を迎えて母体保護法指定医師として考えること」

①日本医師会指定医基準モデル改定と今後の方向性

日本医師会母体保護法等に関する検討委員会 委員長

東京都医師会 理事 落 合 和 彦 氏

②緊急避妊薬を巡る動き（スイッチ 化関連）

厚生労働省医薬局医薬品審査管理課 中 井 清 人 氏

緊急避妊薬の意義と普及を再考する

日本産婦人科医会 母子愛育会愛育病院 安 達 知 子 氏

③メフィーゴパックの使用法と安全性について

日本医科大学多摩永山病院 女性診療科・産科 林 昌 子 氏

経口中絶薬 メフィーゴパックの運用について

日本医師会 常任理事 濱 口 欣 也 氏

④母子保健行政の最近の動向

こども家庭庁 成育局 母子保健課 木 庭 愛 氏

③乳幼児保健関係について

○本年度の『乳幼児保健部会』は、次の通り開催した。

◇第１回

日 時 令和６年１０月３１日（木） 午後５時～

報告並びに協議事項

①部会長（１名）・副部会長（１名）の選出について

②１か月児・５歳児法定健康診査関係について
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◇令和６年度基本研修事業

・第１回基本研修〈日医認定基礎（前期）研修として７単位〉

日 時 令和７年３月１６日（日） 午前１０時～

場 所 三重県医師会館 １階 健康教育室

出席者 医師２４名

内 容

①総 論

その１．労働衛生法規

三重労働局労働基準部健康安全課長 久保田 洋 一 氏

その２．労働衛生概論

鈴鹿亀山地域産業保健センター運営主幹

ＭＣＭ産業医事務所所長 松 田 元 氏

②産業医活動の実際

富士電機㈱三重工場健康管理センター所長 後 藤 義 明 氏

③健康管理 三重産業保健総合支援センター所長 笽 島 茂 氏

④健康保持増進 ＪＳＲ㈱四日市工場診療所産業医 古 田 さとり 氏

◇令和６年度スキルアップ専門研修

・第１回スキルアップ専門研修

〈日医認定基礎（後期）及び同生涯（更新・専門）研修として３単位〉

日 時 令和６年７月２５日（木） 午後５時３０分～同８時３０分

場 所 （主催会場）三重県医師会館 ２階 大ホール

（遠隔配信会場）四日市・志摩医師会館

出席者 医師１３２名（専属産業医３名、嘱託産業医７２名、その他５７名）

労働衛生関係者１名

内 容

テーマ『働き方改革関連法をめぐる現状と課題』

（座長）三重県医師会理事 釜 本 寛 之 氏

①デジタル化社会の産業と労働、労働時間規制の展開と心理的負荷による精神障害

の労災認定基準の改正

近畿大学法学部教授 三 柴 丈 典 氏

②勤務間インターバルと睡眠時間／新版疲労蓄積自己診断チェックリストの開発経

緯と今後の展望

独立行政法人 労働者健康安全機構 労働安全衛生総合研究所

産業保健研究グループ／過労死等防止調査研究センター

上席研究員 久 保 智 英 氏

・第２回スキルアップ専門研修【※８月２９日（木）台風による開催延期分】

〈日医認定基礎（後期）及び同生涯（更新・専門）研修として３単位〉

日 時 令和６年１１月７日（木） 午後２時～同５時
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場 所 （主催会場）三重県医師会館 ２階 大ホール

（遠隔配信会場）桑名・四日市・松阪地区・伊勢地区・志摩・伊賀

医師会館

出席者 医師１８６名（専属産業医１３名、嘱託産業医１０４名、その他６９名）

労働衛生関係者４名

内 容

テーマ『高年齢労働者の安全と健康確保』

（座長）三重県医師会理事 石 田 亘 宏 氏

①高年齢労働者に対する労働衛生対策

三重労働局労働基準部健康安全課課長 久保田 洋 一 氏

②高年齢労働者における転倒災害の現状と防止対策

愛知医科大学医学部衛生学講座講師 川 越 隆 氏

◇令和６年度リフレッシュ研修事業

・リフレッシュ研修

〈日医認定基礎（後期）及び同生涯（専門）研修として２単位〉

日 時 令和７年３月９日（日） 午後１時３０分～同３時３０分

場 所 （主催会場）三重県医師会館 ２階 大ホール

（遠隔配信会場）桑名・鈴鹿市医師会館

出席者 医師１２１名（専属産業医８名、嘱託産業医６１名、その他５２名）

内 容

テーマ『化学物質対策』

（座長）三重県医師会副会長 田 中 孝 幸 氏

①化学物質リスクアセスメントに基づく健康診断の考え方について

日本製鉄㈱東日本製鉄所統括産業医 宮 本 俊 明 氏

◇令和６年度スキルアップ実地研修

・第１回研修会

〈日医認定基礎（実地）及び同生涯（実地）研修として２単位〉

日 時 令和６年１２月１９日（木） 午後２時～同４時

場 所 三重県医師会館 ２階 大ホール

出席者 医師９０名（専属産業医５名、嘱託産業医５０名、その他３５名）

内 容

テーマ『職場におけるハラスメント対策』

（座長）三重県医師会理事 齋 藤 洋 一 氏

①職場のパワーハラスメントとメンタルヘルス対策

一般社団法人日本産業カウンセラー協会

こころの耳運営事務局事務局長 石 見 忠 士 氏

◇令和６年度基本研修事業

・第１回基本研修〈日医認定基礎（前期）研修として７単位〉

日 時 令和７年３月１６日（日） 午前１０時～

場 所 三重県医師会館 １階 健康教育室

出席者 医師２４名

内 容

①総 論

その１．労働衛生法規

三重労働局労働基準部健康安全課長 久保田 洋 一 氏

その２．労働衛生概論

鈴鹿亀山地域産業保健センター運営主幹

ＭＣＭ産業医事務所所長 松 田 元 氏

②産業医活動の実際

富士電機㈱三重工場健康管理センター所長 後 藤 義 明 氏

③健康管理 三重産業保健総合支援センター所長 笽 島 茂 氏

④健康保持増進 ＪＳＲ㈱四日市工場診療所産業医 古 田 さとり 氏

◇令和６年度スキルアップ専門研修

・第１回スキルアップ専門研修

〈日医認定基礎（後期）及び同生涯（更新・専門）研修として３単位〉

日 時 令和６年７月２５日（木） 午後５時３０分～同８時３０分

場 所 （主催会場）三重県医師会館 ２階 大ホール

（遠隔配信会場）四日市・志摩医師会館

出席者 医師１３２名（専属産業医３名、嘱託産業医７２名、その他５７名）

労働衛生関係者１名

内 容

テーマ『働き方改革関連法をめぐる現状と課題』

（座長）三重県医師会理事 釜 本 寛 之 氏

①デジタル化社会の産業と労働、労働時間規制の展開と心理的負荷による精神障害

の労災認定基準の改正

近畿大学法学部教授 三 柴 丈 典 氏

②勤務間インターバルと睡眠時間／新版疲労蓄積自己診断チェックリストの開発経

緯と今後の展望

独立行政法人 労働者健康安全機構 労働安全衛生総合研究所

産業保健研究グループ／過労死等防止調査研究センター

上席研究員 久 保 智 英 氏

・第２回スキルアップ専門研修【※８月２９日（木）台風による開催延期分】

〈日医認定基礎（後期）及び同生涯（更新・専門）研修として３単位〉

日 時 令和６年１１月７日（木） 午後２時～同５時
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・第２回研修会（事業場実習）は令和７年２月６日に開催予定であったが、事業場の諸事

情により中止となった。

・第３回研修会（事業場実習）

〈日医認定基礎（実地）及び同生涯（実地）研修として３単位〉

日 時 令和７年３月６日（木） 午後２時～同５時

場 所 三重県伊勢市竹ヶ鼻町１００

「シンフォニアテクノロジー㈱伊勢製作所」

出席者 医師４０名

内 容

①事業場の概要説明

②職場巡視

③討 議

④まとめ

本県における日本医師会認定産業医制度に基づく認定産業医は、令和７年３月末日現在

名（本年度新たに３０名が日医認定産業医となる）である。また本年度認定更新手続き

を必要とする１００名の更新手続きを完了した。

○本年度の産業医委員会は次の通りＷｅｂ併用にて開催した。

日 時 令和６年１２月１２日（木） 午後４時４５分～

報告並びに協議事項

①委員長（１名）・副委員長（２名）の選出について

委員長に日比秀夫氏（志摩）、副委員長に酒井秀精氏（三重産業医会会長）、松田 元

氏（鈴鹿市）が選出された。

②令和５年度産業医研修事業について

③令和６年度全国医師会産業医部会連絡協議会（令和６年６月５日開催）について〈報告〉

④第４５回産業保健活動推進全国会議（令和６年１０月２４日開催）について〈報告〉

⑤県立学校における産業医の職場巡視等について

⑥日医認定産業医制度の更新手続きにおけるコロナ特例の終了について

⑦日本医師会会員情報システム （マミス）での日医認定産業医制度の管理について

⑧令和６年度産業医研修事業について

⑨令和７年度産業医研修事業方針について

開催日程等についての検討を行った。

○本年度の三重県産業医研修連絡協議会は次の通り開催した。

◇第１回

日 時 令和７年１月９日（木） 午後２時～

報告並びに協議事項
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①会長の選任について

三重県医師会理事の釜本寛之氏が選出された。

②令和６年度産業保健関係事業について

③令和７年度産業保健関係事業について

令和７年度産業医研修会日程について、それぞれのテーマ・演題・講師等について協

議された。

④第２回三重県産業医研修連絡協議会の開催日程について

令和７年２月２７日（木）午後４時４５分より開催することに決定された。

◇第２回

日 時 令和７年２月２７日（木） 午後４時４５分～

報告並びに協議事項

①令和７年度産業保健関係事業について

第１回で協議された令和７年度産業医研修会のそれぞれのテーマ・演題・講師等につ

いて最終決定された。

②医師会会員情報システム （マミス）での対応について

（７）救急及び災害医療対策事業について

①救急・災害医療対策事業について

○本年度の郡市医師会災害医療担当理事連絡協議会は次の通り開催した。

【第１回】

日 時 令和６年５月２３日（木） 午後２時～

場 所 三重県医師会館 ２階 中会議室

内 容

① について

②大規模災害時における医療救護活動について

③その他

【第２回】

日 時 令和６年１０月１０日（木） 午後５時～

場 所 三重県医師会館 ２階 中会議室

内 容

① の登録について

②三重県からの報告「三重県の災害医療対策について」

③意見交換

④その他

○本年度の中部医師会連合災害医療特別委員会は次の通り開催され、本会担当理事が出席した。

【第１回】

日 時 令和６年８月４日（日） 午後１時３０分～同３時３０分

・第２回研修会（事業場実習）は令和７年２月６日に開催予定であったが、事業場の諸事

情により中止となった。

・第３回研修会（事業場実習）

〈日医認定基礎（実地）及び同生涯（実地）研修として３単位〉

日 時 令和７年３月６日（木） 午後２時～同５時

場 所 三重県伊勢市竹ヶ鼻町１００

「シンフォニアテクノロジー㈱伊勢製作所」

出席者 医師４０名

内 容

①事業場の概要説明

②職場巡視

③討 議

④まとめ

本県における日本医師会認定産業医制度に基づく認定産業医は、令和７年３月末日現在

名（本年度新たに３０名が日医認定産業医となる）である。また本年度認定更新手続き

を必要とする１００名の更新手続きを完了した。

○本年度の産業医委員会は次の通りＷｅｂ併用にて開催した。

日 時 令和６年１２月１２日（木） 午後４時４５分～

報告並びに協議事項

①委員長（１名）・副委員長（２名）の選出について

委員長に日比秀夫氏（志摩）、副委員長に酒井秀精氏（三重産業医会会長）、松田 元

氏（鈴鹿市）が選出された。

②令和５年度産業医研修事業について

③令和６年度全国医師会産業医部会連絡協議会（令和６年６月５日開催）について〈報告〉

④第４５回産業保健活動推進全国会議（令和６年１０月２４日開催）について〈報告〉

⑤県立学校における産業医の職場巡視等について

⑥日医認定産業医制度の更新手続きにおけるコロナ特例の終了について

⑦日本医師会会員情報システム （マミス）での日医認定産業医制度の管理について

⑧令和６年度産業医研修事業について

⑨令和７年度産業医研修事業方針について

開催日程等についての検討を行った。

○本年度の三重県産業医研修連絡協議会は次の通り開催した。

◇第１回

日 時 令和７年１月９日（木） 午後２時～

報告並びに協議事項
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場 所 名古屋マリオットアソシアホテル １６階「アイリス」

内 容

①講演「令和６年能登半島地震」について（石川県）

②いろいろなフェーズにおいての問題点について（石川県）

１．発災当初の石川 調整本部機能

２．住民避難に活用された医療ＤＸ

３．金沢以南の１ ５次、２次避難所

４．能登中部調整支部

５．能登北部調整支部

・重装備

６．石川 調整本部と 隊の連絡手段

７．眼科チーム、ＤＶＴチーム、糖尿病チーム

③各県における 調整本部の配置場所等の状況及び情報の収集・共有の仕組みについて

（静岡県）

④ の需要について（愛知県）

⑤その他

【第２回】

日 時 令和６年９月２２日（日） 午後１時３０分～同３時３０分

場 所 各県医師会館（Ｗｅｂ会議）

内 容

①講演「令和６年能登半島地震における直接死と災害関連死について」（石川県）

② における相談件数について（石川県）

③講演「ＤＶＴ検診について」（愛知県）

④防ぎ得る災害関連死の予防について（愛知県）

⑤フリーディスカッション

⑥その他

○日本医師会シンポジウム「次世代の災害医療」は次の通りＷｅｂにて開催され、本会担当理

事が出席した。

日 時 令和６年６月９日（日） 午前１０時～午後５時

場 所 日本医師会館（Ｗｅｂ配信）

内 容

①災害を先取りする

プランナー：救急災害医療対策委員会委員長 山 口 芳 裕 氏

②医療の安全を包括した未来のまちづくり

プランナー：東京大学教授 加 藤 孝 明 氏

③命をまもる社会の仕組みづくり

プランナー：日本政策投資銀行 蛭 間 芳 樹 氏
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○令和６年度三重県・志摩市・鳥羽市総合防災訓練は次の通り開催され、本会担当理事が出席

した。

日 時 令和６年１２月８日（日） 午前８時４５分～同１１時

場 所 志摩市立旧国府小学校 他

○令和６年能登半島地震 活動報告会（都道府県医師会 担当理事連絡協議会）は次の

通りＷｅｂにて開催され、本会担当理事が出席した。

日 時 令和６年８月９日（金） 午後１時～同４時３０分

場 所 日本医師会館（Ｗｅｂ配信）

内 容

日本医師会からの報告

①令和６年能登半島地震： 活動と今後について

日本医師会常任理事 細 川 秀 一 氏

②令和６年能登半島地震における 活動－縦と横の連携の重要性について－

日本医師会常任理事／石川県医師会理事 佐 原 博 之 氏

第一部 能登半島地震対応とそこから得られた教訓

① 事務局としての報告

事務局次長／日本災害医学会理事 近 藤 久 禎 氏

②令和６年能登半島地震における石川県医師会 活動について

石川県医師会理事／石川 調整本部長 齊 藤 典 才 氏

③事前アンケートへの一部回答

日本医師会常任理事 細 川 秀 一 氏

第二部 これからの先遣 、統括 の機能

①統括 としての報告

日本医師会総合政策研究機構主任研究員／

石川県医師会参与／日本医師会統括 秋 冨 愼 司 氏

②救急災害医療対策委員会委員長としてのコメント

令和４・５年度日本医師会救急災害医療対策委員会委員長 山 口 芳 裕 氏

③ディスカッション

第三部 専門的な機関等との連携

①災害医療コーディネーションサポートチームとしての報告

日本災害医学会理事／ 事務局次長 若 井 聡 智 氏

②日本環境感染学会 としての報告

日本環境感染学会災害時感染制御検討委員会委員長 泉 川 公 一 氏

○令和６年能登半島地震 ロジスティクス協議会は次の通りＷｅｂにて開催され、本会担当

理事が出席した。

日 時 令和６年１０月２８日（月） 午後１時～同３時３０分

場 所 日本医師会館（Ｗｅｂ開催）

場 所 名古屋マリオットアソシアホテル １６階「アイリス」

内 容

①講演「令和６年能登半島地震」について（石川県）

②いろいろなフェーズにおいての問題点について（石川県）

１．発災当初の石川 調整本部機能

２．住民避難に活用された医療ＤＸ

３．金沢以南の１ ５次、２次避難所

４．能登中部調整支部

５．能登北部調整支部

・重装備

６．石川 調整本部と 隊の連絡手段

７．眼科チーム、ＤＶＴチーム、糖尿病チーム

③各県における 調整本部の配置場所等の状況及び情報の収集・共有の仕組みについて

（静岡県）

④ の需要について（愛知県）

⑤その他

【第２回】

日 時 令和６年９月２２日（日） 午後１時３０分～同３時３０分

場 所 各県医師会館（Ｗｅｂ会議）

内 容

①講演「令和６年能登半島地震における直接死と災害関連死について」（石川県）

② における相談件数について（石川県）

③講演「ＤＶＴ検診について」（愛知県）

④防ぎ得る災害関連死の予防について（愛知県）

⑤フリーディスカッション

⑥その他

○日本医師会シンポジウム「次世代の災害医療」は次の通りＷｅｂにて開催され、本会担当理

事が出席した。

日 時 令和６年６月９日（日） 午前１０時～午後５時

場 所 日本医師会館（Ｗｅｂ配信）

内 容

①災害を先取りする

プランナー：救急災害医療対策委員会委員長 山 口 芳 裕 氏

②医療の安全を包括した未来のまちづくり

プランナー：東京大学教授 加 藤 孝 明 氏

③命をまもる社会の仕組みづくり

プランナー：日本政策投資銀行 蛭 間 芳 樹 氏
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内 容

①日本医師会からの報告

・主要事項の時系列説明

②各業務における課題と改善提案

第一部 の派遣調整や災害救助法の請求処理などの後方支援

・東京都医師会

・神奈川県医師会

第二部 調整本部や調整支部における調整業務

受援医師会としての課題（県庁との調整、日本医師会との調整、受援）

・石川県医師会

調整本部、調整支部での課題（日本医師会、各 への依頼）

・愛知県医師会

第三部 実際の に帯同しての課題

・兵庫県医師会

③ディスカッション

○日本医師会 研修 基本編は次の通りＷｅｂにて開催された。

日 時 令和７年１月１３日（月－祝） 午前９時～午後５時５分

場 所 日本医師会館（Ｗｅｂ配信）

内 容

①オリエンテーション

②情報の共有・記録

③被災地における活動

④日本医師会への情報発信、全国の医師会との情報共有

⑤トリアージ

⑥熱傷・外傷の処置

⑦修了式

○日本医師会大規模イベント医療・救護研修会は次の通りＷｅｂ併用にて開催され、本会担当

理事が出席した。

日 時 令和７年２月２４日（月－祝） 午後１時３０分～同４時

場 所 日本医師会館（Ｗｅｂ配信）

内 容

①東京オリンピック・パラリンピック大会の経験と教訓

東京 大会都市オペレーションセンター医療統括 加 藤 聡一郎 氏

井 上 孝 隆 氏

山 口 芳 裕 氏

② 年大阪・関西万博における医療救護対策

年日本国際博覧会協会医療救護協議会議長／

大阪公立大学大学院医学研究科救急医学教授 溝 端 康 光 氏
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③大規模イベントの医療体制

東京 大会東京スタジアム会場医療者統括責任者／

市立青梅総合医療センター救命救急センター長 宮 国 泰 彦 氏

④マスギャザリング医療（総論）

日本医師会救急災害医療対策委員会委員長 山 口 芳 裕 氏

⑤ テロ：除染実習（デモ）

埼玉医科大学国際医療センター救命救急科教授 井 上 孝 隆 氏

⑥銃創・爆傷対応：止血実習（デモ）

杏林大学医学部救急医学講師 加 藤 聡一郎 氏

⑦大規模イベントと感染症

埼玉医科大学国際医療センター救命救急科教授 井 上 孝 隆 氏

⑧大規模イベントと外国人対応

杏林大学医学部救急医学講師 加 藤 聡一郎 氏

○日本医師会 研修 統括編は次の通りＷｅｂにて開催された。

日 時 令和７年３月１６日（日） 午前９時～午後４時３０分

場 所 日本医師会館（Ｗｅｂ配信）

内 容

①オリエンテーション

②情報の共有・記録

１． 実習

２． 実習

③被災地における活動（統括編）

１．保健医療福祉調整本部の運営、コーディネート機能

２．統括 活動

④日本医師会への情報発信、全国の医師会との情報共有

⑤修了式

○各郡市医師会において行われる 研修会に要する経費の補助は、６郡市医師会に補助金を

交付した。

②死体検案等警察活動に協力する医師事業について

○死体検案研修会は、次の通り２回開催した。

◇第２２回

日 時 令和７年１月２５日（土） 午後２時～同６時

場 所 鈴鹿市医師会館 ２階

出席者 １９名

内 容

総合司会：鈴鹿市医師会長 木 村 英 夫 氏

内 容

①日本医師会からの報告

・主要事項の時系列説明

②各業務における課題と改善提案

第一部 の派遣調整や災害救助法の請求処理などの後方支援

・東京都医師会

・神奈川県医師会

第二部 調整本部や調整支部における調整業務

受援医師会としての課題（県庁との調整、日本医師会との調整、受援）

・石川県医師会

調整本部、調整支部での課題（日本医師会、各 への依頼）

・愛知県医師会

第三部 実際の に帯同しての課題

・兵庫県医師会

③ディスカッション

○日本医師会 研修 基本編は次の通りＷｅｂにて開催された。

日 時 令和７年１月１３日（月－祝） 午前９時～午後５時５分

場 所 日本医師会館（Ｗｅｂ配信）

内 容

①オリエンテーション

②情報の共有・記録

③被災地における活動

④日本医師会への情報発信、全国の医師会との情報共有

⑤トリアージ

⑥熱傷・外傷の処置

⑦修了式

○日本医師会大規模イベント医療・救護研修会は次の通りＷｅｂ併用にて開催され、本会担当

理事が出席した。

日 時 令和７年２月２４日（月－祝） 午後１時３０分～同４時

場 所 日本医師会館（Ｗｅｂ配信）

内 容

①東京オリンピック・パラリンピック大会の経験と教訓

東京 大会都市オペレーションセンター医療統括 加 藤 聡一郎 氏

井 上 孝 隆 氏

山 口 芳 裕 氏

② 年大阪・関西万博における医療救護対策

年日本国際博覧会協会医療救護協議会議長／

大阪公立大学大学院医学研究科救急医学教授 溝 端 康 光 氏
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①警察における検視活動の現状

三重県警察本部刑事部捜査第一課検視官室長 安 田 俊 介 氏

②死亡時画像診断（オートプシー・イメージング；Ａｉ）で分かる事と分からない事

鈴鹿中央総合病院ＩＶＲ科 中 塚 豊 真 氏

③検案の実際

村松有滝診療所 古 野 正 和 氏

④医師の思いを伝える死亡診断書の書き方

三重大学大学院医学系研究科法医法科学分野 小 谷 泰 一 氏

◇第２３回

日 時 令和７年２月１日（土） 午後２時～同６時

場 所 三重県医師会館 １階 健康教育室

出席者 １７名

内 容

総合司会：三重大学大学院医学系研究科腫瘍病理学 渡 邉 昌 俊 氏

①警察における検視活動の現状

三重県警察本部刑事部捜査第一課検視官室長 安 田 俊 介 氏

②検案の実際

村松有滝診療所 古 野 正 和 氏

③死亡時画像診断（オートプシー・イメージング；Ａｉ）で分かる事と分からない事

鈴鹿中央総合病院ＩＶＲ科 中 塚 豊 真 氏

④医師の思いを伝える死亡診断書の書き方

三重大学大学院医学系研究科法医法科学分野 小 谷 泰 一 氏

○令和６年度都道府県医師会「警察活動協力医会」連絡協議会は次の通り開催され、本会担当

理事が出席した。

日 時 令和７年２月２２日（土） 午後１時３０分～同３時

場 所 日本医師会館 ３階小講堂・ホール

内 容

報告

①死因究明等推進計画について

厚生労働省医政局医事課死因究明等企画調査室室長補佐 佐 藤 達 彦 氏

②警察の死体取扱業務について

警察庁刑事局捜査第一課検視指導室室長 引 地 信 郎 氏

③災害等に伴う検視等に係る海上保安庁と関係団体との相互協定に関する協定について

海上保安庁警備救難部刑事課専門官 好 本 晃 雄 氏

④日本医師会から（協力医会の設置状況、検案研修会修了者の情報共有等）

日本医師会常任理事 細 川 秀 一 氏

地域医師会の取り組み事例
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・「岐阜県版死体検案マニュアル」による検案充実の取り組み

岐阜県医師会理事 西 野 好 則 氏

・静岡市静岡医師会における新たな死体検案体制の構築

静岡市静岡医師会副会長・静岡県警察協力医会理事 水 谷 暢 秀 氏

・都道府県医師会からの提出議題、質問・意見および要望

○令和６年度都道府県医師会「警察活動協力医会」学術大会は次の通り開催され、本会担当理

事並びに警察医・検案医委員会委員が出席した。

日 時 令和７年２月２２日（土） 午後３時１５分～同６時１０分

場 所 日本医師会館 大講堂

内 容

第１部 基調講演

死体検案の実際と問題点－より良い死因究明体制の樹立を目指して－

日本法医病理学会理事長、和歌山県立医科大学法医学講座教授 近 藤 稔 和 氏

第２部 一般演題

①死体検案における側頭下穿刺による髄液採取法

西船医院 重 光 俊 男 氏

②心筋トロポニンＴ簡易検査の中止による死因診断の変化とその対策

碧南市医師会診療所 竹 内 元 一 氏

③死後心臓血ＢＮＰ値測定の意義

青森県警察医会会長、まちだ内科クリニック 町 田 光 司 氏

青森県警察医会、ひろさき糖尿病・内科クリニック 長谷川 範 幸 氏

④死後画像診断研究会開催の試み

千葉県医師会理事、柏警察署嘱託医 志 賀 元 氏

○令和６年度三重県警察医研修会は次の通り開催され、本会代表並びに警察医が出席した。

日 時 令和６年７月２８日（日） 午後２時３０分～同５時２０分

場 所 プラザ洞津 ２階 高砂の間

内 容

【報告】 三重県内における検視・検案の現状

三重県警察本部刑事部捜査第一課検視官室長 安 田 俊 介 氏

【講演】 医療現場における不当要求対策

暴力追放センター三重県民センター専務理事 山 﨑 正 法 氏

【特別講演】 大規模災害時の遺体安置所と死亡診断書

三重大学大学院医学系研究科法医法科学分野教授 小 谷 泰 一 氏

①警察における検視活動の現状

三重県警察本部刑事部捜査第一課検視官室長 安 田 俊 介 氏

②死亡時画像診断（オートプシー・イメージング；Ａｉ）で分かる事と分からない事

鈴鹿中央総合病院ＩＶＲ科 中 塚 豊 真 氏

③検案の実際

村松有滝診療所 古 野 正 和 氏

④医師の思いを伝える死亡診断書の書き方

三重大学大学院医学系研究科法医法科学分野 小 谷 泰 一 氏

◇第２３回

日 時 令和７年２月１日（土） 午後２時～同６時

場 所 三重県医師会館 １階 健康教育室

出席者 １７名

内 容

総合司会：三重大学大学院医学系研究科腫瘍病理学 渡 邉 昌 俊 氏

①警察における検視活動の現状

三重県警察本部刑事部捜査第一課検視官室長 安 田 俊 介 氏

②検案の実際

村松有滝診療所 古 野 正 和 氏

③死亡時画像診断（オートプシー・イメージング；Ａｉ）で分かる事と分からない事

鈴鹿中央総合病院ＩＶＲ科 中 塚 豊 真 氏

④医師の思いを伝える死亡診断書の書き方

三重大学大学院医学系研究科法医法科学分野 小 谷 泰 一 氏

○令和６年度都道府県医師会「警察活動協力医会」連絡協議会は次の通り開催され、本会担当

理事が出席した。

日 時 令和７年２月２２日（土） 午後１時３０分～同３時

場 所 日本医師会館 ３階小講堂・ホール

内 容

報告

①死因究明等推進計画について

厚生労働省医政局医事課死因究明等企画調査室室長補佐 佐 藤 達 彦 氏

②警察の死体取扱業務について

警察庁刑事局捜査第一課検視指導室室長 引 地 信 郎 氏

③災害等に伴う検視等に係る海上保安庁と関係団体との相互協定に関する協定について

海上保安庁警備救難部刑事課専門官 好 本 晃 雄 氏

④日本医師会から（協力医会の設置状況、検案研修会修了者の情報共有等）

日本医師会常任理事 細 川 秀 一 氏

地域医師会の取り組み事例
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（８）共同利用施設関係事業について

○本年度も三重県臨床検査精度管理協議会に本会代表が参画した。医師会の立場から臨床検査

精度管理事業に協力し、臨床検査の精度向上に努めると共に検査値の標準化・統一化に向けて、

全県下で取り組むよう努めている。

○本年度の中部医師会連合共同利用施設連絡協議会は石川県において次の通り開催され、「災害

時における医師会共同利用施設のあり方について―地域で想定される災害をふまえて―」を

テーマとして、臨床検査・健診センターの現状や課題、在宅医療推進への取り組みについて、

情報交換が行われた。

日 時 令和６年１１月４日（月―祝） 午後１時～同４時

場 所 ホテル金沢

内 容

・基調講演

「これからの医療と医師会共同利用施設～令和６年能登半島地震対応の教訓を踏まえて～」

日本医師会常任理事 黒 瀨 巌 氏

・シンポジウム

テーマ「災害時における医師会共同利用施設のあり方について―地域で想定される災害

を踏まえて―」

（座長） 石川県医師会理事 古 川 健 治 氏

事例発表

＜愛知県＞「災害時における当センターの対応について」

豊橋市医師会臨床検査センター係長 小 山 浩 氏

＜富山県＞「富山市医師会健康管理センターにおける災害への備え」

富山市医師会健康管理センター健診部担当理事

産業保健・産保センター担当理事 藤 田 聡 氏

＜岐阜県＞「災害時の医療ＩＣＴの活用」

もとす医師会会長 若 園 明 裕 氏

＜福井県＞「福井地震（ 年）の教訓」

福井市医師会住民健診センター担当理事 岩 佐 和 典 氏

＜三重県＞「四日市医師会訪問看護ステーションの災害時における対応について」

四日市医師会常任理事

四日市医師会訪問看護ステーション・居宅介護支援事業所

主担当理事 鳥 井 孝 宏 氏

＜静岡県＞「地域で想定される災害を踏まえて焼津市医師会での対応」

焼津市医師会理事 田 中 裕 之 氏

＜石川県＞「能登半島地震を経験して～医師会臨床検査センターの対応と災害時・緊

急医療における『オンライン資格確認等のシステム』と『いしかわ診療

情報共有ネットワーク』の役割～」

石川県医師会理事 長 尾 信 氏
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（９）健康スポーツ医学振興事業について

○本年度のスポーツ医学並びに健康教育委員会を次の通りＷｅｂ併用にて開催した。

日 時 令和６年９月２６日（木） 午後５時～

場 所 三重県医師会館 ２階 中会議室

報告並びに協議事項

①委員長（１名）、副委員長（１名）の選出について

②令和５年度本会スポーツ医学研修会について

③令和６年度本会スポーツ医学研修会の企画について

④第３６回日本医師会健康スポーツ医学講習会について

⑤令和６年度本会健康教育講演会について

⑥第１９回みんなの健康講座について

⑦その他

○本年度の本会スポーツ医学研修会を次の通りＷｅｂ併用にて開催した。

日 時 令和７年２月２日（日） 午後２時～同５時

場 所 三重県医師会館 ２階 大ホール

出席者 ４１名（医師３８名〔内 Ｗｅｂ参加１９名〕、健康運動指導士１名、

健康運動実践指導者１名、その他１名）

内 容

①肥満と身体活動・運動（小児～成人まで）

（座 長）三重県医師会スポーツ医学並びに

健康教育委員会委員 濱 口 貴 彦 氏

（講 師）三重大学教育学部 保健体育科 教授

冨 樫 健 二 氏

②みえ松阪マラソンにおける医療救護体制について

（座 長）三重県医師会スポーツ医学並びに

健康教育委員会委員長 冨 田 良 弘 氏

（講 師）松阪中央総合病院 救命救急センター長

三重 ・ＳＣＵ連絡協議会 会長

谷 口 健太郎 氏

本県における日本医師会認定健康スポーツ医制度に基づく認定健康スポーツ医は、令和７年３

月末現在１２１名（本年度新たに５名が認定健康スポーツ医となる）である。なお、本年度更新

手続きを必要とする認定健康スポーツ医１３名の更新手続きを完了した。

（８）共同利用施設関係事業について

○本年度も三重県臨床検査精度管理協議会に本会代表が参画した。医師会の立場から臨床検査

精度管理事業に協力し、臨床検査の精度向上に努めると共に検査値の標準化・統一化に向けて、

全県下で取り組むよう努めている。

○本年度の中部医師会連合共同利用施設連絡協議会は石川県において次の通り開催され、「災害

時における医師会共同利用施設のあり方について―地域で想定される災害をふまえて―」を

テーマとして、臨床検査・健診センターの現状や課題、在宅医療推進への取り組みについて、

情報交換が行われた。

日 時 令和６年１１月４日（月―祝） 午後１時～同４時

場 所 ホテル金沢

内 容

・基調講演

「これからの医療と医師会共同利用施設～令和６年能登半島地震対応の教訓を踏まえて～」

日本医師会常任理事 黒 瀨 巌 氏

・シンポジウム

テーマ「災害時における医師会共同利用施設のあり方について―地域で想定される災害

を踏まえて―」

（座長） 石川県医師会理事 古 川 健 治 氏

事例発表

＜愛知県＞「災害時における当センターの対応について」

豊橋市医師会臨床検査センター係長 小 山 浩 氏

＜富山県＞「富山市医師会健康管理センターにおける災害への備え」

富山市医師会健康管理センター健診部担当理事

産業保健・産保センター担当理事 藤 田 聡 氏

＜岐阜県＞「災害時の医療ＩＣＴの活用」

もとす医師会会長 若 園 明 裕 氏

＜福井県＞「福井地震（ 年）の教訓」

福井市医師会住民健診センター担当理事 岩 佐 和 典 氏

＜三重県＞「四日市医師会訪問看護ステーションの災害時における対応について」

四日市医師会常任理事

四日市医師会訪問看護ステーション・居宅介護支援事業所

主担当理事 鳥 井 孝 宏 氏

＜静岡県＞「地域で想定される災害を踏まえて焼津市医師会での対応」

焼津市医師会理事 田 中 裕 之 氏

＜石川県＞「能登半島地震を経験して～医師会臨床検査センターの対応と災害時・緊

急医療における『オンライン資格確認等のシステム』と『いしかわ診療

情報共有ネットワーク』の役割～」

石川県医師会理事 長 尾 信 氏
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（ ）郡市医師会等関係団体事業等について

①郡市医師会長会議の開催について

令和６年度における郡市医師会長会議は計６回開催し、報告並びに意見交換を行った。

（詳細については、２７頁参照）

②中部医師会連合関係について

中部医師会連合委員総会をはじめ常任委員会、特別委員会等へ出席し、協議並びに意見交換等

を行った。（Ⅰ．庶務報告（６）渉外関係について、Ⅱ．公益目的事業報告１（７）医療保険関係

事業について、２（１）地域医療構想・地域包括ケア関連事業について、（７）救急及び災害医療

対策事業について、等を各々参照。）

尚、令和６年度中部医師会連合委員総会は石川県医師会の担当により、下記の通り開催され本

会役員等が出席した。

日 時 令和６年１１月１６日（土）・１７日（日）

場 所 ホテル日航金沢

内 容 【１日目】

①開 会

②委員長挨拶

③来賓祝辞・来賓紹介

④議長選出

⑤会務報告

⑥議 事

第１号議案 令和５年度中部医師会連合収入支出決算に関する件

第２号議案 令和６年度中部医師会連合収入支出予算に関する件

第３号議案 次期役員選出に関する件

⑦次期委員長挨拶

⑧特別委員会分科会

（１）社会保険特別委員会

（２）地域包括ケア特別委員会

（３）災害医療特別委員会

⑨特別委員会全体報告会

（１）各特別委員会からの報告

（２）全体討議

⑩懇親会

【２日目】

①特別講演

演題 「日本の医療を守るために医師会はどうあるべきか～診療報酬改定と医

政等も含む～」

講師 公益社団法人日本医師会会長 松本吉郎先生

②閉 会
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③日本医師会関係について

本会役員が日本医師会代議員会、日本医師会各種委員会等へ出席し、協議並びに意見交換等を

行った。（Ⅰ．庶務報告（６）渉外関係について、等を参照。）

尚、本会役員が委員を務める日本医師会会内委員会は次の通りである。

委員会名 委員名

地域包括ケア推進委員会 馬 岡 晋 会長

産業保健委員会 田 中 孝 幸 副会長

母子保健検討委員会 野 村 豊 樹 副会長

男女共同参画委員会 今 野 信太郎 常任理事

労災・自賠責委員会 片 岡 紀 和 常任理事

警察活動等への協力業務検討委員会 曽 我 俊 彦 理事

地域医療対策委員会 石 田 亘 宏 理事

医師会共同利用施設検討委員会 小 西 博 理事

救急災害医療対策委員会 梅 田 佳 樹 理事

（ ）郡市医師会等関係団体事業等について

①郡市医師会長会議の開催について

令和６年度における郡市医師会長会議は計６回開催し、報告並びに意見交換を行った。

（詳細については、２７頁参照）

②中部医師会連合関係について

中部医師会連合委員総会をはじめ常任委員会、特別委員会等へ出席し、協議並びに意見交換等

を行った。（Ⅰ．庶務報告（６）渉外関係について、Ⅱ．公益目的事業報告１（７）医療保険関係

事業について、２（１）地域医療構想・地域包括ケア関連事業について、（７）救急及び災害医療

対策事業について、等を各々参照。）

尚、令和６年度中部医師会連合委員総会は石川県医師会の担当により、下記の通り開催され本

会役員等が出席した。

日 時 令和６年１１月１６日（土）・１７日（日）

場 所 ホテル日航金沢

内 容 【１日目】

①開 会

②委員長挨拶

③来賓祝辞・来賓紹介

④議長選出

⑤会務報告

⑥議 事

第１号議案 令和５年度中部医師会連合収入支出決算に関する件

第２号議案 令和６年度中部医師会連合収入支出予算に関する件

第３号議案 次期役員選出に関する件

⑦次期委員長挨拶

⑧特別委員会分科会

（１）社会保険特別委員会

（２）地域包括ケア特別委員会

（３）災害医療特別委員会

⑨特別委員会全体報告会

（１）各特別委員会からの報告

（２）全体討議

⑩懇親会

【２日目】

①特別講演

演題 「日本の医療を守るために医師会はどうあるべきか～診療報酬改定と医

政等も含む～」

講師 公益社団法人日本医師会会長 松本吉郎先生

②閉 会
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ⅢⅢ．．収収益益事事業業報報告告

（１）三重県医師会館賃貸事業について

本年度は、次の団体に会館を賃貸した。また、会館の貸出件数は、１２０件であった。

○賃貸先

愛知産業保健総合支援センター（三重産業保健総合支援センター）

ミック三重

三重県医師国民健康保険組合

三重県医師連盟

三重県産婦人科医会

三重県眼科医会

三重県小児科医会

（２）保険取扱事業について

○医師賠償責任保険

損害保険ジャパン㈱医師賠償責任保険の契約更新を行ない、日医医賠責特約保険の加入

促進につとめた。 
・令和６年度医師賠償責任保険加入件数 

損害保険ジャパン㈱加入件数 ９２２件（令和６年８月１５日保険開始） 
日医医賠責特約保険加入件数 ６９３件（令和６年７月１日保険開始） 

○生命保険 
朝日、住友、第一、日本、大樹、明治安田の生命保険会社６社と団体取扱契約を締結し、

会員の福祉向上に努めている。各社の契約件数は次の通りである。 
 

朝日 ２８件 
住友 １０件 

第一 ５５件 

日本 １３６件 
大樹 ６３件 

明治安田 ２２件 

合計 ３１４件 
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ⅣⅣ．．会会員員のの福福利利厚厚生生等等事事業業報報告告

（１）福利厚生事業の実施について

○福利厚生事業について

本年度の福利厚生事業を次の通り実施した。

囲碁大会については、令和６年９月８日に開催予定であったが、参加人数の減少により

中止となり、令和７年度以降は廃止することとなった。

・ゴルフ大会

日 時 令和６年５月１２日（日） 午前９時３０分～

場 所 鈴鹿カンツリークラブ（中コース）

参加者 ２２名

・会員懇親会

物価高騰により、宿泊から日帰りに変更した。

日 時 令和６年１２月７日（土） 午後５時３０分～同７時３０分

場 所 ホテル花水木

参加者 ６０名

○日医年金について

本会では、日本医師会の普及推進運動において未加入会員の勧奨につとめる等、対応に

協力した。

なお、令和６年９月末現在の日医年金加入者は１７７名、受給者は２４４名であり、令

和６年から１年間の新規加入者は４名である。

○三重県医師会永年在籍会員表彰について

令和７年３月１５日開催の第１９８回臨時代議員会において、本会会員として永年に亘

り在籍され医療・福祉の発展並びに地域医療の向上に寄与された先生方に対し、馬岡会長

より表彰状と記念品が授与された。対象者は令和６年４月１日現在、本会在籍４０年以上、

満８４歳以上の会員で、本年度受賞者９名の内、３名の先生方が出席された。

 
◇令和６年度三重県医師会永年在籍会員表彰 表彰式 

１．日 時 令和７年３月１５日（土） 午後２時３０分～ 
（第１９８回臨時代議員会に於いて開催） 

２．場 所 三重県医師会館 ２階 大ホール 
３．受賞者 ９名（次の通り） 

（郡市別・生年月日順、敬称略） 

＜四日市医師会＞ 川 瀬 昌 宏（御出席） ＜松阪地区医師会＞ 垂 水 泰 敏 
畑 田 健 三 ＜伊勢地区医師会＞ 網 谷 克 正 

＜鈴鹿市医師会＞ 湯 浅 美 仁 ＜志 摩 医 師 会＞ 山 下 順 庸 
＜津地区医師会＞ 川 田 節 男（御出席） 

増 井 紘 一（御出席） 
林 友 信 

ⅢⅢ．．収収益益事事業業報報告告

（１）三重県医師会館賃貸事業について

本年度は、次の団体に会館を賃貸した。また、会館の貸出件数は、１２０件であった。

○賃貸先

愛知産業保健総合支援センター（三重産業保健総合支援センター）

ミック三重

三重県医師国民健康保険組合

三重県医師連盟

三重県産婦人科医会

三重県眼科医会

三重県小児科医会

（２）保険取扱事業について

○医師賠償責任保険

損害保険ジャパン㈱医師賠償責任保険の契約更新を行ない、日医医賠責特約保険の加入

促進につとめた。 
・令和６年度医師賠償責任保険加入件数 

損害保険ジャパン㈱加入件数 ９２２件（令和６年８月１５日保険開始） 
日医医賠責特約保険加入件数 ６９３件（令和６年７月１日保険開始） 

○生命保険 
朝日、住友、第一、日本、大樹、明治安田の生命保険会社６社と団体取扱契約を締結し、

会員の福祉向上に努めている。各社の契約件数は次の通りである。 
 

朝日 ２８件 
住友 １０件 

第一 ５５件 

日本 １３６件 
大樹 ６３件 

明治安田 ２２件 

合計 ３１４件 
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ⅤⅤ．．会会計計報報告告

  
（１）令和６年度三重県医師会予算

理事会の決議を経て、令和６年３月９日開催の第１９６回臨時代議員会に上程され、議決

された。 
 
（２）令和６年度三重県医師会決算

下記のとおり内部監査が行われ、その決算報告は適正妥当である旨、会長に報告された。 
内部監査（令和７年５月１５日） 
志田幸雄・淵田則次・浦和健人各監事 
（決算報告書省略） 

 
（３）経理監査

内部監査として、志田幸雄・淵田則次・浦和健人各監事により４か月ごと及び年次決算に

ついて監査が実施されている。 
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